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఺ࢹの݄ࠓ

医ࢣձにͭいて

ཧࣄɹ౻ݪɹɹਸ

は͡めに
　�0�4 年、現在࢖われているࢴฎのσβインが
一৽される。
　ઍԁࡳが๺ཬࣲ三࿠、ޒઍԁࡳが௡ాകࢠ、
一ສԁࡳがौ୔ӫ一に変わる。日本で、は͡Ί
て঻૾入りࢴฎが発行されたのは 1��1 年ʢ明
࣏ 14年ʣͩが、ࠓճ入れସわるྩ࿨の৽ࡳ 3人
をؚΊても、日本でࢴฎにඳかれた人数はわず�
か �1 人にա͗ない。この౓、野口ӳ世に代わっ
て৽ઍԁࡳのإになるのは、๺ཬࣲ三࿠である。
๺ཬࣲ三࿠は数多くのը期的なۀ੷を࢒した、い
わばʮۙ代日本医学の෕ʯであり、1901 年ʢ明
࣏ 34年ʣୈ一ճのϊーベル生ཧ学ɾ医学৆ީิ
でもあったʢ࠷終的にड৆したのは、Τϛールɾ
ベーϦンάのʮδフテϦアに対する݂ਗ਼療法のݚ
ʯに対してであったが、これはもともと๺ཬڀ
ࣲ三࿠とのڞ同ڀݚであった。๺ཬもϊーベル৆
にϊϛωートされたが、੯しくもड৆をಀしてい
るʣ。
　しかしながら、๺ཬࣲ三࿠といえば、われわれ
と࠷も関連ਂいのは日本医ࢣ会である。日本医ࢣ
会のԊֵは、実ࡍはややෳࡶであるが、͟っくり
言うと、๺ཬࣲ三࿠らによって 191� 年ʢ大ਖ਼ 5
年ʣに大日本医ࢣ会が設ཱされたʢ191� 年 	 大
ਖ਼ 5年 
 ʙ 1931 年 	 ত࿨ �年 
 までॳ代会௕に
就೚ʣ。日本医ࢣ会ؗは౦ژ౎จ۠ژの不೜通り
Ԋいにݐっているが、その̍֊ロϏーに๺ཬࣲ三
࿠のϒロンズ૾が௟࠲している。
　日本医ࢣ会会һ数は、以Լにࣔす通り、։ۀ医
よりۈ຿医の方が多い。։ۀ医にとっては、医ࢣ

会はൺֱ的਎ۙなଘ在である৔合が多いが、ۈ຿
医は医ࢣ会と全く઀点がない৔合も多い。そのた
Ί、医ࢣ会の活ಈ内༰がわからず、医ࢣ会は։ۀ
医のརӹஂ体のようなものͩろうと思われている
方がいる。また、医ࢣ会һでない方にとっては、
医ࢣ会の活ಈ内༰が全くわからないことはある意
ຯ当વであるたΊ、私ݟをड़΂てΈたい。

医ࢣձとは
　医ࢣ会とは、日本で།一の医ࢣを代දする৬能
ஂ体である。
　医ࢣ会はʮ日本医ࢣ会ʯʮ౎ಓ෎ݝ医ࢣ会ʯʮ܊
会ʯの̏૚構଄となっており、会һ数ࢣ౳医۠ࢢ
の内༁は、۠ࢢ܊౳医ࢣ会ʢ�0 ສ �
�13 人ɿྩ
࿨ 4年 11݄ 1日現在ʣ、౎ಓ෎ݝ医ࢣ会ʢ19ສ
1
14� 人ɿྩ࿨ 4年 11 ݄ 1 日現在ʣ、日本医ࢣ
会ʢ1� ສ 3
��1 人ɿྩ࿨ 4 年 1� ݄ 1 日現在、
うち։ۀ医 ��
��� 人、ۈ຿医ଞ 91
035 人ʣと
なっている。日本の医ࢣ૯数が 33ສ 9
��3 人な
ので、現在の日本医ࢣ会の૊৫཰は 51��ˋとな
る。
　それͧれಠཱしたஂ体であるが、ີۓな連携ɾ
から஍Ҭװの医療੍౓のࠜࠃ、体੍のもとྗڠ
での医療提供体੍の੔備にࢸるまで、֤ஂ体がカ
όーし合って෯޿く、よりྑい医療体੍を੔えて
いる。

　3૚構଄について؆୯に説明すると、۠ࢢ܊౳
医ࢣ会は �90ʢうち大学医ࢣ会 �5、そのଞ 1�
をؚΉʣに分かれ、予๷医学、ٳ日ɾ໷ؒ診療な
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どのॳ期救ٸのӡӦなど、஍Ҭで必要とされる医
療サーϏスの提供を行っている。ྩ࿨ 4年はࢁ
口ݝ内医ࢣ૯数 3
��� 人のうち、۠ࢢ܊౳医ࢣ
会入会者は �
�4� 人で、入会཰は �1��ˋであっ
た。全ࠃฏۉの۠ࢢ܊౳医ࢣ会入会཰は �0��ˋ
なので、ࢁ口ݝは高い部ྨに入る。

　౎ಓ෎ݝ医ࢣ会は 4�に分かれ、֤౎ಓ෎ݝの
医療੓ࡦに基づき活ಈをしている。
くޮ޿ᮎが෯ݚの自己ࢣ会では、医ࢣ医ݝ口ࢁ　
Ռ的に行われるように、ݚम会౳を数多く։࠵し、
会һの࣭の向্や৽しい஌ݟの習得ɾઐ໳医औ得
に必要なߨ習などの生涯教育、医療保ݥや஍Ҭแ
ׅケアへの対応、஍Ҭ医療ɾ救ࡂٸ害医療への対
応、妊産්ɾೕ༮児保݈ɾϫクνン઀छへの対応、
医ࣄҊ݅に対応する医ࣄ法੍、医療機関経Ӧɾ؃
護学ߍの支援、ۈ຿医ɾঁ性医ࢣ対ࡦ、学ߍ医ɾ
産ۀ医の育成、޿ใɾ৘ใ活ಈなどを行っている。
　また、ࢁ口ݝは医ࢣの高齢化が全ࠃ 1Ґʢฏ
年齢ۉ 53�3 歳ɿྩ࿨ �年ʣとなり、ক来の救ٸ
医療などをؚΊた医֬ࢣ保対ࡦが、重大な՝題と
なっている。
　原Ҽは、ए手医ࢣの不଍によるもので、ए手医
߈੔備を行い、ઐڥ内でಇきやすくなる؀ݝがࢣ
医ɾྟচݚम医のݝ内定ணをҾき続きਐΊていく
必要がある。日本医ࢣ会が૊৫ڧ化目的でଔޙ 5
年までの医ࢣ会අ໔আの方਑としたことをडけ、
߈会も同༷の方਑をとり、ઐࢣ医ࢢ܊会ɾࢣ医ݝ
医ɾݚम医に医ࢣ会に入るϝϦットをૌえ、医ࢣ
会૊৫のڧ化をਤっていかなければならない。

　日本医ࢣ会は、医ࢣを代දする།一の৬能ूஂ
として、ࠃや੓෎に対して医療੓ࡦに関するさま
͟まな提言を行っている。また、行うۀࣄとして
は、医ࢣの生涯ݚमに関する߲ࣄ、஍Ҭ医療のਪ
ਐ発లに関する߲ࣄ、保݈医療のॆ実に関するࣄ
߲など 15にわたるۀࣄを定׺に定Ίている。日
本医ࢣ会の࠷高意思決定は代ٞһ会で行われる。
代ٞһは֤౎ಓ෎ݝより、その会һ数 500 人͝
とに 1人、ٴͼ୺数を増す͝とに 1人のׂ合で
બ出される。代ٞһ会はຖ年1ճの定例代ٞһ会、
ࣄし、重要࠵ͼ必要に応͡てྟ時代ٞһ会を։ٴ

߲について決ٞを得る。

医ࢣձ૊৫ྗڧԽにͭいて
　医療はެ定ྉۚであり、ଞのۀछと異なり、Ձ
格సՇが༰қではないうえに、ۙ年は診療ใुへ
の対応といった、ӡӦのΈに஫ྗするͩけでࣈࠇ
になるわけではない。
　医療界でもޙࠓのٸ଎なਐలを਱げるであろ
う "* 化や、サイόーηΩϡϦテΟ対ࡦのඅ༻な
どにも少なからず経අがかかるようになるであろ
う。経Ӧ໘にも相当の஫ྗが必要である。そのた
Ί、ݸ人のྗで現৔の੠を౿まえた医療੓ࡦの実
現に向けて、෺ࣄをಈかそうとしても、どうにか
なる問題はほとんどないことは目にݟえている。
しかも、医療੓ࡦをݕ౼する৔には、さま͟まな
ステークϗルμーʢར害関係者ʣがࢀըしており、
医療界がいくらਖ਼しいことを発言しても、それが
実現するとはݶらない。
　よって、より多くの医ࢣが医ࢣ会活ಈにࢀըす
ることが、医ࢣ会の૊৫ڧ化と発言ྗのڧ化につ
ながる、まずୈ一าとなる。が、ࢀըするͩけで
はなく、医ࢣ会を通͡て医療界がٻΊる੍౓ɾ੓
౳の決定ϓロηスにਂく関༩し、医療界の意ࡦ
を൓өさͤていくことがより重要であると考えݟ
る。

ਤॻߟࢀ
̍ɽՏ合ರ � おࡳにొ৔したҒ人たち �1人
̎ɽἚ໦保 � ๺ཬࣲ三࿠　日本ۙ代医学を築いた
ංޙもっこす
̏ɽドクタラーθ　ผ�0�3　࡭ 年 �݄
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ᶃਵචɺل行ʢҰฤ �
��� Ҏ಺を໨҆にɺ͓Ұਓࣈ ඼·Ͱʢࣸਅは࡞� �ຕҎ಺ʣ
ᶄ୹Վɾ઒༄ɾആ۟ʢ͓Ұਓ �۟·Ͱʣ
ᶅֆ�ɹ�ʢ�ຕҎ಺ɺίϝϯτ΋͓ئいいた͠·すɻʣ
ᶆࣸਅʢ�ຕҎ಺ɺίϝϯτ΋͓ئいいた͠·すɻʣ

できるか͗りԼ࡞ه੒ํ๏ᶃで͝ئྗڠいます。
。成方法によりక切日が異なりますので、͝஫意くͩさい࡞
˞క੾日Ҏ߱ʹఏग़͞Εͨߘݪ͸ࡌܝͰき·ͤΜͷͰ͝஫ҙ͍ئ·͢ɻ
とࣸਅの༰ྔをあわͤてߘは、原ࡍϝールでૹ৴されるࢠి˞　 10.# Ҏ内でおئい
　　いたします。

˟ ٢ෑԼ౦三ஸ目ࢢ口ࢁ　�53�0�14 1൪ ૯合保݈会ؗ内ݝ口ࢁ�߸1
� � � ૯຿՝内�会ใฤू係ہ຿ࣄ会ࢣ医ݝ口ࢁ
� � � &�NBJMɿLBJIPV!ZBNBHVDIJ�NFE�PS�KQ

ᶃະ発දの原ߘにݶります。
ᶄࣸਅ΍ը૾ͷ࢖༻ʹ͍ͭͯ͸ɺඞͣஶݖ࡞΍൛ݖ౳ʹ͝஫ҙ͍ͩ͘͞ɻ
　ˑୈ͕ऀࡾஶݖ࡞΍൛ݖ౳ͷݖརΛ༗͍ͯ͠Δࣸਅ΍ը૾͸ࡌܝͰき·ͤΜɻ
ᶅϖンωームで౤ߘされる方につきましては、会һの方から本会に問い合わͤがあった
　৔合には、໊ࢯをެදさͤていたͩきますことを͝了ঝئいます。
ᶅ౤ߘされた方にはࡌܝ߸を̏部ۘఄします。
ᶇ医ࢣ会ใは本会ϗームϖーδにも 1%' ൛としてࡌܝいたします。
ᶈϨΠΞ΢τ（ϖʔδɺࣸਅͷҐஔ౳）ʹͭき·ͯ͠͸ɺฤूͷ౎߹্ɺ͝ر๬ʹԊ͑
　ͳ͍৔߹͕͋Γ·͢ɻ
ᶉߘݪͷ࠾൱͸ɺ޿報ҕһ会ʹ一任͍ͤͯͨͩ͞き·͢ɻ

山口県医師会報令和 5年度夏季特集号「緑陰随筆」の原稿を募集します。
下記により、ふるってご投稿くださいますようお願い申し上げます。
ͳ͓ɺࣈ਺ɾ࡞඼਺౳ʹͭき·ͯ͠͸ɺԼهʮߘݪͷछྨʯͷ߲ʹͯ֬͝ೝ͍
ͨͩき·͢Α͏͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɻ

੒ํ๏࡞ ఏग़ํ๏ క੾

ᶃύιίϯ ϝʔϧຢ͸ࢠి 64# � $%�3 ͷ༣ૹ 6 月 2� 日

ᶄ手ॻき原ߘ ༣ૹ �݄ 1�日

ूืߘݪ
Նقಛू߸ʮ྘ӄਵචʯ
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�0�1 年 10 ݄にӉ部ࢢでʮさの೴ਆ経内科クϦ
χックʯを։ۀさͤていたͩきました、ࠤ野ହর
とਃします。ࢁ口ݝ医ࢣ会の先生方におかれまし
ては、ࢁ口大学医学部ෟଐ病院ۈ຿時代、当院։
院ޙともに大変お世࿩になっており、この৔をお
आりしてްくおྱをਃし্げます。私の出਎はฌ
へݝ口ࢁ口大学入学を機にࢁ、でありࢢඣ࿏ݝݿ
సډしてまいりました。以ޙ、大学院生時代に 3
年ؒ৽ׁࢢに在ॅしていた以外はす΂てࢁ口ݝで
฻らしており、なかでもӉ部での生活が࠷௕とな
りました。そしていつしか、Ӊ部がڷނのような
஍になり、大޷きな֗になりました。ࢁ口大学医
学部ෟଐ病院でのࣄ࢓もྟচɾڀݚɾ教育とॆ実
したものでしたが、࣍ୈに大޷きなӉ部で஍Ҭ医
療にݙߩしたいという思いがڧくなり、このӉ部
りました。当院はೝ஌症、パーࢸするにۀで։ࢢ
Ωンιン病、てんかん、೴݂؅障害、੸਷症など
の中਻疾患から、຤ধਆ経疾患やے疾患にࢸるま
で෯޿い疾患を扱っております。大学病院でも
ͼਆ経఻ಋٴܭしている日本ޫి社੡の೴೾༺࠾

૷ஔを完備しております。৽患としては಄௧ࠪݕ
ʢย಄௧がѹ౗的に多いですが、ۓுܕ಄௧、܈
発಄௧、そのଞの一࣍性಄௧、また時にはೋ࣍性
಄௧のケースもありますʣ、Ίまい、ೝ஌症、パー
Ωンιン病の患者༷に多く来院いたͩいていま
す。基װ病院からの঺հの೴伷࠹のೋ࣍予๷目的
の患者༷も多いです。その一方でൽෘےԌ、アϨ
ルΪー性೑Լछ性݂؅Ԍやランόートɾイートン
などのケースも来院されます。これ܈ແྗ症ީے
らの難࣏性ਆ経ے疾患をૣ期に QJDL�VQ し、大学
病院など基װ病院へ঺հし、ૣ期࣏療へとつなげ
るՍけڮとしての໾ׂも୲っております。
きの私にとってはこの্ないັ޷はྺ࢙ݝ口ࢁ　
ྗ的な৔ॴであり、ݯฏ合ઓのஃϊӜのઓい、ࣨ
ொ時代の大内ࢯのจ化、෢ଂと小࣍࿠の決ಆ、ໟ
རًެݩのഡ৓築৓とそのޙのໟརࢯによるൡ
੓、ນ຤、そして明࣏ҡ৽と࿩題にܽࣄきまͤん。
こんなすばらしいࢁ口ݝの஍Ҭ医療をこれからも
しっかり୲っていきたいと考えております。ޙࠓ
ともどうͧよろしくおئいਃし্げます。

৽ن։͝ۀѫࡰ
ɹɹӉ෦ࢢ医ࢣձɹ͞ͷ೴ਆܦ಺科ΫϦχοΫ
�ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹࠤ໺ɹହর

ニューフェイスコーナーニューフェイスコーナー
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第 193 回
山口県医師会臨時代議員会

։ձએݴ
　໼野ٞ௕、定ࠁ、ྟ時代ٞһ会の։会をࠂげ、
加౻会௕のѫࡰをٻΊる。

։ձѫࡰ
Ճ౻会௕　代ٞһの先生方、本日はୈ 193 ճࢁ
口ݝ医ࢣ会ྟ時代ٞһ会に͝出੮いたͩき、あ
りがとう͟͝います。この 3年ؒ、৽ܕίロφ
ウイルスײછ症でਵ分、ۤしΊられた。ࠓ年 1
݄ 5日に 5
09� 人という৽ײنછ者を数え、病
চ࢖༻཰も �0� を௒えていたが、ࠓはམちணい
て、৽ײنછ者数も 100 人を切る日があったり、
あるいは入院している人もݝ内では 30人を切る
ような状態になってきている。たͩ、5݄ �日に
છ症の分ྨがײ �ྨ相当から 5ྨに移行するが、
Φϛクロンגはײછྗがڧい。໔Ӹྗがམちてい
る方のいる医療機関や高齢者施設に関しては、ク
ラスターの発生には஫意する必要がある。ࠓ、こ
こまでམちணいているのはूஂ໔Ӹྗができつつ
あるからであるが、日本全ࠃでΈると、少し増加
傾向にある。ݝ医ࢣ会として、৽ܕίロφウイル
スײછ症のたΊに医療機関が診療をͤ͟ࢭٳるを
得ないような状گにؕった時に、支援を行ったが、
この 3年ؒで �1݅になる。5ྨに移行すること

で、このۀࣄはྩ࿨ 4年౓でഇࢭする。
年�݄に会௕をഈ命してから、10か݄が経っࡢ　
た。ए手医ࢣ不଍に対して、時ؒ外救ٸをੵۃ的
にධՁしてもらうようにݝに要੥を続けている。
それから、医学部でのٛߨ、ྟ চݚम医のܴ׻会、
ަྲྀ会などで医ࢣ会に入るϝϦットをஸೡに説明
し、ଔޙ 5年ؒは医ࢣ会අを໔আすることになっ
ているので、医ࢣഛঈ੹೚保ݥや医ࢣ年ۚなどの
ར点をૌえている。ए手医ࢣの医ࢣ会加入に期଴
している。ࢁ口大学などで医学ڀݚをしているए
手医ࢣをサϙートしようということで、ڀݚॿ成
をスタートさͤている。そのほか、自࣏医科ۀࣄ
大学のଔۀ生はࢁ口ݝの஍Ҭ医療にݙߩしている
が、ΩϟϦアܗ成で不རになる。これを医ࢣ会と
してサϙートできるようにしている。஍Ҭ医療に
医がด院になった時、その஍Ҭۀしている։ݙߩ
での医療がҡ持できないので、ۀࣄঝܧのϚッ
νンάをࠓ年౓からスタートしている。もし、օ
さんのۙくでด院するがどうしようかという੠
や、ۈ຿医が։ۀしたいという੠があれば、医ࢣ
会はແྉでサϙートできるので、੠ֻけをしてい
たͩきたい。
がࢣで医ࠃが全ݝ口ࢁ、会としてはࢣ医ݝ口ࢁ　
してࢦを目ݝ൹のあるߕಇき、ݝもಇきやすい࠷

ͱɹ͖
　令和 5年 4月 20 日（木）
　　　 　　15：00 ～ 15：55
ͱ͜Ζ
　　山口県総合保健会館
　　　　　多目的ホール
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おり、代ٞһの先生方のアイσアとサϙートが必
要なので、ͥͻよろしくおئいしたい。

ਓһ఺ݺ
　໼野ٞ௕、出੮代ٞһの֬ೝをٻΊる。
ೝの্、代ٞһ定数֬、ہ຿ࣄ　 �0໊中、出੮
代ٞһは 45໊であり、定଍数をຬたしているこ
とをใࠂ。
　ٞ௕、定׺ୈ �5৚に基づく定଍数をຬたして
いることから会ٞの成ཱをࠂげる。

໊ࢯ࿥ॺ໊ٞһͷࣄٞ
　໼野ٞ௕、ٞࣄ࿥ॺ໊ٞһに࣍の �໊を໊ࢦ。
　　原ా　།成ʢࢢࠃؠʣ
　　小઒　ਗ਼ޗʢ٢　ೆʣ

ձ຿ใࠂ
೔ຊ医ࢣձ୅ٞһձͷใࠂʹ͍ͭͯ

ԭத෭会௕　本年 3݄ ��日ʢ日ʣに։࠵された
ୈ 153 ճ日本医ࢣ会ྟ時代ٞһ会についてใࠂ

する。
をड़ײとしてॴࡰॳに、দ本٢࿠�会௕がѫ࠷　
΂られた。トルίɾシϦアでىこった大஍਒に対
し、日本医ࢣ会では、".%" を通͡て支援を行
うとともに、会һより �
000 ສԁを௒えるد෇
をいたͩいたことにँײする。全ࠃの先生方に௚
઀৘ใを発৴するπールとして、ʮ日本医ࢣ会の
方਑ʯを、本年 �݄にୈ 1ใとしておૹりした。
؆ܿ明ྎな発৴を৺ֻける。ୈ �ใは、ʮ全世代
社会保障法Ҋにおけるʰかかりつけ医機能が発ش
される੍౓੔備ʱについてʯである。これは、஍
Ҭ医療を໘として支える医療が֬保されるよう、
医療機関が自主的に医療機能をใࠂし、ࠃຽが
適切な医療機関を自らબ୒できるよう分かりやす
くࣔすものであり、ʮかかりつけ医ʯとʮかかり
つけ医以外の医ࢣʯを۠ผするものでない。ୈ 3
ใは、ʮ医ࢣ会૊৫ڧ化に向けてʯである。現在、
ྟচݚम医を対象に行っている会අの減໔を、ྩ
࿨ 5年౓からは医学部ଔޙ 5年ؒまでԆ௕する。
全ࠃの医ࢣ会にも同༷のऔり૊Έをおئいしてい

出੮者
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る。ୈ 4ใ、ୈ 5ใはʮ෺Ձ高ಅへの対応ʯで
ある。3݄ 1� 日に、加౻ް生労ಇ大ਉに、医療
機関ɾհ護ۀࣄॴ౳におけるޫ೤අ౳の෺Ձ高ಅ
に対する支援について、要๬ॻを手ަした。その
݁Ռ、3݄ ��日に、஍方૑生ྟ時ަ෇ۚの �
000
ԯԁの増ֹが決定した。そのਪ঑ۀࣄϝχϡーに
おいて、医療機関౳への支援が、ۀࣄ者支援のච
಄に挙げられている。
　�0�4 年౓は、診療ใुɾհ護ใुɾ障害෱ࢱ
サーϏス౳ใुのトϦϓルվ定が行われる。վ定
に向けて、֤छ৹ٞ会、ݕ౼会には日本医ࢣ会か
ら໾һがࢀըしており、しっかりと主ுしていく。
　5݄ �日に৽ܕίロφが 、છ症となるがײ5ྨ
りฦしていくと܁છ֦大の೾はײ以߱もߋ変ܕྨ
考えられ、当໘は医療機関のײછ対ࡦとίロφの
医療提供体੍をҡ持しつつ、さらに෯޿く患者を
डけ入れる体੍が必要である。
　医ࢣのಇき方については、医療機関ۈ຿ڥ؀ධ
Ձηンターのࢦ定法人として、ࡢ年 10 ݄から、
いわΏる特例ਫ४のऔ得を目ࢦす医療機関からの
ड৹ਃࠐをडけ෇けている。ಇき方վֵにおける
大きな՝題の一つであった॓日௚ڐ可のऔ得に
ついては、日本医ࢣ会がް生労ಇলに܁りฦしಇ
きかけを行った݁Ռ、ྩ࿨ 4年のڐ可औ得݅数
はྩ࿨ 3 年の໿ � ഒとなった。�0�4 年 4 ݄の
৽੍౓施行に向け、医療機関の医ࢣのಇき方վֵ
のऔり૊Έを支援していく。
　医療%9のਪਐについても、Φンラインࢿ格֬
ೝの原則ٛ຿化も౿まえ、本年 1݄にӡ༻։࢝
となったిࢠॲ方ᝦを発行するには、ࢴの৔合の
ԡҹの代わりとして、医ࢿࢣ格ূを༻いてిࢠॺ
໊することが必要になる、౳を説明された。
　ٞҊ৹ٞでは、ʮୈ 1߸ٞҊ　日本医ࢣ会定׺ɾ
ॾن定一部վਖ਼の݅ʯが্ఔされた。その内༰は、
常೚ཧࣄの定数を現在の 10 ໊から 14 ໊に変ߋ
するというものである。常೚ཧࣄ 4໊のใुは、
会内ҕһ会の8FC ։࠵によるཱྀඅの࡟減、日医
減౳、ॾ経࡟のΦンライン഑৴によるૹྉのࢽࡶ
අのݟ௚しにより、අ༻の೧出は可能であるとड़
΂られ、৹ٞの݁Ռ、૯代ٞһ数の 3分の �以
্のࢍ成により、原Ҋ通りঝೝされた。本年4݄
1日から施行される。

　続いて、全 19題の代ද࣭問の一部についてใ
。するࠂ
　ʮかかりつけ医機能ʯに関連する࣭問が 4題行
われた。
　ʮ全世代社会保障法Ҋにおける医療法のվਖ਼に
おいて、h 医療機能৘ใ提供੍౓ʱにʰかかりつ
け医機能ใࠂʱが৽たに加わり、ࠃ会においてٞ
࿦がなされている。これは、医療機関が自主的に
医療機能をใࠂし、ࠃຽが適切な医療機関を自ら
બ୒できるよう分かりやすくࣔすとともに、それ
を基に஍Ҭを໘として支える医療が֬保されるよ
う、必要に応͡て不଍している機能があれば、஍
Ҭでٞ࿦いたͩくものである。かかりつけ医機能
ใൣࠂғについて日本医ࢣ会の考えをしっかりと
主ுしていくʯとड़΂られた。
　ʮࡒ຿লはかかりつけ医のʰ法੍্明֬化 、hɦೝ
定౳の੍౓ 、ɦh 前ొ࿥ɾ医療৘ใొ࿥ʱを主ுࣄ
していたが、日本医ࢣ会は、h かかりつけ医機能
が発شされる੍౓੔備ʱにあたって、ᶃ現行のフ
Ϧーアクηスにおいて、かかりつけ医はあくまで
ຽがબͿものであること、ᶄ診療科ผやઐ໳性ࠃ
の؍点から、かかりつけ医をݻ定するのではなく、
患者はෳ数のかかりつけ医を持つこと、ᶅ必ずし
も一つの医療機関においてかかりつけ医機能のす
΂てを持たなければならないわけではないこと、
ᶆ診療科や病院ɾ診療ॴを問うものではないこと、
の主に̐点をڧく主ுし、その݁Ռ、法Ҋの内༰
は、h かかりつけ医ʱとʰかかりつけ医以外の医
ຽが๬んでいなࠃ、ʱを۠ผするものではなくࢣ
いʰ人಄෷い 、ɦh ొ࿥੍ 、ɦh ೝ定ʱϔのݒ೦は෷
১でき、h かかりつけ医੍౓ʱにはなっていないʯ
ことをڧௐされた。また、ʮフϦーアクηスʯʮ自
༝։੍ۀʯを྆方ともしっかりとकっていくとの
࢟੎をࣔされ、ࠃຽ医療のたΊにࠃຽօ保੍ݥ౓
をकりൈくと説明された。
　ʮ医療法施行ن則の中には、ٳ日໷ؒの対応、
�4時ؒ 3�5 日の対応が੝りࠐまれている。医ࢣ
のಇき方վֵでは、ۈ຿医の時ؒ外労ಇの年্ؒ
は原則ݶ 9�0 時ؒである。ۈ຿医の݈߁をकる
一方、։ۀ医の݈߁はどうでもよいのかʯという
関連࣭問があり、日医はʮࠓճのಇき方վֵの੍
౓設্ܭは、診療ॴの医ࢣ、特に 1人で։ۀし
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ておられる先生は経Ӧ者というҐஔづけであり、
ಇき方վֵの対象外である。これは労ಇ基४法が
労ಇ者のΈをकるという؍点から࡞成されている
法཯であるたΊであるʯとճ౴された。
　また、ʮかかりつけ医機能のධՁが診療ใुの
定要݅に入ってくることも考えられる。日本ࢉ
医ࢣ会はこの �4時ؒ体੍のかかりつけ医機能の
発شをどう୲保していくのかʯという࣭問に対
し、ʮ現状の஍Ҭแׅ診療加ࢉ診療ྉにおいても
�4時ؒのԟ診体੍が要݅になっている。しかし、
通常の診療ॴではなかなか難しいという点におい
て、஍Ҭで໘で支えるたΊに、例えば中小の病院
と連携して �4時ؒの連携体੍をとる、ຢは৔合
によっては大病院や救ٸ病院と連携をとることも
ؚΊた໘での支えという意ຯであるʯとճ౴され
た。
　ʮࠓࡢ、Φンライン診療をקΊるようなテϨϏ
$.が出てきている。Φンライン診療をϝインに
するところはかかりつけ医機能を発شできるの
かʯという࣭問に対し、ʮίロφՒにおいてΦン
ライン診療に対するχーズが高まったが、ฏ時を
どのように考えていくかはૣٸにऔり૊まなけれ
ばならない。Φンライン診療は対໘診療をิ完す
るという本来の໾ׂを౿まえたものでなければな
らないʯとճ౴された。

　૊৫ڧ化に関する࣭問は �題行われた。
　ଔޙ 5年の減໔期ؒが終了するࡍに、全ࠃ的
に会һをܧ続してもらえるような੍౓্の方ࡦ
と、会һ異ಈの手続きのϖーパーϨス化ɾΦンラ
イン化の要๬があった。前者に対しては、会අ減
໔期ؒ中に、医ࢣ会活ಈの重要性に৮れる機会が
少なかったことなどがୀ会の一Ҽとのೝࣝをࣔさ
れ、そのたΊ、ࡢ年 10݄、౎ಓ෎ݝ医ࢣ会に対
し、ʮए手医ࢣの医ࢣ会ۀࣄへのཧղଅਐฒͼに
ଐ意ࣝのৢ成に向けたऔり૊Έの実施ʯをґཔؼ
し、実施ۀࣄへの支援ۚを༻意したことを঺հさ
れた。また、医学部ଔ̑ޙ年目までの会අ減໔期
ؒは、医ࢣ会内部から医ࢣ会活ಈを体験すること
によって、そのཧղをਂΊていたͩくたΊの大き
なνϟンスでもあるので、医ࢣ会が一ؙとなって
औり૊Έたいと説明された。またޙ者に関しては、

クラウド্に会һ৘ใシステムを構築し、会һ本
人がこのシステムϔロάインすることで、自਎の
ొ࿥৘ใの֬ೝや、現在はෳࣸࣜの༻ࢴで行って
いるॾ手続きを8FC ্で行えるܗを想定してお
られ、ྩ࿨ �年౓の実現化を目ࢦしたいとのこ
とであった。
　ʮ医学部学生であるスνϡーσントɾドクター
を४会һ %とすることʯという提Ҋに対しては、
大変大きな࿮૊Έに係る࿩であり、例えば、入会
した४会һにどういったサーϏスを提供するのか
など、さま͟まな意ݟが想定される。日本医ࢣ会
の医ࢣഛঈ੹೚保ݥは医ࢣであることが前提の੍
౓となっているたΊ、医学生向けഛঈ੹೚保ݥに
ついて、ผの੍౓として૑設する必要があるが、
Ռたして、৽たな੍౓としてӡ༻していくͩけの
χーズがあるのか、その保ݥྉをͩれがෛ୲する
のかなど、多くの՝題があるとして、৻重な࢟੎
をࣔされた。
　関連࣭問として、本ݝの加౻会௕が、ʮۈ຿医
にとって日本医ࢣ会まで加入するඅ༻はෛ୲が大
きい。ଞの学会と同༷に 1ສԁఔ౓で۠ࢢ܊医
会まで加入できࢣ会、日本医ࢣ医ݝ会、౎ಓ෎ࢣ
るような人を一ൠ会һ、ࠓまでの会һはਖ਼会һと
いうような੍౓にして、多くの医ࢣが医ࢣ会に加
入できるような੍౓をつくっていかなければなら
ないʯとड़΂た。日医は、ʮこの݅は �010 年に
すでに提Ҋいたͩいており、ղ決ࡦに対するऔり
૊Έが஗れていることは൱Ίない。ܧ続してऔり
૊Ή必要があり、その中でࠓの४会һということ
もݕ౼に加えていきたいʯとճ౴された。

　医療%9に関連する࣭問が 3題行われた。
　ʮ現在の݈߁保ূݥをϚイφンόーカード݈߁
保ূݥに移行して行く্で、そのརศ性、ޮ཰性
をࠃຽに説明していくٛ຿が੓෎にはある。σδ
タル化のਪਐは医療分野でも必ਢであるが、ࠃを
挙げてのऔり૊Έであれば、%9のಋ入ٴͼӡ༻
に関し、現৔へのܧ続的な支援とे分なิঈが必
要であるʯとの࣭問に対し、ʮh これまでのༀࡎ෰
༻ྺ౳をਖ਼֬かつ໢ཏ的に医ࢣ౳に説明する手ؒ
をলきつつ、աڈの݈߁ɾ医療σータに基づいた
より適切な医療をडけることができるʱことが患
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者にとって࠷大のϝϦットであり、医療機関側の
ϝϦットでもある。Ϛイφ保ূݥにしたことで現
৔のෛ୲が増えてしまわないよう、保ݥ者異ಈ時
のࢿ格৘ใొ࿥のタイムラάղফや、ࠃຽへの
カードϦーμー࢖༻方法のप஌పఈ、システム障
害やࡂ害発生時のӡ༻体੍の੔備などを、ࠃにڧ
くٻΊていくʯとճ౴された。また、ʮిࢠॲ方
ᝦにݶらず、医療%9をࡦࠃとしてਪਐするので
あれば、現৔のシステムಋ入やҡ持、それに伴い
必要となるηΩϡϦテΟ対ࡦにかかるඅ༻は、本
来、ࠃが全ֹෛ୲す΂きと主ுしている。日本医
する意向をදྗڠ会として、医療%9のਪਐにࢣ
明しているが、一方で、その౎౓ಋ入අがかかり、
ҡ持අが増えるようでは決してීٴしないという
ことも併ͤて主ுしているʯと説明された。
　また、ʮサイόーηΩϡϦテΟを୲当する人ࡐ
֬保やඅ༻ෛ୲は医療機関にとって大きな問題で
ある。サイόーܸ߈から医療機関をकるたΊ、੓
෎は࠷大ݶの対ࡦとे分なࡒ੓的支援をૣٸに行
う΂きʯとの࣭問に対しては、ʮ現状では、医療
機関がサイόーηΩϡϦテΟ対ࡦを行うたΊに
は、஌ࣝ、人ݯࡒ、ࡐが不଍しているので、ࠃか
らのࡒ੓支援は必要不可ܽである。日本医ࢣ会は、
本年݄̎にް生労ಇ大ਉに提出したిࢠॲ方ᝦิ
ॿۚに関する要๬ॻにおいても、医療%9ਪਐの
たΊには、同時に必要となるηΩϡϦテΟ対ࡦに
かかるඅ༻も、ࠃが全ֹෛ୲す΂きであると主ு
したʯとճ౴された。
　関連࣭問として、ʮ医療 %9、サイόーηΩϡ
ϦテΟ対ࡦは、医療機関には९कあるいは体੍
੔備という੹຿が՝ͤられているが、実施するに
はۀ者に入っていたͩく必要があり、ۀ者にも体
੍੔備やその੹຿をෛわͤていたͩきたいʯとい
う意ݟがあり、ʮ医療%9をਐΊるにあたっては、
してਐΊることになっていྗڠ界も一体的にۀ
る。日本医ࢣ会としても、ۀ界がしっかりと関わ
るようにٻΊていくʯとճ౴された。

に関する࣭問も行われڅ発医ༀ඼の安定供ޙ　
た。
　ʮこのままༀՁҾきԼげを続ける状گԼで安定
供څを੡ༀۀاにす΂てҕͶるのは困難と思わ

れ、ࠃが主ಋするܗでの供څ体੍が必要となるʯ
との意ݟに対し、ʮ現在、඼࣭؅ཧٴͼ安定供څ
に向けたऔり૊ΈがਐΊられているが、その内༰
や法ྩ९कの意ࣝは、ۀاによりࠩが大きく、଍
ฒΈをἧえた供څվળにはࢸっておらず、Ψό
φンスڧ化に関してはࠃのڧいࢦಋが必要であ
る。日本医ࢣ会としては、安定供څ問題はޙ発඼
界全体ۀ、もؚΊたۀاけでなく、先発඼ͩۀا
の問題とೝࣝしており、医ༀ඼の安定供څの֬保
が実現するようٴࠃͼ੡ༀஂ体に対してಇきかけ
をڧΊていくʯとճ౴された。
　ʮޙ発医ༀ඼の࢖༻をਐΊてきた݈保連などの
支෷側やࡒ຿লはࠓの状گについて何か言い༁を
しているかʯとの関連࣭問に対し、ʮࠓまで �0�
というޙ発඼࢖༻ׂ合の数஋目ඪͩけで、それ
に関する৴པ性や安全性に関する഑ྀがܽけてい
た。それをもってޙ発医ༀ඼の供څをしてきたࠃ
の੹຿は大きい。医ༀ඼の産ۀৼڵ՝にٞ߅して
いる。ް労লはh の੹೚であるࠃ とɦ言い切った。
日本医ࢣ会が主ுすることでࠃがೝࣝを৽たにし
ている。なお、ࡒ຿লなどはϊーίϝントであるʯ
とճ౴された。
については、hࡉৄ˞ 日医χϡースʱୈ 14��
߸をࢀরئいたい。

（߲ࣄࠂใ）ࣄٞ
ใࠂୈ 1߸ɹྩ࿨ �೥౓ݝޱࢁ医ࢣձܭۀࣄը
ͷ݅

தଜ෭会௕　ྩ࿨ 5年౓ࢁ口ݝ医ࢣ会ܭۀࣄը
についてใࠂする。
　$07*%�19 は、5݄ �日より �ྨ相当から 5ྨ
相当への移行がなされる。قઅ性のインフルΤン
βとほ΅同౳のகࢮ཰となったが、Ҿき続き࣏療
は必要である。ݝ医ࢣ会としてもن໛をॖ小しな
がら対応していく。
　医ࢣの高齢化が全ࠃ 1Ґとなっている状گվ
ળのたΊ、ए手医ࢣがݝ内でಇきやすくなるڥ؀
੔備に౒Ί、ઐ߈医ɾྟচݚम医のݝ内定ணをਐ
Ίる。日本医ࢣ会がଔޙ 5年までの医ࢣ会අを
໔আとしたが、ݝ医ࢣ会ɾࢢ܊医ࢣ会も同༷とし、
ઐ߈医ɾݚम医に医ࢣ会に入るϝϦットをૌえ、
医ࢣ会૊৫のڧ化をਤる。
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　医ۀঝۀࣄܧをさらに前ਐさͤる。
　かかりつけ医機能を有する医ࢣを増やすたΊの
。続するܧをۀࣄ
化し、医療ڧ支援をڀݚ口大学医学部などのࢁ　
のਐาにد༩する。
　がん教育、ېԎ教育、性教育などをਐΊていく。
　฼ࢠ保݈対ࡦなどを通͡て少ࢠ化対ࡦにد༩
し、ϫクνン઀छなど予๷保݈ۀࣄをਪਐする。
　+."5 やま͙ちのݚमと૷備౳のॆ実をਐΊ
る。
　医ࢣ会ཱ؃護学ߍの支援を行う。
　これらのۀࣄをࢢ܊医ࢣ会ɾ日本医ࢣ会と連携
してਪਐする。

ੜ֔ڭҭ
　ϓロフΣッシϣφルΦートϊϛーのཧ೦に基
づき、医ࢣの自己ݚᮎをଅਐするたΊに生涯教育
੍౓を活༻し、ݚम会౳を։࠵する。生涯ݚमη
ϛφーを年 4ճ։࠵し、ઐ໳医のೝ定ɾߋ৽に
必要なڞ通ߨ習の୯Ґをऔ得できるように支援す
る。また、�݄にはۈ຿医部会のྗڠを得た生涯
体験ۀの৬ࢣする。さらに医࠵मηϛφーを։ݚ
す人の支ࢦを目ࢣし、中高生やক来医࠵を։ۀࣄ
援を行う。ࢁ口ݝ医学会ࢽを例年通り発行する。
会һの医学ɾ医療に関するڀݚを支援するたΊに、
年౓より։ࠓॿ成੍ۚ౓をڀݚ会医学ࢣ医ݝ口ࢁ
࢝する。

医療ɾհޢอݥ
　ྩ࿨ 4年౓の診療ใुվ定཰は、全体でϚイ
φスであったが、医科はϓラス 0���� となった。
たͩし、ϓラスの内༁には؃護のॲ۰վળのたΊ
適༻のたΊの特例的な対応でݥͼ不妊࣏療の保ٴ
あり、ϦフΟルॲ方ᝦの活༻ଅਐ、小児のײછ๷
。ાஔがϚイφスとなったࢉに係る加ࡦ対ࢭ
　診療ใु੍౓については、Φンライン診療の߃
଎ٸ、格֬ೝのٛ຿化౳ࢿ的ಋ入やΦンラインٱ
にਐんでおり、これらの医療%9に向けての対ࡦ
が必要である。
　また、ϦフΟルॲ方の保ݥಋ入については、現
時点ではަ෇ׂ合が௿いが、中医ڠの実施状گ
ௐࠪの݁Ռにも஫目する必要がある。中ࠃ四ࠃϒ

ロックの医療保ݥに関するٞڠ会や診療ใुվ定
に伴う説明会の։࠵などを通͡て、վ定に関する
৘ใऩूや意ݟ提出を行い、会һに不རӹが生͡
ないように対応することが重要である。
౓վਖ਼が実施され、஍Ҭแ੍ݥ年౓はհ護保ࠓ　
ׅケアシステムのさらなるਐ化ɾਪਐやհ護人ࡐ
の֬保౳が目ඪとされている。੍౓վਖ਼のझࢫや
հ護ใु౳の医療機関に係わる点については޿く
会һへのप஌をਤる予定である。հ護保ݥར༻者
に必要なサーϏスが安定的ɾܧ続的に提供される
体੍੔備について、ࠃや日本医ࢣ会からの৘ใに
஫視する必要がある。
内のݝ　 �5歳以্の࿝年人口のׂ合は 35�0� と
増加しており、հ護実態を೺ѲするたΊに、ੵۃ
的に৘ใऩूと分ੳに౒Ί、ॊೈに対応ࡦをݕ౼
していく。
　在୐医療ٴͼ஍Ҭケア会ٞに関しては多৬छ連
携が必ਢであり、関連ஂ体との連携をڧ化してい
く。
　ೝ஌症対ࡦについては、ΦϨンδドクター੍౓
を活༻して、かかりつけ医とೝ஌症疾患医療ηン
ターとの連携をڧ化し、ݝຽの期଴に応えられる
੍౓となるようऔり૊んでいく。
　հ護保ݥに関連するݚम会౳は、8FC 併༻も
ؚΊて։࠵する。
　労ࡂ保ݥはඃࡂ労ಇ者に対するิঈであり、医
療保ݥとは異なる性格をもつ。労ࡂ保ݥ法も適ٓ
վਖ਼されてはいるが、݈߁保ݥに४ڌしたܗでӡ
༻されており、不備がݟられる。高齢社会の到来
により、現行੍౓のӡ༻্の不備や問題点をरい
্げ、੍౓վਖ਼に日医とともにऔり૊Ή必要があ
る。
　労ࡂ診療の৹ࠪは、Ҿき続き労ࡂ保ݥ診療ҕһ
に対応していたͩく予定であり、ݸผの問題に対
しては、労ࡂɾ自ഛ੹医療ҕһ会やࢢ܊労ࡂɾ自
ഛ੹保ݥ୲当ཧٞڠࣄ会で対応していく。ࢁ口労
ಇہとも連携し、労ࡂ保ݥ診療に関するཧղをਂ
ΊるたΊに、ݚम会を։࠵する。
　自ഛ੹医療の適ਖ਼化をਤるたΊ、ࢁ口ݝ医ࢣ会
労ࡂɾ自ഛ੹医療ҕһ会を։࠵し、トラϒルのࣄ
例数の減少に౒Ίている。しかし、ଛ保会社によ
る݈保࢖༻要ٻや支෷஗Ԇ౳のใࠂは一定数ある
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たΊ、ࢁ口ݝ自ಈं保ݥ医療連བྷٞڠ会を։࠵し、
トラϒルࣄ例についてٞڠし、ԁ׈なղ決を目ࢦ
す。また、中ࠃ四ࠃ医ࢣ会連合૯会においても、
会にٞڠ医療連བྷݥ有し、自ಈं保ڞと৘ใݝ֤
ະࢀ入のଛ保会社についてもٞڠを行っていく。

஍Ҭ医療
　�0�3 年には、౎ಓ෎ݝがୈ �࣍医療ܭըをࡦ
定し࢝Ίる。ܭըには、5疾病と、৽たに৽ײڵ
છ症をؚΊた 。ͼ在୐医療がؚまれるٴۀࣄ�
　஍Ҭ医療構想は、�0�5 年の医療提供体੍੔備
を目ඪにਐΊられ、֤構想۠Ҭ全体の医療ध要౳
を考ྀしたݕ౼がਐΉ。ௐ੔会ٞでは、ୈ �࣍
医療ܭըࡦ定と併ͤ、�040 年の医療धڅをݟਾ
えたٞڠも࢝まる。
　医֬ࢣ保ࡦが実行されても、現৔の不଍ײはґ
વڧく、医ࢣのಇき方վֵがਐΊられる中で、時
ؒ外救ٸ医療へのӨڹがݒ೦される。時ؒ外ೋ࣍
救ٸ医療を୲う医ࢣの就労ܧ続を支援するよう、
Ҿき続きݝにಇきかける。
　医ࢣ不଍がਂࠁ化し、஍Ҭによっては救ٸ医療
体੍のू໿化がݕ౼される中、一࣍救ٸ医療現گ
ௐࠪや医ࢣのಇき方վֵ、小児救ٸ医療支援ۀࣄ
などさま͟まな対ࡦが行われている。ࡂ害医療体
੍も੔備され、࡯ܯ医の活ಈ支援や多数ࢮ体発生
時のݕ視ɾݕҊ合同܇࿅にࢀ加し、対応४備を行
う。
　஍Ҭแׅケアシステムの実現には、医療関係者
とともに、ࢢொ行੓やհ護関係者とのٞڠが必要
である。ίロφ対応を経験し、在୐医療実施機関
のॆ実やհ護ɾ෱ࢱɾ行੓機関との連携がૣ期に
対応する՝題と分かった。ࠓ年౓も֤஍Ҭのऔ૊
ऩूɾ৘ใ提供を行い、ࢢ܊医ࢣ会のऔり૊Έを
支援していく。また、৽たにかかりつけ医やՈ଒
による "$1 の相ஊจ化をਪਐし、本人のر๬に
基づく医療やケアを提供するたΊに "$1 のීٴ
。発に౒Ίるܒ
　有চ診療ॴは経Ӧがݫしくなり、全ࠃの施設は
大෯に減少しているが、਎ۙでさま͟まな໾ׂを
Ռたすことができる施設である。有চ診療ॴ部会
を中৺に全ࠃ有চ診療ॴ連བྷٞڠ会と連携し、有
চ診療ॴがかかりつけ医機能をे分に発شし、஍

Ҭ医療を୲えるように支援していく。

஍Ҭอ݈
　୯ಠ世ଳやڞಇき世ଳの増加などで、生活スタ
イルも変化するとともに、ڥ؀も変化している。
஍Ҭ保݈では、妊産්ɾೕ༮児保݈、学ߍ保݈、
成人ɾ高齢者保݈、産ۀ保݈の 4部໳について
増ਐ、疾病予߁݈。続して実施しているܧをۀࣄ
๷から医療へޮ཰のよい連携を構築していかなけ
ればならない。ྩ࿨ 4年 3݄に 3年以্の݈߁
ण命のԆ৳と॥ث؀病の年齢ࢮ๢཰の減少を目ࢦ
すʮࢁ口ݝ೴ଔ中ɾ৺ଁ病そのଞの॥ث؀病対ࡦ
ਪਐܭըʯがࡦ定され、そのଞにもऔり૊Έがਐ
Ίられている。ݝ医ࢣ会においても、行੓との連
携をີにしてそれͧれのޮۀࣄՌが一૚高まるよ
うにੵۃ的に関༩し、ॅຽが݈やかな生活をӦΉ
ことができるよう疾病発生の予๷に౒Ίていく。
　本ݝでは、޿Ҭ化して定期予๷઀छを実施して
いる。定期઀छ化されていないϫクνンの定期઀
छ化やແྉ化、Ωϟッνアッϓ઀छのたΊの৘ใ
提供や経ࡁ的ิॿにऔり૊んでいく。さらに、৽
ίロφウイルスのϫクνン઀छについても医療ܕ
関係ஂ体と連携してԁ׈な઀छ体੍の構築にऔり
૊Ήとともに、妊産 ɾ්ೕ༮児݈診ۀࣄにおいて、
産前ɾ産ޙサϙートۀࣄ、৽生児ௌ֮スクϦー
χンάࠪݕのެඅิॿ、妊්への༿ࢎ഑෇੍౓の
૑設、ೕ児݈診へのॿ成౳を要๬し、ࢠどものٮ
଴やい͡Ίに関するݚम会の։࠵や、฼ࢠ保݈ҕ
һ会において、多৬छ連携ڧ化にऔり૊Ή。
　少ࢠ高齢化や৘ใ化社会、৽ܕίロφウイルス
保݈に՝題が生͡ておߍછ症のྲྀ行により、学ײ
り、学ߍ医の໾ׂがますます重要になっている。
学ߍ医部会を中৺とした学ߍ医ݚम会や学ߍ医活
ಈه࿥手ாの活༻、஍Ҭの学ߍ保݈୲当者と৘ใ
保݈の向্ɾਪਐをਤるߍ有などを通͡て、学ڞ
とともに、学ߍ৺ଁݕ診システムのݕ౼や精౓向
্にも౒Ίる。また、ݚम会ٴͼ小児生活習慣病
予๷対ࡦへのॿ成を行う。
ण命のԆ৳のたΊ、特定݈診߁݈、ではݝ口ࢁ　
やがんݕ診のड診཰向্が重要であり、ݝ医ࢣ会
として、関係者とྗڠして、՝題౳のڞ有ٴͼ対
応ࡦ౳のݕ౼を行っている。また、݈߁教育テΩ



ྩ࿨ 5年 �݄ 会ใࢣ医ݝ口ࢁ ୈ1954 ߸

3�5

ストの࡞成やېԎਪਐҕһ会の活ಈなども行って
おり、౶೘病対ࡦにもੵۃ的にऔり૊んでいる。
৽ܕίロφウイルスײછ症への対応についても、
৘ใ提供ɾࣄ前४備をप到に行うとともに、ࠃɾ
にਝ଎ɾ的֬な医療体੍の構築ڞொ行੓とࢢɾݝ
をਤる。また、ಈ෺༝来ײછ症の発生ಈ向も஫視
し、行੓とີな連携をऔりながら不ଌのࣄ態に備
える。
　定期݈߁診அにおいて、労ಇ者の্݈߁何らか
の問題や疾病を๊えるׂ合が্ঢしており、高齢
化がਐΉ中で、࣏療をडけながらࣄ࢓を続ける労
ಇ者が増加していることから、ۀࣄ৔における࣏
療と৬ۀ生活のཱ྆支援体੍ڧ化が必要とされて
いる。産ۀ医の関༩が重要であり、ࢁ口労ಇہ、
医会ۀ産ݝ口ࢁ、保݈૯合支援ηンターۀ口産ࢁ
と連携して、産ۀ医活ಈのॆ実や࣏療とࣄ࢓の྆
ཱ支援をਪਐするݚमを実施する。また、ίロφ
ՒのӨڹによりडߨ機会が減っている実຿ߨ習を
は͡Ίとする実஍ݚमについても、会һがडߨし
やすいڥ؀に౒Ίる。

ใɾ৘ใ޿
ใの྆方が重޿ใと対外޿会は対内ࢣ医ݝ口ࢁ　
要であるとೝࣝしている。会һに対しては医ࢣ会
ใやٸۓ৘ใ '"9 ૹ৴で֬実に提供し、ݝຽに
対してはϗームϖーδ্で医ࢣ会ใをެ։し、ݝ
ຽެ։࠲ߨやใಓ機関との࠙ஊ会を通͡て、݈߁
意ࣝのܒ発や有ӹな৘ใを発৴していく。さら
に、ʮϙケットテΟッシϡʯٴͼʮクϦアファイルʯ
を഑෇し、Ֆคඈࢄ予ଌのたΊの "* ϓロάラム
のڀݚも行っている。
　医ࢣ会の৘ใ部໳として、ిࢠ化やサイόー߈
ܸの対応ݚम会を։࠵する一方、ϝールϚΨδン
も৽たに発行していく。

医ࣄ๏੍
　ૌুをؚΊて医療ฆ૪は、多ֹのඅ༻と時ؒを
අやすͩけでなく、精ਆ的なෛ୲も大きい。医療
機関は患者に対してࡉ৺の஫意を෷い、े分な説
明を行い、合ཧ的൑அに基づく医療を提供するこ
とが重要である。ສが一、医療ނࣄがىこった৔
合には、ૣ期ղ決をਤるたΊに、医ࣄҊ݅ௐࠪઐ

໳ҕһ会、ސ問ห護࢜、ࢢ܊医ࢣ会、そして会һ
が一体となり対応する。日本医ࢣ会医ࢣഛঈ੹೚
保੍ݥ౓の活༻、また、予期ͤ͵ࢮ๢での医療ࣄ
ࢣ例については、医ࣄௐ੍ࠪ౓の対象となったނ
会は支援 13ஂ体の中֩として、֤ ஂ体と連携し、
院内ނࣄௐࠪの支援にあたる。医ࣄฆ૪関係とし
て、ࢠ࡭ʮ医療ނࣄをىこさないたΊにʢୈ 5൛ʣʯ
を੡࡞予定である。ฆ૪ॲཧ対ࡦとして、フルカ
όーิঈ体੍を目ࢦし、日医医ഛ੹保ݥに 100
ສԁ໔੹部分をิঈする保ݥと、施設ഛঈ保ݥを
合わͤてのܖ໿をଅਐしていく予定である。

ࢣ຿医ɾঁੑ医ۈ
　医ࢣの労ಇ時ؒ୹ॖや݈֬߁保は重要な՝題で
あり、医ࢣのಇき方վֵは必ਢのものである。৽
医ྟࢣচݚम੍౓や৽ઐ໳医੍౓により、特にए
手医ࢣが不଍することでա重労ಇや医ࢣの஍Ҭภ
在がݦ在化し、஍Ҭ医療は่յしかけている。஍
Ҭの特性に応͡た஍Ҭแׅケアシステムの構築が
必要であり、ۈ຿医にも重要な໾ׂが՝ͤられて
いる。医ࢣ不଍による医療่յを৯いࢭΊ、஍Ҭ
医療を֬保するたΊにۈ຿医対ࡦとしてのऔり૊
Έとして、医ࣄࢣ຿ิۀ࡞ॿ者のಋ入や医学生へ
のܒ発ۀࣄを実施している。また、৽たなઐ໳医
੍౓についてもྟচݚमのԁ׈なਪਐٴͼݚम医
のݝ内定ணに関するۀࣄも行われている。また、
内定ணをݝのࢣ医ۀ年౓から自࣏医科大学ଔࠓ
的にਤるたΊのऔり૊Έを実施する予定であۃੵ
る。
　ঁ性医ࢣのׂ合は増えているが、妊娠や出産に
より৬を཭れる人が多く、いわΏる.ࣈカーϒ
の傾向がある。ޙࠓもঁ性医ࢣは増加するたΊ、
育児支援やಇき方の多༷性のサϙートが必要であ
るとともに、ए手医ࢣの医ࢣ会活ಈへのࢀ加をଅ
す必要がある。また、ঁࢠ医学生に対して意ࣝৢ
成を行い、உࢠ医学生をؚΊてੵۃ的に活ಈを఻
えていく。உঁڞ同ࢀըに向けたۀࣄの実施を支
援する。உঁڞ同ࢀը部会では育児ʢࢠ育てʣ支
援、ۈ຿医ڥ؀問題、ঁࢠ医学生ΩϟϦアɾσβ
イン支援、஍Ҭ連携、޿ใ、հ護支援の �つのϫー
Ωンάάルーϓで活ಈを続ける。
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医ۀ
　ίロφのӨڹの有ແにかかわらず、ݝຽにྑ࣭
な医療を提供するऔり૊Έを行う。۩体的には、
医ۀ経Ӧの৘ใ提供、医ܧۀঝۀࣄ、医ࢣ会ཱ؃
護৬һཆ成ॴの支援、労຿؅ཧの重要性やಇき方
վֵ౳にऔり૊Ή。また、ݝが設ஔした、ࢁ口ݝ
医療ۈ຿ڥ؀վળ支援ηンターと連携して、֤医
療機関の৬৔ڥ؀੔備にऔり૊んでいく。特にࢁ
口ݝのҕୗۀࣄである医ܧۀঝۀࣄは、医療機関
をৡ౉する側とৡりडける側がར༻しやすく、ৡ
౉による医療体੍の途切れを๷͙ことを目的に、
ॊೈにڥ؀の変化に対応できるシステムの構築と
ӡӦを行う。

߸については本ࡉৄ˞ 3�0 ʙ 3�5 ทࢀর

ใࠂୈ �߸ɹྩ࿨ �೥౓ݝޱࢁ医ࢣձ༧ࢉͷ݅
౻Ҫཧࣄ　ྩ࿨ 5年౓ࢁ口ݝ医ࢣ会予ࢉについ
て説明する。
　ऩ入の部において、当期ऩ入の૯ֹは 1� ԯ
3
1�3 ສ 1 ઍԁ。支出の部において支出の૯ֹ
は、1�ԯ 3
04� ສ 5ઍԁとなり、当期ऩ支ֹࠩ
は ��ສ �ઍԁとなった。予ࢉ説明ॻによってそ
の内༰を説明する。

ऩೖの෦
　大科目ᶗの会අٴͼ入会ۚऩ入は �ԯ 5
104
ສ 1 ઍԁをࠐݟんでおり、前年౓に対して 5�4
ສ �ઍԁの減となっている。これは、会අऩ入、
入会ۚऩ入ともに、前年౓までのೲ入実੷౳をצ
Ҋして減ֹのࠐݟを্ܭしている。
　大科目ᶘのิॿۚ౳ऩ入については�ԯ �
�00
ສ � ઍԁで前年౓より、3ԯ 3
�3� ສ 9 ઍԁの
増をࠐݟんでいる。その主な内༁は、ҕୗඅऩ入
が、前年౓にൺ΂て 3ԯ 3
��4 ສ � ઍԁの増ֹ
となっている。これは、৽ܕίロφウイルスײછ
症自୐療ཆ者݈֬߁ೝ౳ۀ຿のݝからのҕୗඅに
ついて、�ԯ �
1�9 ສ � ઍԁを্ܭしたことに
よるものである。
　大科目ᶙのࡶऩ入は 3
40� ສ � ઍԁで、ほ΅
前年౓と同ֹをࠐݟんでいる。
　大科目ᶚの特定༬ۚऔ่ऩ入は �
410 ສ � ઍ

ԁとなっている。ࠓ年౓は、໾һୀ৬Ҿ当༬ۚの
औ่しऩ入を্ܭしていない。
　以্の݁Ռ、当期ऩ入合ܭは 1� ԯ 3
1�3 ສ
1 ઍԁとなっている。ࡢ年౓予ࢉとൺ΂て �ԯ
�
51� ສ 4ઍԁの増ֹͩが、これはݝからの৽ܕ
ίロφウイルスײછ症に係るҕୗྉऩ入の増ֹ分
3ԯ 3
��� ສԁが大きくӨڹしている。

ग़の෦ࢧ
　大科目ᶗの実施ۀࣄඅは、9ԯ 3
�54 ສԁ、対
前年ൺ 3ԯ �19 ສ 3ઍԁの増ֹとなっている。
　その内༁は、1�生涯教育は、1
�93 ສ 3 ઍԁ。
前年౓ൺ 1�0��ˋで、৽نに医学ڀݚॿ成ۚをܭ
্している。
　��医療ɾհ護保ݥは 1
��0 ສ 5 ઍԁ。前年౓
ൺ 9���ˋを্ܭしている。
　3� ஍Ҭ医療は 1
9�4 ສ � ઍԁ。前年౓ൺ
9��5ˋとほ΅同ֹを্ܭしている。
　4�஍Ҭ保݈は � ԯ 5�0 ສ � ઍԁ。前年౓ൺ
1�1�3ˋを্ܭしている。大෯な増ֹとなった主
なཧ༝は、成人ɾ高齢者保݈のײછ症対ࡦॾඅで、
৽ܕίロφウイルスײછ症自୐療ཆ者݈֬߁ೝ౳
຿ҕୗۀ �ԯ �
1�9 ສ � ઍԁを্ܭしたことに
よるものである。
�44
ใɾ৘ใは、1޿�5　 ສ � ઍԁ。前年౓ൺ
99��ˋを্ܭしている。
　�� 医 ࣄ 法 ੍ は �3� ສ � ઍ ԁ。 前 年 ౓ ൺ
109��ˋで、ࢠ࡭ʮ医療ނࣄをىこさないたΊにʯ
のୈ 5൛を࡞成予定である。
9�0
は、3ࢣ຿医ɾঁ性医ۈ��　 ສ 3ઍԁ。前年
౓ൺ 104�1ˋとほ΅同ֹを্ܭしている。自࣏医
科大学ଔۀ医ݝࢣ内定ணଅਐۀࣄを৽設してい
る。
　��医ۀは 1
�93 ສ �ઍԁ。前年౓ൺ 3�ˋをܭ
্している。減ֹの主なཧ༝は、医ۀ経Ӧ対ࡦで、
ίロφՒのٳ診౳支援をやΊたことによるもので
ある。
　大科目ᶘのそのଞۀࣄではࢁ口ݝ医ࢣ会労ಇ保
して্ܭの経අとしてۀࣄをऩӹۀࣄ຿૊合ࣄݥ
いる。また、ஂ体扱い生命保ٴݥͼάルーϓ保ݥ
にかかる経අも্ܭしている。
　大科目ᶙの法人ۀࣄは、�ԯ 5
915 ສ � ઍԁ。
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収入の部 支出の部         (単位:千円)

科　　　　　目 科　　　　　目

 Ⅰ　会費及び入会金収入 251,041  Ⅰ　実施事業 937,540

　 １　会費収入 239,041    １　生涯教育 16,933

　 ２　入会金収入 12,000    ２　医療・介護保険 12,805

 Ⅱ　補 助 金 等 収 入　 872,006    ３　地域医療 19,247

　 １　補助金収入 35,750    ４　地域保健 805,606

　 ２　委託費収入 830,856 　 ５　広報・情報 18,442

　 ３　負担金収入 5,000    ６　医事法制 6,367

　 ４　寄付金収入 400    ７　勤務医・女性医師 39,203

 Ⅲ　雑　　収　　入 34,082    ８　医　業 18,937

　 １　雑　収　入 34,082  Ⅱ　その他事業 418

 Ⅳ　特定預金取崩収入 74,102    １　収　益 418

　 １ 役員退職金引当預金取崩収入 0  Ⅲ　法人事業 259,157

　 ２ 職員退職給与引当預金取崩収入 501    １　組　織 37,732

　 ３ 財政調整積立金取崩収入 64,000    ２　管　理 221,425

　 ４ 会館運営協力金預金取崩収入 9,600      (1)  報　酬 15,130

   ５ 会館改修積立預金取崩収入 1 　　 (2)　給料手当 100,070

     (3)  福利厚生費 20,734

　   (4)　旅費交通費 16,000

　　 (5)　会議費 3,000

　 　(6)　需用費 19,000

　　 (7)　備品購入費 12,200

　   (8)  会館管理費 17,691

　   (9)　渉外費 3,000

　  (10)　公課並びに負担金 14,000

　  (11)　雑　費 600

 Ⅳ　借入金返済支出 9,600

   １　会館運営協力金返済支出 9,600

 Ⅴ　特定預金支出 23,750

   １  役員退職金引当預金支出 16,600

   ２　職員退職給与引当預金支出 7,150

   ３　財政調整積立預金支出 0

   ４　会館改修積立預金支出 0

当 期 収 入 合 計 （A) 1,231,231 当 期 支 出 合 計　（C) 1,230,465

前 期 繰 越 収 支 差 額 802,073 当 期 収 支 差 額　    （A)－（C) 766

収　入　合　計　（B) 2,033,304 次期繰越収支差額　（B)-（C) 802,839

令和５年度　山 口 県 医 師 会 予 算

( 令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで )

予　算　額 予　算　額
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前年౓ൺ 91��� を্ܭしている。減ֹの主なཧ
༝は、؅ཧඅのใुのうち、໾һୀ৬ۚを্ܭし
ていないことなどによるものである。
　大科目ᶚのआ入ۚฦࡁ支出は、会ؗӡӦۚྗڠ
ฦࡁ支出として、9�0 ສԁを্ܭしている。本
年 4݄ 1日で �0歳をܴえられたୈ一߸会һฒͼ
にୀ会会һに対して、ڌ出ۚをฦࡁするものであ
る。
　大科目ᶛの特定༬ۚ支出は、�
3�5 ສԁを্ܭ
している。これは、໾һୀ৬ۚҾ当ɾ৬һୀ৬څ
༩Ҿ当のたΊの༬ۚ支出である。
　以্の݁Ռ、当期支出合ܭは 1�ԯ 3
04� ສ 5
ઍԁ。前年౓にൺ΂ �ԯ �
451 ສ � ઍԁの増と
なっているが、これは、主に৽ܕίロφウイルス
のҕୗۀࣄ຿ҕୗۀೝ౳֬߁છ症自୐療ཆ者݈ײ
අ増ֹによるものである。
　以্で予ࢉ関連ٞҊの説明を終わる。

ดձѫࡰ
Ճ౻会௕　օ༷、৻重な͝৹ٞをいたͩきまして
ありがとう͟͝います。ྩ࿨ 5年౓もやれるこ
とはੵۃ的にやっていきたいと思っているので、
代ٞһの先生方の͝支援をよろしくおئいした
い。本日はありがとう͟͝いました。

޿ 報 ҕ һɹ٢ ઒ ޭ 一

　ྩ࿨ 5年 4݄ �0日、ࢁ口ݝ૯合保݈会ؗの多
目的ϗールにて։࠵されたୈ 193 ճࢁ口ݝ医ࢣ
会ྟ時代ٞһ会を๣ௌした。ちΐうど 3年前の
ྩ࿨ �年 5݄に๣ௌしたときはίロφՒでઓ々
で全代ٞһޙ態એ言がղআされた௚ࣄٸۓ、々ڪ
のうち൒数以্はॻ໘にてٞ決ݖを行࢖すると
いうաڈにないܗでの։࠵であった思い出があ
るが、ࠓճは৽ܕίロφウイルスもようやくୈ 5
ྨに移行するݟ通しとなり、全代ٞһࢀ加の通常
である。たͩし、まͩϚスクண༻཰࠵での։ࣜܗ
は高く 100�のようである。

会会௕就೚10か݄となった加౻ஐӫ�会ࢣ医ݝ　
௕のѫࡰで会は࢝まった。この 3年ؒ໠Җを;
るった৽ܕίロφウイルスײછ症もようやく 5
ྨ移行ࠐݟΈとなり、これまで�1݅のར༻があっ
たݝ医ࢣ会ಠ自のʮࢁ口ݝ医ࢣ会ۀٳ一時੍ۚ

౓ʯもྩ࿨ 4年౓຤でۀࣄ終了となるが、ײછ
೩にはҾき続き஫意が必要であること、ए手医࠶
ۀ会入会のଅਐ、医ࢣ成支援、医ܗのΩϟϦアࢣ
ঝܧに関する支援などのݝ医ࢣ会の重点的なऔ
り૊Έにつきड़΂られた。

　続いて໼野஧生�ٞ௕のԼ、代ٞһ定数 �0໊の
うち出੮代ٞһ 45໊と定଍数がຬたされている
ことが֬ೝされたのち、ٞࣄに移った。

　まず、会຿ใࠂとしてԭ中๕඙�෭会௕より、
ୈ 153 ճ日本医ࢣ会ྟ時代ٞһ会のใࠂがなさ
れた。࢝Ίにদ本٢࿠�日本医ࢣ会会௕ѫࡰのൈ
ਮが఻えられた。トルίɾシϦア大஍਒にࡍして
".%"をհして支援を行ったが、会һより �
000
ສԁを௒えるد෇があったことへのँײに࢝ま
り、৽たな৘ใ発৴πールʮ日本医ࢣ会の方਑ʯ
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について、かかりつけ医、෺Ձ高ಅ、トϦϓルվ
定、৽ܕίロφウイルスײછ症などへの対応、医
についײのಇき方վֵなどに対する会௕のॴࢣ
てใࠂされた。
　続いて、かかりつけ医੍౓、医療%9ਪਐ、医
問題などに対څ発医ༀ඼安定供ޙ、化ڧ会૊৫ࢣ
する࣭ٙ応౴についてৄしくใࠂされた。

　࣍にٞࣄ、ใ߲ࣄࠂに移った。
　ใࠂୈ 1߸として、中ଜ　༸�෭会௕よりྩ࿨
5年౓ࢁ口ݝ医ࢣ会ܭۀࣄըについてのใࠂが行
われた。
　ϫクνンのޮՌもあって৽ܕίロφウイルス
のகࢮ཰もقઅ性インフルΤンβと同౳となり、
છ症法のऔり扱いもײ 5ྨへ移行されるが、ݝ
医ࢣ会としても必要なίロφ対ࡦはن໛をॖ小
しながらもܧ続していくこと、ࢁ口ݝの医ࢣの高
齢化ʢฏۉ年齢 53�3 歳ɿྩ࿨ �年、全ࠃୈ一Ґʣ
問題の原Ҽはए手医ࢣ不଍によるものであり、ݝ
内定ணを目ࢦしたڥ؀੔備などの対応ࡦ、஍Ҭ医
療をकるたΊの医ۀঝۀࣄܧへのऔり૊Έなど
の重点߲ࣄがまずड़΂られた。
　続いてݝ医ࢣ会ܭۀࣄըの �本の柱ʢ1� 生涯
教育、�� 医療ɾհ護保3、ݥ� ஍Ҭ医療、4� ஍Ҭ
保݈、5� ��、ใɾ৘ใ޿ 医ࣄ法੍、�� ຿医ɾۈ
ঁ性医ࢣ、�� 医ۀʣについてそれͧれࡉかく説
明がなされた。ৄࡉはใࣄهࠂをࢀরいたͩきた
いが、ݸ人的にҹ象に࢒ったࣄฑとしては、ࢁ口

౎とൺژもएい౦࠷。高齢化問題であるࢣの医ݝ
΂ると �年ࠩである。私もかなり歳をとり、く
たͼれてきたように思っていたが、それでもまͩ
ฏۉ年齢以Լである。まͩંりฦしにも到達して
おらず当分ؤுらͶばならないのかɾɾɾए手育
成の重要性をվΊて実ײし、ݝ医ࢣ会のऔり૊Έ
についてඍྗながらͤྗڠͶばと͡ײた。

　Ҿき続き、ใࠂୈ �߸として、౻ҪҮӳ�ཧࣄ
よりྩ࿨ 5年౓ࢁ口ݝ医ࢣ会予ࢉについてのใ
ܭが行われた。当期ऩ入合ࠂ 1
�31
�31 ઍԁ、
当期支出合ܭ 1
�30
4�5 ઍԁでともに増、ऩ支
ࠩはϓラス ��� ઍԁ。ऩ入増の主な要Ҽは৽ܕ
ίロφウイルスײછ症自୐療ཆ者݈֬߁ೝ౳ۀ
຿ҕୗඅऩ入である。一方で会අɾ入会ۚऩ入は、
私がྩ࿨ �年 5݄に๣ௌしたときと同͡く、ࠓ
ճも減である。ここでも医ࢣ高齢化問題、ए手育
成の重要性を௧ײした。支出についても৽ܕίロ
φウイルスҕୗඅ関連にಈきはあったが֓Ͷ例
年通りであろうか。ࢁ口ݝ医ࢣ会ܭۀࣄըでもड़
΂られたݝ内定ணを目ࢦしたڥ؀੔備に関連す
る支出として৽設されたʮ自࣏医科大学ଔۀ医ࢣ
。ʯが目をҾいたۀࣄ内定ணଅਐݝ

側૒方とࣄɾ؂ࣄの࣭ٙ応౴は代ٞһ、ཧޙ࠷　
も特になく、加౻会௕のด会ѫࡰで 1時ؒऑで
ແࣄにด会となった。

自動車保険・火災保険・積立保険・交通事故傷害

保険・医師賠償責任保険・所得補償保険・傷害保険ほか

ଛ ֐ อ ݥ δ ϟ ύ ϯ ג ࣜ ձ ࣾ��୅ཧళ
ڞ ӫ Ր ࡂ ւ ্ อ ݥ ג ࣜ ձ ࣾ��୅ཧళ
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令和 �年度ݝޱࢁ医ࢣ会ܭۀࣄը

　3年にٴͿ $07*%�19 છ症法でײ、はگછ状ײ
のऔり扱いはྩ࿨ 5年 5݄ �日から �ྨ相当か
ら 5ྨ相当への移行がなされる予定であり、ϫ
クνンޮՌもあってقઅ性のインフルΤンβとほ
΅同౳のகࢮ཰となったが、Ҿき続き࣏療は必要
であると考えられ、ݝ医ࢣ会としても必要なίロ
φ対ࡦを、ن໛をॖ小しながら対応していくこと
になると思われる。
　医ࢣの高齢化ʢฏۉ年齢 53�3 歳ɿྩ࿨ �年ʣ
が全ࠃ 1Ґとなっている原Ҽは、ए手医ࢣの不
଍によるもので、ए手医ࢣがݝ内でಇきやすくな
るڥ؀੔備に౒Ί、ઐ߈医ɾྟচݚम医のݝ内定
ணをҾき続きਐΊる。日本医ࢣ会が૊৫ڧ化目的
でଔޙ 5年までの医ࢣ会අ໔আの方਑としたこ
とをडけ、ݝ医ࢣ会ɾࢢ܊医ࢣ会も同༷の方਑を
とり、ઐ߈医ɾݚम医に医ࢣ会に入るϝϦットを
ૌえ、医ࢣ会૊৫のڧ化をਤっていく。
　ྩ࿨ 3年౓から࢝まった஍Ҭの医療をकるた
Ίの医ۀঝۀࣄܧをさらに前ਐさͤる。
　෯޿いྟচ能ྗを備える、かかりつけ医機能を
有する医ࢣを増やすたΊのۀࣄはܧ続する。
化し、医療ڧ支援をڀݚ口大学医学部などのࢁ　
のਐาにد༩する。
　がん教育、ېԎ教育、性教育など݈߁教育を教
育ҕһ会などとྗڠしてਐΊていく。
　฼ࢠ保݈対ࡦなどを通͡て少ࢠ化対ࡦにد༩
し、ϫクνン઀छなど予๷保݈ۀࣄをਪਐする。
　+."5やま͙ちのݚमと૷備౳のॆ実をਐΊる。
をࢣɾ।؃護ࢣ཰の高い؃護ۀ内での就ݝ口ࢁ　
育成している医ࢣ会ཱ؃護学ߍの支援を行う。
　これらのۀࣄをࢢ܊医ࢣ会ɾ日本医ࢣ会と連携
してਪਐする。

��1��$07*%�19 に対する対応
���� ઐ߈医ɾྟচݚम医のݝ内定ண
��3� 医ܧۀঝのۀࣄ化
��4� かかりつけ医機能のਪਐ
��5� 支援ڀݚ化ɾڧ口大学౳との連携ࢁ
���� 少ࢠ化対ࡦへの医療的ݙߩ

���� のॆ実ۀࣄ教育ɾ予๷保݈߁݈
�����+."5 やま͙ちのॆ実
��9� 医ࢣ会ཱ؃護学ߍへの支援
10� 会の連携ࢣ会ɾ日本医ࢣ医ݝ口ࢁ会ɾࢣ医ࢢ܊

ᶗɹ࣮ۀࣄࢪ
ɹʕ஍Ҭ医療ɾอ݈ɾ෱ࢱΛਪਐ͢Δۀࣄʕ
1ɹੜ֔ڭҭ

஡઒常೚ཧࣄ　　ന ᖒ ཧ ࣄ
Ԭ 　 ཧ ᅳ　　ࣄ ۙ ཧ ࣄ
౻ Ҫ ཧ 　　　　　　　　ࣄ

　ϓロフΣッシϣφルΦートϊϛーのཧ೦のも
と、医ࢣの自己ݚᮎが෯޿くޮՌ的に行われるよ
うに日本医ࢣ会生涯教育੍౓を活༻し、ݚम会౳
を։࠵する。
　生涯ݚमηϛφーを年 4ճ։࠵し、生涯教育
の୯Ґに加えて、ઐ໳医のೝ定ɾߋ৽に必要とな
るڞ通ߨ習の୯ҐをҾき続きऔ得し、ઐ໳医の
ΩϟϦアアッϓ、ΩϟϦアҡ持にݙߩしていく。
また、ۈ຿医をऔりרくڥ؀はґવとしてݫしい
ものがあり、ۈ຿医部会のاըɾྗڠによる生涯
。する࠵मηϛφーを本年౓も։ݚ
会のҾきडけで։ࢣ医学会૯会は٢ೆ医ݝ口ࢁ　
。を予定している࠵
ࢣで、ক来、医ྗڠの࠲ߨ口大学医学教育学ࢁ　
を目ࢦしている中高生、ক来のࣄ࢓を໛ࡧしてい
る中高生などを対象にした医ࢣの৬ۀ体験ۀࣄを
։࠵する。
　医ࢣの体験学習は実஍ԋ習をؚんͩ体験ࢀ加ܕ
のݚमであり、ࢀ加者に޷ධである。ࢁ口大学医
学部ɾࢁ口大学医ࢣ会のࢀ加ɾྗڠを得てੵۃ的
にӡӦし、޿ใを活発にしてࢀ加者を増やしてい
きたい。
　少しずつ౤ߘ࿦จが増えてきたࢁ口ݝ医学会ࢽ
を例年通り発行する。
　会һの医学ɾ医療に関するڀݚを支援すること
により、医学ɾ医療の発లと医ࢣのݝ内定ணをଅ
ਐすることを目的として、ࢁ口ݝ医ࢣ会医学ڀݚ
ॿ成੍ۚ౓をࠓ年౓より։࢝する。



ྩ࿨ 5年 �݄ 会ใࢣ医ݝ口ࢁ ୈ1954 ߸

3�1

ʢ̍ʣ日本医ࢣ会生涯教育੍౓のさらなるਪਐ
ʢ̎ʣࢁ口ݝ医ࢣ会生涯ݚमηϛφーɾ日本医ࢣ
会生涯教育࠲ߨの։࠵

ʢ̏ʣࢁ口ݝ医学会૯会の։࠵
ʢ̐ʣ医ࢣの৬ۀ体験ۀࣄの։࠵
ʢ̑ʣ医ࢣの体験学習の։࠵
ʢ̒ʣ৽ઐ໳医੍౓のਪਐ
ʢ̓ʣۈ຿医に対する生涯教育の一૚のਪਐ
ʢ̔ʣࢁ口ݝ医学会ࢽの発行
ʢ̕ʣ֤஍۠医学会、ࢁ口大学医学会の活性化
ʢ10ʣࢁ口ݝ医ࢣ会医学ڀݚॿ成੍ۚ౓ۀࣄの実施

�ɹ医療ɾհޢอݥ
ҏ౻ઐ຿ཧࣄ　　౻ 原 ཧ ࣄ
஛ 中 ཧ ໦　　ࣄ ଜ ཧ ࣄ

　ྩ࿨ 4年౓の診療ใुվ定཰は、全体でϚイ
φス 0�94� であったが、本体はϓラス 0�43� で
医科はϓラス 0���� となった。たͩし、ϓラス
0���� の内༁には؃護のॲ۰վળのたΊの特例
的な対応がϓラス 0��0�、ϦフΟルॲ方ͤんの�
ಋ入ɾ活༻ଅਐによるޮ཰化がϚイφス 0�10�、
不妊࣏療の保ݥ適༻のたΊの特例的な対応がϓラ
ス 0��0�、小児のײછ๷ࢭ対ࡦに係る加ࢉાஔ
ʢ医科分ʣのϚイφス 0�10� がؚまれている。
　診療ใु੍౓については、৽ܕίロφウイルス
଎なσδタル化がਤٸ、もありڹછ症֦大のӨײ
られたことにより、Φンライン診療のٱ߃的ಋ入
ຢはΦンラインࢿ格֬ೝのٛ຿化౳は、௚઀、日
常診療にかかわる੍౓変ߋであるたΊ、これらが
先々の医療%9に向けてどのように੔備がਐΊら
れるか、会һからの৘ใऩूをؚΊे分஫意を෷
う必要がある。
　また、前ड़のϦフΟルॲ方の保ݥಋ入につい
ては、本ݝにおけるॲ方ͤんަ෇ׂ合が 0�03���
ʢྩ࿨ 4年内にௐࠪ実施ʣとのௐࠪ݁Ռもあるが、
中医ڠで実施されているʮϦフΟルॲ方ͤんの実
施状گௐࠪʯʢྩ࿨ 4年౓、ྩ࿨ 5年౓ʣの݁Ռ
にも஫目していきたい。
　۩体的には、以Լのٞڠ会౳の։ٴ࠵ͼ診療ใ
ुվ定に伴う説明会౳を։࠵する。また、中ࠃ四
会を年ٞڠに関するݥϒロックにおける医療保ࠃ
�ճのස౓で։࠵し、֤ݝとڞ同で意ݟをੵΈ্

げることٴͼ中医ڠにおいて適ਖ਼にٞ࿦されるよ
う、日本医ࢣ会の診療ใुݕ౼ҕһ会へੵۃ的に
意ݟを提出していく。
　行੓による保ࢦݥಋ౳については、ݸผࢦಋに
おけるཱ会をҾき続きॆ実さͤる౳により、会һ
に不རӹが生͡ないようܧ続して対応する。

医療อݥ
ʢ̍ʣࢢ܊医ࢣ会保ݥ୲当ཧٞڠࣄ会の։࠵
の্࣭ݥられている医療保ͤد会にࢣ医ࢢ܊֤　
的଎やかに問題ղٴ要๬に対して、可ݟͼ意ٴٙ
決できるように౒Ίる。また、৽点数のධՁやै
来点数の不合ཧについてもٞڠし、࣍期վ定に൓
өさͤるように日医へ要๬していきたい。保ݥ৹
ࠪ、保ࢦݥಋについての会һの意ݟ、要๬もবྌ
しٞڠしていく。

ʢ̎ʣ社保ɾࠃ保৹ࠪҕһ連བྷҕһ会、৹ࠪҕһ
合同ٞڠ会౳の։࠵
　社保とࠃ保の৹ֱࠪࠩੋਖ਼や診療ใुのٙٛղ
ऍを主な目的として։࠵している。いまͩ৹ࠪҕ
һ会ؒのֱࠩがあることが会һからもࢦఠされて
おり、必要に応͡てճを重Ͷていきたい。ٞڠ内
༰については଎やかに医ࢣ会ใにࡌܝし、会һへ
のप஌పఈをਤっていきたい。また、医ࢣ会ਪન
の৹ࠪҕһʢ社保ɾࠃ保ʣによるଧ合会をܧ続し、
会һから提出された৹্ࠪの問題点について、き
Ίࡉかな対応をਤっていく。

ʢ̏ʣ৽ن会һへのݚम会の実施
診療についݥ会һに対して、保ن会の৽ࢣ医ݝ　
てのཧղをਂΊるたΊに、ݚमࢦಋを行う。

ʢ̐ʣݸผࢦಋへの対応
者などかݥಋの対象は৹ࠪ支෷機関、保ࢦผݸ　
らの৘ใと高点数によるもの౳があり、行੓のબ
定ҕһ会がબ定する。ݝ医としてはݸผࢦಋにཱ
ち会い、ࢦಋ内༰やࢦಋ߲ࣄが適切であるか֬ೝ
を行う。また保ݥҕһ会の中でࢦಋ医ともٞڠし、
ޮՌ的かつެฏ性のある保ࢦݥಋが実施されるよ
うٻΊていく。
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ʢ̑ʣ中ࠃ四ࠃ社会保ڀݚݥ会౳へのࢀ加
　会һからの保ݥ診療に関する意ݟ、要๬を日常
的にू໿し、重要な՝題についてはこのڀݚ会で
当ݝの要๬߲ࣄあるいは߲ࣄٞڠとして౼ٞし、
日医へ্ਃしていきたい。

ʢ̒ʣ行੓や関係ஂ体との連携
会では֤関係ஂ体ٞڠ医療関係ஂ体連བྷݝ口ࢁ　
との連携をਤるとともに、医ࢣ会の意ݟやཱ৔を
主ுしていきたい。また、関係行੓とのٞڠでも
医ࢣ会の考え方がਖ਼しく఻わるようにӶ意౒Ίた
い。

ʢ̓ʣ診療ใुվ定説明会の։࠵ʢִ年։ۀࣄ࠵ʣ
内ݝ　 �஍۠で実施する。会һのΈならず医療
機関の੥ٻ୲当৬һをؚΊて、վ定内༰をਝ଎か
つ分りやすく説明し、合わͤて࣭ٙ内༰౳から当
֘վ定の問題点をચい出し、対応していく。

հޢอݥ
なるਐ化ɾߋ年౓は஍Ҭแׅケアシステムのࠓ　
ਪਐやհ護人ࡐの֬保౳を目ඪとするհ護保ݥ
੍౓վਖ਼が実施され、࣍年౓から施行の予定であ
る。੍౓վਖ਼のझࢫやհ護ใु౳の医療機関に係
わる点については޿く会һへのप஌をਤる予定で
ある。
　ίロφՒも 3年目となり、本年 5݄ �日より
ίロφײછ症をײછ症法্のྨܕをʮ�ྨ相当ʯ
から、قઅ性インフルΤンβと同͡ʮ5ྨʯへ移
行することになった。しかしながら、ウイルスの
特性が変わったわけではなく、ࠓ年౓も৽ܕίロ
φウイルスײછ症や大ن໛ࡂ害が発生した৔合
の、հ護保ݥར༻者に必要なサーϏスが安定的ɾ
や日本ࠃ、続的に提供される体੍੔備についてܧ
医ࢣ会からの৘ใに஫視していきたい。
　ྩ࿨ 4年౓におけるࢁ口ݝ内の �5歳以্の࿝
年人口のׂ合は 35�0� とさらに増加しており௒
高齢社会がਐలしている。医療とհ護のઢҾきは
ӹ々難しくなり、੍౓もさらにෳࡶ化しているこ
とから、ݝ内のհ護実態を೺ѲするたΊに、ੵۃ
的に৘ใऩूと分ੳに౒Ί、஍Ҭ特性を考ྀしつ
つॊೈに対応ࡦをݕ౼していく。ݝ内ではհ護療

ཆ病চからʮհ護医療院ʯへのస׵がਐΈつつあ
り、そのऩ༰人数も֦大しているが、ޙࠓ、特に
医療療ཆ病চからのస׵については、֤自࣏体の
対応がফۃ的になる可能性もあり、状گの೺Ѳに
౒Ί৘ใ提供౳、適ٓ対応していきたい。
　在୐医療ٴͼ஍Ҭケア会ٞに関しては多৬छ連
携が必ਢであり、関連ஂ体との意思ૄ通をਤり連
携をڧ化していく。
　ೝ஌症対ࡦについては、ʮかかりつけ医ೝ஌症
対応ྗ向্ݚमʯຢはʮೝ஌症サϙート医ཆ成ݚ
मʯをम了した医ࢣを対象として、患者側がܰؾ
に相ஊできることを目的にʮもの๨れɾೝ஌症相
ஊ医ʯʢΦϨンδドクターʣ੍౓が、ྩ࿨ݩ年 �
݄よりݝのۀࣄとしてಋ入されたところである。
しかし、ݝຽへのप஌がਐんでいないこともあり、
そのޮՌが現れているとはいえないたΊ、ޙࠓ、
かかりつけ医とೝ஌症疾患医療ηンターとの連携
をڧ化すること౳により、ݝຽの期଴に応えられ
る੍౓となるよう本会もӡӦにੵۃ的に携わって
いく。
　հ護保ݥに関連するݚम会౳については、Լه
のとおり։࠵予定ͩが、৽ܕίロφウイルスのײ
છ状گを৻重にۃݟΊながら։࠵時期をݕ౼し、
必要に応͡て8FC ։࠵もऔり入れたい。

ʢ̍ʣࢢ܊஍Ҭแׅケア୲当ཧࣄɾհ護保ݥ୲当
ཧࣄ౳合同会ٞの։࠵ʢհ護ใुվ定説明会
ؚΉʣ

ʢ̎ʣかかりつけ医ೝ஌症対応ྗ向্ݚम会の։࠵
ʢ̏ʣೝ஌症サϙート医フォローアッϓݚमの։࠵
ʢ̐ʣ主࣏医意ݟॻࡌهのたΊの主࣏医ݚम会の
։࠵

ʢ̑ʣ病院での主࣏医意ݟॻࡌهのたΊのݚम会
の։࠵

ʢ̒ʣࢁ口ݝհ護保ݥ関係ஂ体フォーラムへのྗڠ
ʢ̓ʣ஍Ҭแׅ診療加ࢉɾ஍Ҭแׅ診療ྉに係る
かかりつけ医ݚम会の։࠵

ʢ̔ʣ在୐医療とհ護の連携ۀࣄ
ʢ̕ʣ日医かかりつけ医機能ݚम੍౓のਪਐ

࿑ࡂอݥ
　労ࡂ保ݥとは、労ಇࡂ害ิঈ保ݥのਖ਼໊ࣜが
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ࣔすようにඃࡂ労ಇ者に対するิঈであり、その
ૣ期社会෮ؼにࢿするたΊに、医療保ݥとはएׯ
その性格を異にする。ڥ؀༺ޏや就ܗۀ態の多༷
化౳に合わͤ労ࡂ保ݥ法も適ٓվਖ਼されてはいる
が、多くは݈߁保ݥに४ڌしたܗでӡ༻されてお
り、その不備もݟࢄされる。特に高齢社会の到来
により、高齢労ಇ者のݩ々有する基ૅ疾患が増ѱ
したࡍに、その労ࡂ保ݥ適༻ൣғの明֬化౳がࠓ
に৽たな問題もڞの՝題とされており、時代とޙ
現出するのが常である。出来得るݶり、現行੍౓
のӡ༻্の不備や問題点をरい্げ、੍౓վਖ਼に
。するよう日医との連携に౒Ίたいࢿ
　労ࡂ保ݥにおける労ࡂ診療の৹ࠪは、労ࡂ保ݥ
診療ҕһにҾき続き対応いたͩく予定であり、労
୲ݥɾ自ഛ੹保ࡂ労ࢢ܊ɾ自ഛ੹医療ҕһ会やࡂ
当ཧٞڠࣄ会の։࠵を通͡て、労ࡂ保ݥ診療にお
けるݸผの問題についても対応していく。また、
औ扱い医療機関のݥ保ࡂと連携し、労ہ口労ಇࢁ
労ࡂ保ݥ診療に対するߋなるཧղを得られるよう
に、ࠓ年౓もʮ労ࡂ診療අࢉ定実຿ݚम会ʯを։
。する࠵

ࣗഛ੹医療
、し࠵ɾ自ഛ੹医療ҕһ会を։ࡂ会労ࢣ医ݝ口ࢁ　
৘ใऩूに౒Ί自ഛ੹医療の適ਖ਼化をਤる。現状
ではトラϒルのࣄ例数は減少傾向にあるが、ଛ保
会社による安қな݈保࢖༻の要ٻや支෷஗Ԇ౳の
ใࠂは一定数あり、ࢁ口ݝ自ಈं保ݥ医療連བྷڠ
ٞ会を適ٓ։࠵し、֤医療機関から提出されたト
ラϒルࣄ例についてٞڠし、ԁ׈なղ決をਤって
いく。また、中ࠃ四ࠃ医ࢣ会連合૯会において֤
有をਤり、日本ڞとの自ഛ੹医療に関する৘ใݝ
医ࢣ会へ必要な対応を要๬していく。自ಈं保ݥ
医療連བྷٞڠ会にࢀ入していないଛ保会社につい
てもそれͧれٞڠを行い対ॲしていく。

ʢ̍ʣࢢ܊労ࡂɾ自ഛ੹保ݥ୲当ཧٞڠࣄ会ɾ労ࡂɾ
自ഛ੹医療ҕһ会合同会ٞの։࠵

ʢ̎ʣ労ࡂɾ自ഛ੹医療ҕһ会の։࠵
ʢ̏ʣࢁ口ݝ自ಈं保ݥ医療連བྷٞڠ会の։࠵

�ɹ஍Ҭ医療
前઒常೚ཧࣄ　　ҏ౻ઐ຿ཧࣄ
্野常೚ཧࣄ　　໦ ଜ ཧ ࣄ
஛ 中 ཧ ᅳ　　ࣄ ۙ ཧ ࣄ

஍Ҭ医療
ʢ̍ʣ医療提供体੍の֬保
ʓ医療ܭը
　ྩ࿨ 5年౓には、౎ಓ෎ݝによるୈ �࣍医療
ըの医療提供体ܭが࢝まる。医療ۀ࡞定ࡦըܭ
੍に関する߲ࣄには৽ײڵછ症への対応が௥加さ
れ、5疾病ʢがん、೴ଔ中、৺ے伷࠹౳৺݂؅疾
患、౶೘病、精ਆ疾患ʣۀࣄ�ʢ救ࡂ、ٸ害時に
おける医療、へき஍の医療、प産期医療、小児医
療、৽ײڵછ症発生ɾまんԆ時における医療ʣお
よͼ在୐医療についてࡌهされる。ߋに、ײછ症
法のվਖ਼により、౎ಓ෎ݝは৽ײڵછ症への予๷
を通しٞڠ定క݁のڠ、ըも定Ίることになりܭ
多くの医療機関がྗڠを要੥される。
　3年にٴͿ৽ܕίロφウイルスײછ症への対応
では、小さなクϦχックもڌ点病院もݍҬ͝との
医療体੍も、医療の内༰やシステムをྟ機応変に
変えるॊೈ性をٻΊられた。ࠃはࢦ਑を通͡、σー
タやπールを༻いた医療ܭըࡦ定のݕ౼方法をࣔ
してくると思われるが、数஋ͩけではなく、医ࢣ
会会һの現৔での経験ɾ஌ݟが、ܭըに൓өされ
るよう౒Ίる。

ʓ஍Ҭ医療構想
　஍Ҭ医療構想は、�0�5 年ʢྩ࿨ �年ʣの医療
提供体੍੔備を目ඪにਐΊられてきた。ٞڠを行
うௐ੔会ٞでは、ޙࠓ、֤構想۠Ҭ全体の医療ध
要౳を考ྀしたݕ౼がਐΈ、ࠓまで対象であった
入院医療ͩけでなく、外来医療ɾ在୐医療に関す
るٞڠや、ୈ�࣍医療ܭըࡦ定と併ͤ、�040年ʢྩ
࿨ ��年ʣの医療धڅをݟਾえたٞڠも࢝まると
予ଌする。
　構想がࣔされた当ॳの病চ࡟減のٞ࿦は、৽
からトーンμウンޙછ症ྲྀ行ײίロφウイルスܕ
し、࠶։されたௐ੔会ٞではʮ஍Ҭの実状に合わ
ͤʯٞڠするとڧௐされる。ײછ症ྲྀ行ͩけでな
く、੓࣏ɾ経ࡁɾࡍࠃ問題が医療のあり方にӨڹ
する現在、৽ܕίロφウイルスײછ症ྲྀ行前にࠃ
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がࣔした構想が、本当にࢁ口ݝのক来の医療提供
体੍をࣔすのかূݕしつつ、ݍҬの՝題をௐ੔会
ٞで出し合い、前向きなٞڠができるようԼ支え
したい。

ʓ医֬ࢣ保ɾภ在
　医֬ࢣ保の施ࡦはいくつか実行されているもの
の、現৔の不଍ײはґવڧい。また、医療機能の
のࢣ຿のޮ཰化がなされ͵まま医ۀฤɾू໿や࠶
ಇき方վֵがਐΊられれば、医ࢣのภ在をॿ௕し、
特に時ؒ外救ٸ医療へのӨڹがݒ೦される。時ؒ
外ೋ࣍救ٸ医療を୲う医ࢣの就労ܧ続を支援する
よう、Ҿき続きݝにಇきかける。

ʢ̎ʣ救ٸɾࡂ害医療対ࡦ
ʓ救ٸ医療
　一࣍救ٸ医療を୲う医ࢣ数は年々減少してお
り、஍Ҭによってはٳ日໷ؒ診療体੍の一本化を
ௐࠪをگ医療現ٸしている。Ҿき続き一࣍救౼ݕ
行い、஍Ҭでの体੍੔備にࢿする৘ใを提供した
い。
　ೋ࣍救ٸ医療については、৽ܕίロφウイルス
ٸછによる医療機関の救ײ増や৬һٸછ患者のײ
外来のॖ小などࠞཚをきたす時期があり、ޙࠓは、
医ࢣのಇき方վֵから時ؒ外労ಇ੍نのӨڹをड
けると考える。医療機能の࠶ฤやタスクシフトを
伴う医療৬のޮՌ的഑ஔにつき、医療ܭըࡦ定࡞
。を通͡てಇきかけるۀ

˓小児救ٸ医療
ۀࣄ医療支援ٸಇし、小児救ڠ小児科医会とݝ　
のܧ続およͼ小児救ٸ医療ి࿩相ஊۀࣄのධՁɾ
精࿉をٻΊる。

ʓࡂ害医療体੍
　ೆւトラフ஍਒Ϩベルの޿Ҭࡂ害やࢁ口ݝ内の
害を想定し、+."5ࡂॴہ やま͙ちの活ಈのޙԡ
しとしてϚχϡアルや通৴機ثを੔備してきた。
मの内ݚ害医療ࡂ、を੔備ثに通৴機ߋ、年౓ࠓ
༰ॆ実をਤり、会内の有ࣄ対応の४備もਐΊる。

ʓࢮݕʢݕ視ɾݕҊʣ体੍
म会を実施し、関係ݚ医の活ಈ支援として࡯ܯ　
機関ʢࢁ口大学法医学教ࣨ、ࣃ、࡯ܯ科医ࢣ会、
ফ๷、ւ保౳ʣと৘ใڞ有ɾ連携に౒Ίる。また、
多数ࢮ体発生時のݕ視ɾݕҊ合同܇࿅にࢀ加し、
。害時౳の対応४備を行うࡂ

ʢ̏ʣ஍Ҭแׅケアシステムの構築
　஍Ҭแׅケアシステムの実現には、医療関係の
多৬छ連携ͩけでなく、ࢢொ行੓ɾհ護関係者を
ؚΊたڠಇによる体੍づくりが重要である。さら
に、ίロφ患者へのԟ診ɾ๚問診療౳の対応を経
験し、վΊて在୐医療実施機関の֦ॆ、հ護ɾ෱
な連携はૣ期にऔり૊Ή΂ີۓɾ行੓機関とのࢱ
き՝題とೝࣝされた。ࠓ年౓もҾき続き、ࠃɾݝ
例のऩूɾ৘ใ提供をするとࣄͼ֤஍Ҭのऔ૊ٴ
ともに、ࢢ܊医ࢣ会のऔり૊Έを支援していく。
　また、ීஈからʮ本人ʯをؚΊてʮかかりつけ
医ʯやʮՈ଒ʯで予Ίʮ"$1ʯについて相ஊして
おくจ化がීٴすることにより、救ٸの現৔や通
常の診療の৔໘において、より本人の๬Ή医療や
ケアを提供できることから、"$1 のීܒٴ発に
औり૊Ή。

ʢ̐ʣ有চ診療ॴ対ࡦ
　有চ診療ॴは病院とのʮ入院基本ྉʯのࠩの
֦大とともに経Ӧがݫしくなり、全ࠃで �0
45�
あった施設ʢ199� 年ʣは 5
939 施設ʢ�0�� 年
10 ݄ʣへと大෯に減少している。しかしながら、
਎ۙでܰؾに相ஊができ、஍Ҭでٸ変した患者の
डけ入れに加え、ଞ病院からのస院先、在୐ɾհ
護施設へのडけ౉し、Ϩスパイトや؃औり、在୐
医療の提供などの多༷な機能を୲うことが可能な
施設である。かかりつけ医機能をे分に発شし、
஍Ҭแׅケアシステムの中৺を୲い、஍Ҭ医療を
有চ診療ॴ連ࠃ的に୲うことができるよう全ۃੵ
བྷٞڠ会と連携して、有চ診療ॴ部会を中৺にऔ
り૊んでいく。

஍Ҭ෱ࢱ
　社会෱ࢱに関連するٞڠ会౳にࢀ加し、障害者ɾ
児ಐɾ੨少年ɾ฼ࢠɾ高齢者の෱ࢱサーϏス౳に
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関༩する。特に、医療的ケア児ɾ者をؚΉ障害児ɾ
者につき、会内外の関係機関とྗڠしながら、不
଍する支援のॆ実をݝに提言していく。

�ɹ஍Ҭอ݈
中ଜ෭会௕　　Տଜ常೚ཧࣄ
্野常೚ཧࣄ　　ҏ౻ઐ຿ཧࣄ
௕୩઒常೚ཧࣄ　　ೄా常೚ཧࣄ
஛ 中 ཧ ౻　　ࣄ Ҫ ཧ ࣄ

　少ࢠ高齢化のߋなるਐ行による人口構଄の変化
に加え、୯ಠ世ଳやڞಇき世ଳの増加など生活ス
タイルも大きく変化するとともに、がん、॥ث؀
疾患、౶೘病、慢性ด࠹性ഏ疾患、೴݂؅疾患ʢ೴
ଔ中ʣ౳のඇײછ性疾患の増加など஍Ҭ保݈をऔ
りרくڥ؀は大きく変化している。
　஍Ҭ保݈では、妊産 ɾ්ೕ༮児保݈、学ߍ保݈、
成人ɾ高齢者保݈、産ۀ保݈の 4部໳について
ण命のԆ৳を߁݈、続して実施しておりܧをۀࣄ
ਤるには、生涯を通͡た݈߁づくりが必要である
たΊ、ࠓ年౓も 4部໳を一つのྲྀれとしてଊえ
てۀࣄをਐΊていく。
　ক来の生活習慣病に対する予๷として、成人ɾ
高齢者に対する݈߁教育などのप஌ܒ発をਤると
ともに、学ಐ期ɾ思य़期から݈߁教育を行い、ਖ਼
しい生活習慣をཱ֬することが重要と考えられ
る。また、݈߁増ਐɾ疾病予๷から医療へޮ཰の
よい連携を構築していかなければならない。
においては、ྩ࿨ݝ　 4年 3݄に 3年以্の݈
๢཰の減少を目ࢮ病の年齢ثण命のԆ৳と॥؀߁
病対ث೴ଔ中ɾ৺ଁ病そのଞの॥؀ݝ口ࢁすʮࢦ
やま߁定され、そのଞにもʮ݈ࡦըʯがܭਪਐࡦ
͙ち �1 ըʢୈܭ �࣍ʣʯやʮୈ 3期ࢁ口ݝがん
対ࡦਪਐܭըʯ、ʮࢁ口ݝたばこ対ࡦΨイドラインʯ
౳のࡦ定により、さま͟まなऔ૊ΈがਐΊられて
いる。ݝ医ࢣ会においても、行੓との連携をີに
してそれͧれのޮۀࣄՌが一૚高まるようにੵۃ
的に関༩し、ॅຽが݈やかな生活をӦΉことがで
きるよう疾病発生の予๷に౒Ίていく。
　৽ܕίロφウイルスײછ症はײછ֦大から 4
年目をܴえ、社会経ࡁ活ಈとײછ対ࡦをཱ྆さͤ
るʮウΟズίロφʯがਐΊられているが、ײછ֦
大に伴う医療提供体੍のṧഭをճආすることが࠷

も重要であり、Ҿき続き関係機関と連携した医療
提供体੍の構築にࢿするとともに、ϫクνン઀छ
がԁ׈に実施されるようྗڠしていく。

೛්࢈ɾೕ༮ࣇอ݈
　本ݝでは、定期予๷઀छを޿Ҭ化して実施し
ている。޿Ҭ予๷઀छについては、関係者との合
同会ٞで意׵ަݟを行い、ۀࣄをԁ׈にਐΊてい
く。また、定期઀छ化されていないおた;くかͥ
ϫクνンのʮ定期઀छʯへのҐஔ෇け、අ༻のॿ
成ʢແྉ化ʣ、小児に対するインフルΤンβϫク
νン、日本小児科学会でਪ঑されている就学前あ
るいは 11ʙ 1�歳の 3छࠞ合ʢ%15ʣϫクνン、
就学前のϙϦΦϫクνンのඅ༻ॿ成についてಇ
きかけていく。)17 ϫクνンについては、ੵۃ
的ק঑をࠩし߇えている状態が終了したことに伴
い、同状態により઀छ機会をಀした方に対して時
的にै来の定期઀छの対象年齢を௒えての઀छݶ
ʢΩϟッνアッϓ઀छʣが行われていることから
対象者へのੵۃ的な৘ใ提供、ฒͼに઀छ年齢を
ա͗た方への経ࡁ的ิॿについてҾき続きࢢொ行
੓にૌえていく。
　また、ྩ࿨ �年 �݄から։࢝された৽ܕίロ
φウイルスのϫクνン઀छについては、現在行わ
れている 5ճ目の௥加઀छもؚΊてҾき続きݝ
会౳の医療関係ஂ体と連携しࢣ医ࢢ܊、ொࢢͼٴ
てԁ׈な઀छ体੍の構築にྗڠする。
ொが行う妊産ࢢ　 ɾ්ೕ༮児݈診ۀࣄについても、
අ༻のௐ੔などを関係者とٞڠし、ԁ׈に実施で
きるようྗڠしていく。特に、産前ɾ産ޙサϙー
トۀࣄの全ݝԼでの実施、৽生児ௌ֮スクϦー
χンάࠪݕのެඅิॿ、先天異常を減少さͤるた
Ίに༿ࢎを挙児ر๬ঁ性ɾ妊娠ॳ期ঁ性のر๬者
に対して഑෇する੍౓の૑設、多଻児を妊娠した
ঁ性に対してै来の妊්݈診ʢ14ճ分ʣに 5ճ
分を௥加する݈診අ༻のॿ成、妊්݈診අ༻のॿ
成、生ޙ �िؒ児ٴͼ 1歳児を対象としたೕ児
݈診へのॿ成౳をٴݝͼࢢொへ要๬していく。
म会の։ݚ、଴やい͡Ίに関してはٮどものࢠ　
。にऔり૊Ήࢭして๷ྗڠをは͡Ί、自࣏体と࠵
　ೕ児ٮ଴や産ޙうつなどの問題もあるप産期前
るまでを多৬छ連携により支ࢸをؚΊ、成人にޙ
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援することが重要との؍点から、ྩ࿨ 3年౓に
設ஔした฼ࢠ保݈ҕһ会において、多৬छ連携ڧ
化のたΊの対ࡦ౳をٞڠするとともに、֤ݍҬで
の精ਆ的不安のある妊産්や精ਆༀ෰༻中の妊産
්に対するフローνϟートʢ঺հ先などʣの࡞成
や৺ཧ৬との連携をਤるたΊのࣄ例ݕ౼をؚΊた
。する࠵म会を։ݚ

ʢ̍ʣࢢ܊医ࢣ会妊産්ɾೕ༮児保݈୲当ཧڠࣄ
ٞ会ɾ関係者合同会ٞの։࠵

ʢ̎ʣ妊産්ɾೕ༮児݈診ۀࣄにおける֤ࢢொɾ
会とのௐ੔ࢣ医ࢢ܊֤

ʢ̏ʣ予๷઀छ医ݚम会の։࠵
ʢ̐ʣ޿Ҭ予๷઀छۀࣄにおけるࢢ֤、ݝொ、֤
会とのௐ੔ࢣ医ࢢ܊

ʢ̑ʣ小児保݈ɾ医療にかかわるۀࣄݝへのྗڠ
ʢ̒ʣೕ༮児ٮ଴๷ࢭに関する医療連携の構築
ʢ̓ʣ児ಐٮ଴の発生予๷౳に関するݚम会の։࠵
ʢ̔ʣ฼ࢠ保݈ҕһ会の։࠵
ʢ̕ʣ৺ཧ৬との連携をਤるたΊのࣄ例ݕ౼をؚ
Ίたݚम会の։࠵

ʢ10ʣ৽ܕίロφウイルスϫクνン઀छへのྗڠ

อ݈ߍֶ
　少ࢠ高齢化や৘ใ化社会のਐల、加えて৽ܕί
ロφウイルスײછ症のྲྀ行により、ࢠどもたちを
औりרく生活ɾ社会ڥ؀はܹٸに変化しており、
学ߍ保݈における՝題がෳࡶ化している中で、さ
らに重要となった学ߍ医の໾ׂをे分にՌたして
いく必要がある。これらを౿まえて、学ߍ医部会
を中৺に学ߍ医ݚम会の։࠵、学ߍ医活ಈه࿥手
ாの活༻を通して、学ߍ保݈の一૚の向্ɾਪਐ
をਤるとともに、஍Ҭの学ߍ保݈୲当者と৘ใڞ
有を行う。また、ݝ教育ிとݝ医ࢣ会、ࣃݝ科医
えるݟのإ、し࠵会で࠙ஊ会を։ࢣࡎༀݝ、会ࢣ
関係を構築する。
　学ߍ৺ଁݕ診ݕ౼ҕһ会では、学ߍ৺ଁݕ診シ
ステムのݕ౼、精ີࠪݕड診ථのٙٛর会ɾ分ੳ、
精ີࠪݕ医療機関ݚम会を։࠵し、精౓の向্に
౒Ίる。
　また、ࢢ܊医ࢣ会でのऔ૊を支援する؍点から、
Ҿき続き学ߍ医౳ݚम会ٴͼ小児生活習慣病予๷

対ࡦへのॿ成を行う。

ʢ̍ʣ学ߍ医部会໾һ会ɾ૯会の։࠵
ʢ̎ʣࢢ܊医ࢣ会学ߍ保݈୲当ཧٞڠࣄ会ɾ学ߍ
医部会合同会ٞの։࠵

ʢ̏ʣ学ߍ৺ଁݕ診ݕ౼ҕһ会ɾ精ີࠪݕ医療機
関ݚम会の։࠵

ʢ̐ʣ学ߍ医ݚम会の։࠵
ʢ̑ʣࢢ܊学ߍ医౳ݚम会ٴͼ小児生活習慣病予
๷対ࡦへのॿ成

ʢ̒ʣ全ࠃ学ߍ保݈ɾ学ߍ医大会、中ࠃ஍۠学ߍ
保݈ɾ学ߍ医大会、ए年者৺疾患ɾ生活習慣
病対ٞڠࡦ会へのࢀ加

ʢ̓ʣ学ߍ医活ಈه࿥手ாの活༻
ʢ̔ʣݝ教育ிとの࠙ஊ会

੒ਓɾऀྸߴอ݈
ɾݟण命のԆ৳をਤるには、疾患のૣ期発߁݈　
ૣ期࣏療が重要であり、そのたΊにも、特定݈診
やがんݕ診のड診཰向্が重要である。しかし、
ܭ保ूࠃொࢢ、の特定݈診のड診཰は௿くݝ口ࢁ
では全ࠃฏۉを大きくԼճる状گが続いている。
有ڞ会として、関係者と連携して՝題౳のࢣ医ݝ
を行い、かかりつけ医による౼ݕ౳のࡦͼ対応ٴ
ड診ק঑を行う。同༷に、がんによるࢮ๢཰を減
らすがんݕ診のޮۀࣄՌを高ΊるたΊ、がんのૣ
期発ݟ、ૣ期࣏療に݁ͼつく精ີࠪݕの精౓を一
૚高Ίるとともに、؇࿨ケアݚम会、ң内視ݕڸ
診ݚम会の։ٳ、࠵日ٴͼฏ日໷ؒがんݕ診体੍
の֬保、がんొ࿥のਪਐにྗڠする。
保持増ਐは本人の自֮によるところが大き߁݈　
いたΊ、ݝຽに対するप஌ܒ発が重要となる。例
年同༷、݈߁教育テΩストを࡞成し、その活༻を
݈、Ίるなどの֦ॆに一૚౒Ίる。またק スϙー߁
π医学ҕһ会がاըするݚम会を通͡て、݈߁ス
ϙーπ医の࣭ࢿ向্をਤり、஍Ҭॅຽの݈߁増ਐ
へد༩する。
Ԏਪਐҕһ会においては、ྩ࿨ې　 �年౓に会
һを対象に実施したʮ٤ԎやېԎࢦಋ౳に関する
アンケートௐࠪʯ、ٴͼྩ࿨ 3年౓にݝ内の小中
学ߍを対象に実施したʮ٤Ԏ๷ࢭ教育に関する
アンケートௐࠪʯの݁Ռをもとに、ېԎࢦಋ、٤
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Ԏ๷ࢭ教育౳の実ޮ性の高い対ࡦをల։する。
　疾病の۩体的なप஌ܒ発、予๷౳のたΊ、౶೘
病対ࡦਪਐҕһ会を中৺に౶೘病対ࡦにੵۃ的に
औり૊Ή。౶೘病療ཆࢦಋのਖ਼しい஌ࣝやٕज़の
習得を目的として、ࢁ口ݝ౶೘病療ཆࢦಋ࢜ߨ習
会を։࠵し、ʮやま͙ち౶೘病療ཆࢦಋ࢜ʯをೝ
定するとともに、有ࢿ格者に対するϨベルアッϓ
。して஌ࣝ向্をਤる࠵習会も։ߨ
　৽ܕίロφウイルスײછ症への対応について
は、Ҿき続き関係ஂ体ɾ機関と連携をਤり、৘ใ
提供ɾࣄ前४備をप到に行うとともに、発生のஈ
֊や状گの変化に応͡て、ࠃɾݝɾࢢொ行੓とڞ
にਝ଎ɾ的֬な医療体੍の構築をਤる。
　そのଞ、ۙݝでもࣄ例が発生しているௗインフ
ルΤンβを࢝Ίとするಈ෺༝来ײછ症౳の発生ಈ
向も஫視し、行੓とີな連携をऔりながら不ଌの
。態に備えるࣄ

ʢ̍ʣࢢ܊医ࢣ会成人ɾ高齢者保݈୲当ཧٞڠࣄ
会の։࠵

ʢ̎ʣࢢ܊医ࢣ会特定݈診ɾ特定保݈ࢦಋ୲当ཧ
࠵ͼ関係者合同会ٞの։ٴ会ٞڠࣄ

ʢ̏ʣࢁ口ݝ౶೘病対ࡦਪਐҕһ会の։࠵
࠵習会の։ߨಋ࢜ࢦ౶೘病療ཆݝ口ࢁ
ʮやま͙ち౶೘病療ཆࢦಋ࢜ʯϨベルアッ
ϓߨ習会の։࠵
世界౶೘病σーイベントのاըɾӡӦ
౶೘病性ਛ症重症化予๷ϓロάラムのۀࣄ
ޮՌূݕ

ʢ̐ʣ݈߁スϙーπ医学ҕһ会の։࠵
࠵म会の։ݚスϙーπ医学߁݈

ʢ̑ʣ݈߁教育テΩストʢテーϚʮ྘内障ʯʣの࡞
成、ϗームϖーδ্でのެ։

ʢ̒ʣがん対ࡦɾがんݕ診ड診཰向্へのྗڠ、
がんొ࿥のਪਐ
ࣄ診体੍੔備支援ݕͼฏ日໷ؒがんٴ日ٳ
の実施ۀ
؇࿨ケアݚम会の։࠵
ң内視ݕڸ診ݚम会の։࠵

ʢ̓ʣ৽ܕίロφウイルスʢ$07*%�19ʣٴͼ৽ܕ
インフルΤンβ౳ײછ症への対ࡦ

ʢ̔ʣײછ症発生状گへの஫視とಈ෺༝来ײછ症

のಈ向の常時೺Ѳ
ʢ̕ʣېԎਪਐҕһ会の։࠵

อ݈ۀ࢈
　ۙ年、労ಇ安全Ӵ生法に基づく定期݈߁診அに
おいて、೴ɾ৺ଁ疾患につながるϦスクのある݂
ѹや݂中࣭ࢷなどにおける有ॴݟ཰が্ঢしてお
り、্݈߁何らかの問題や疾病を๊える労ಇ者が
増加傾向にある。高齢化が一૚ਐΉ中で、労ಇ者
においても、ޙࠓは疾病を๊えていても཭৬やٳ
৬ͤずに࣏療をडけながらࣄ࢓を続ける労ಇ者が
増加することから、ۀࣄ৔における࣏療と৬ۀ生
活のཱ྆支援体੍のڧ化が重要となっている。
　産ۀ医のੵۃ的な関༩がޙࠓますます重要に
なってくることから、産ۀ医活ಈのॆ実や࣏療と
口ࢁमをݚのཱ྆支援をਪਐしていくたΊのࣄ࢓
労ಇࢁ、ہ口産ۀ保݈૯合支援ηンター、ࢁ口ݝ
産ۀ医会と連携して実施する。また、ίロφՒの
Өڹによりडߨ機会が減っている実຿ߨ習をは͡
Ίとする実஍ݚमについても、会һがडߨしやす
いڥ؀に౒Ίる。

ʢ̍ʣࢁ口産ۀ保݈૯合支援ηンターとの連携
ʢ̎ʣࢁ口労ಇٴہͼ関係機関との連携
ʢ̏ʣ産ۀ医部会ཧࣄ会の։࠵
ʢ̐ʣ৽ن産ۀ医ཆ成ٴͼೝ定産ۀ医ߋ৽のたΊ
産ۀ医ݚम会の։ٴ࠵ͼॆ実

ʢ̑ʣࢢ܊医ࢣ会産ۀ保݈୲当ཧٞڠࣄ会の։࠵
ʢ̒ʣ日本医学会૯会ɾ産ۀ医ηッシϣンのサテ
ライト会৔としての։࠵

ʢ̓ʣ産ۀ医基ૅʢ前期ʣݚम会の։࠵

�ɹ޿ใɾ৘ใ
中ଜ෭会௕　　௕୩઒常೚ཧࣄ
ന ᖒ ཧ ౻　　ࣄ 原 ཧ ࣄ
Ԭ 　 ཧ ᅳ　　ࣄ ۙ ཧ ࣄ

、ใは޿会һに対する対内ࢣとして、医ۀࣄใ޿　
、同を得てࢍく޿、会の方਑を会һにप஌しࢣ医ݝ
医ࢣ会活ಈをԁ׈に行うたΊに重要である。一方、
対外޿ใは、ݝຽに医ࢣ会の活ಈを஌ってもらう
།一の手ஈとしてۃΊて大切である。
　対内޿ใ活ಈとしては、会һに対して医ࢣ会ใ
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を発行し、本会の方਑や఻達߲ࣄなどのप஌పఈ
をਤっており、ٸۓを要する఻達߲ࣄは、状گに
応͡て一੪ '"9 ૹ৴を࢖うなどして全会һに֬
実に৘ใをಧけるよう৺ֻけている。
　対外޿ใ活ಈとしては、ݝຽに本会の施ࣄ、ࡦ
会ใをϗーࢣのཧղをਂΊてもらうたΊ、医ۀ
ムϖーδ্にެ։するとともにݝຽެ։ٴ࠲ߨͼ
フォトίンテス๼の։࠵、ใಓ機関との࠙ஊ会౳
を通͡て、ݝຽの݈߁の増ਐ、݈߁意ࣝのܒ発を
目ࢦしている。ݝຽの݈߁と医療をकるたΊにも、
ใಓ機関に対してのه者会ݟをҾき続き։࠵し、
ຽ向けの有ӹでタイムϦーな৘ใをϚスϝσΟݝ
アをհし発৴してΏく。
　また、ʮh 日医܅ʱのࢁ口ݝόーδϣンʯを༻い
て࡞成したʮϙケットテΟッシϡʯٴͼʮクϦア
ファイルʯを、ݝຽに少しでも本会のことをೝ஌
していたͩけるよう഑෍していく。
　さらに、本会が行っているՖคඈࢄ予ଌについ
て、よりਖ਼֬な予想を提供していくたΊに、本会
に௕年஝ੵされたσータを基に自ಈで予ଌできる
システムʢ"* ϓロάラムʣの࡞成のڀݚをґཔ
しており、本年もҾき続き、औり૊んでいたͩく。
　医ࢣ会の৘ใ部໳としては、ૣ期に֤छの৘ใ
をऩूし、その対応を૯合的にݕ౼し、会һにਖ਼
֬な৘ใをਝ଎に఻達することが重要である。ࠓ
年౓は決ࡁシステムのಋ入など、ࣄ຿ॲཧのిࢠ
化を行う。また、医療機関に対して、ిࢠカルテ
を҉߸化、਎代ۚを要ٻするランサムウΤアなど
のサイόーܸ߈がස発しているたΊ、ޙࠓのサイ
όーܸ߈への対応を行えるようにするたΊのݚम
会を։࠵する。
　なお、会һへより多くの৘ใをಧるたΊ、৽た
にϝールϚΨδンを࡞成し、ݚम会の։࠵Ҋ内や
֤छ৘ใを適ٓ、提供していく。

ʢ̍ʣ会ใࢽ໘のॆ実
　会ใは対内޿ใの࠷も重要な柱であり、多くの
会һにಡんでもらえるよう、ຖ݄։࠵している޿
ใҕһ会にてݕ౼し、内༰をॆ実さͤる౒ྗを続
けている。会ٞやߨԋ会などのใࣄهࠂのほか、
本会行ࣄのҊ内ٴͼࠃやݝのお஌らͤもࡌܝして
いる。そのଞ、०な࿩題やۓ٤՝題とその対応౳

を଎やかにわかりやすくࡌܝするなど、医ࢣ会活
ಈの重要性についてもཧղをਂΊてもらえるよう
৺がけている。会һฒͼに޿ใҕһからの意ݟを
できるͩけ൓өさͤて、ޙࠓも内༰のೱいࢽ໘づ
くりにऔり૊Ή。

ʢ̎ʣݝຽެ։࠲ߨ
　本会ಠ自のݝຽެ։࠲ߨを։࠵し、ݝຽに医療
や݈߁に関する学習の৔を設ける。ྩ࿨ 4年౓
に։࠵したୈ 13ճフォトίンテストは、例年同
༷、多数の応ืがあり、ʮࢁ口ݝ医ࢣ会のフォト
ίンテストʯとして完全に定ணしていると思われ、
ฒͼにフォトίンテストを࠲ߨຽެ։ݝ年౓もࠓ
。する࠵ըɾ։ا

ʢ̏ʣใಓ機関との連携
　ใಓ関係者との連携を保ち、医療に対するཧղ
を得られるように࠙ஊ会を։࠵し、医療現৔の実
態や問題点のऔࡐにより、ݝຽにアϐールしても
らえるようಇきかける。

ʢ̐ʣ医ࢣ会։࠵行ࣄのใಓ、औࡐ要੥
　本会։࠵の行ࣄのϚスίϛใಓにより、多くの
会活ಈにཧղをਂΊてもࢣ加をଅし、医ࢀຽにݝ
らうようҾき続き౒ྗするとともに、機会ある͝
とにݝຽに日本の医療やࢁ口ݝの医療の現状を఻
えていく。

ʢ̑ʣϗームϖーδのॆ実
　医ࢣ会活ಈを఻える手ஈとしてܽかͤない໾
ׂを୲っていることからίンテンπをよりॆ実さ
ͤ、分かりやすくڵຯある医療৘ใをࡌܝするよ
う常にߋ৽に౒Ίていく。なお、ຖ݄発行してい
る医ࢣ会ใのిࢠ൛をϗームϖーδ্にࡌܝし、
Ӿཡできるようにしている。

ʢ̒ʣՖค৘ใシステム
　Ֆค৘ใҕһ会では、ݝԼ 19かॴのଌ定機関
でՖคัू৘ใを得ており、ਖ਼֬なՖค৘ใをϚ
スίϛに提供し、ݝຽにਝ଎にप஌されるシステ
ムを構築している。また、ଌ定機関を対象とした
しており、Ֆคଌ定の精౓を্࠵習会をຖ年։ߨ
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げる౒ྗも続けている。

ʢ̓ʣ03$" ϓロδΣクトのਪਐ
　日本医ࢣ会の 03$" ϓロδΣクトの中֩であ
る日医ඪ४Ϩηϓトιフトʢ以Լ、ʮ日Ϩηʯʣは、
全ࠃで໿ 1�
000 医療機関ʢ施設ʣがಋ入ɾӡ༻
しており、Ҿき続き、医療機関のۀ຿ԁ׈化の手
ॿけとなるよう日Ϩηಋ入の相ஊۀ຿を行うとと
もに֤छ 03$" 連携ిࢠカルテについても঺հ
していく。
　なお、։࠵を予定していたものの৽ܕίロφウ
イルスײછ症のײછ֦大๷ࢭの؍点から։࠵でき
なかったࢁ口ݝ医ࢣ会 *5 フΣアについて、։࠵
する予定である。

ʢ̔ʣ*5 ωットϫークのڧ化
　ϝールϚΨδンやϝーϦンάϦスト、ϗーム
ϖーδなどをॆ実さͤ、ࢢ܊医ࢣ会ฒͼにݝ医ࢣ
会ࣄ຿ہの *5 化をਪしਐΊる。また、ηΩϡϦ
テΟについてもϗームϖーδをؚΊݎ࿚なものと
するようしていく。

ʢ̕ʣ医療機関のサイόーηΩϡϦテΟ対ࡦ
　医療機関に対して、ిࢠカルテを҉߸化、਎代
ۚを要ٻするランサムウΤアなどのサイόーܸ߈
がස発しているたΊ、サイόーܸ߈への対応を行
えるようにするたΊのݚम会を։࠵する。

�ɹ医ࣄ๏੍
中ଜ෭会௕　　ೄా常೚ཧࣄ
Ԭ 　 ཧ ౻　　ࣄ Ҫ ཧ ࣄ

　ૌুをؚΊて医療ฆ૪というものは、その高い
ઐ໳性のղ明から多ֹのඅ༻と時ؒをඅやすͩけ
でなく、患者側ʢҨ଒ʣも医療側も精ਆ的なෛ୲
は大きい。医療提供者としては、トラϒルを減ら
す౒ྗをしているところͩが、患者側としては、
医療行ҝはྑい݁Ռをもたらすものであるという
意ࣝが高く、そのೝࣝのҧいがՐछとなっている
Ҋも多い。医療行ҝは患者との৴པ関係の্にࣄ
成りཱつものであり、医療機関が患者に対してࡉ
৺の஫意を෷い、े分な説明を行い、医療ਫ४に
応͡た合ཧ的൑அに基づく医療を提供できる体੍

を੔えることが、医療ฆ૪をະવに๷ࢭする࠷ળ
の方ࡦと考える。
　ສが一医療ނࣄがىこったࡍには、ฆ૪֦大の
๷ٴࢭͼૣ期ղ決をਤるたΊに、医ࣄҊ݅ௐࠪઐ
໳ҕһ会、ސ問ห護࢜、ࢢ܊医ࢣ会、そして会һ
が一体となり対応する。同時に、医療安全ݚमや
生涯教育を通͡て医学の現状೺Ѳɾݚमに౒Ίる
たΊにも、会内関係ۀࣄとも連携して、࣭のྑい
医療を提供するஂ体として精ਐする。
　日本医ࢣ会医ࢣഛঈ੹೚保੍ݥ౓はত࿨ 4�年
に発଍、50 年目をܴえた。੍౓૑設からྩ࿨ 4
年 9݄ 30 日までに日医に෇ୗされたࣄҊは合ܭ
14
�4�� ݅に্る。年౓ผにฆ૪ॲཧ෇ୗडཧ݅
数をΈると、ฏ成 1� 年౓͝ろにϐークをܴえ、
そのޙは減少傾向にある。日医と連携してૣ期ղ
決に向けて対応していく。
　医療ނࣄௐ੍ࠪ౓に伴うݝ内のௐࠪ支援体੍
ʢղ๤ٴͼ "Jʣについては、֤施設との連携をܧ
続して体੍੔備に౒Ίる。また、ݝ内の支援ஂ体
ʢ13 ஂ体ʣの中֩として、ʮࢁ口ݝ医療ނࣄௐࠪ
支援ஂ体連བྷٞڠ会ʯを主࠵し、֤ஂ体との連携
Ҋに対して଎やかに対応ࣄ化をਤり、発生するڧ
するとڞに当֘医療機関౳の院内ௐࠪの支援にあ
たる。また、ࠃの医療ނࣄௐ ɾࠪ支援ηンターʢ日
本医療安全ௐࠪ機構ʣとີۓな連携をਤり、ࣄҊ
のௐࠪについては、会һをؚΊた医療機関関係者
。ຽの期଴に応えられるよう対応するࠃͼٴ

医療ฆ૪ؔ܎
1　医療ނࣄ๷ࢭ対ࡦ
ʢ̍ʣࢢ܊医ࢣ会における医療ނࣄ๷ۀࣄࢭに対
するྗڠ

ʢ̎ʣ৽ن։ۀ医、৽医ྟࢣচݚम医に対するݚम
ʢ̏ʣ৽نɿ医ࢣ会һٴͼ医療ैࣄ者を対象とし
た医療ฆ૪๷ݚࢭम会の։࠵

ʢ̐ʣࢠ࡭ʮ医療ނࣄをىこさないたΊにʢୈ5൛ʣʯ
の࡞成と活༻

�　ฆ૪ॲཧ対ࡦ
ʢ̍ʣ医ࢣ会һの医ࢣഛঈ੹೚保ݥʢ日医医ഛ੹
保ݥと特໿保ݥ、໔੹部分ิঈ保ݥと施設ഛ
ঈ保ݥʣのܖ໿ଅਐʙフルカόーิঈ体੍を
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目ࢦしてʙ
ʢ̎ʣ医ࣄҊ݅ௐࠪઐ໳ҕһ会とࢢ܊医ࢣ会との
連携

ʢ̏ʣ日本医ࢣ会とのີۓな連携

3　医療安全
ʢ̍ʣ医療ނࣄௐ੍ࠪ౓の対応
ௐ੍ࠪ౓ʢ医療ނࣄを目的とする医療ࢭ発๷࠶　
法ୈ �৚ʣに伴うʮ医療ނࣄௐࠪ౳支援ஂ体ʯʢް
生労ಇ大ਉࣔࠂʣとして、併ͤてࣔࠂされたଞ
のஂ体とも連携をڧ化し、会һをؚΊた医療関係
者ٴͼࠃຽの期଴に応えられるよう೚຿਱行にあ
たっていく。
　また、ࢮ๢ࣄҊにݶ定された医療ނࣄௐ੍ࠪ౓
とはผに、会һからの要๬に対応するたΊ、ඇࢮ
๢ࣄҊに対しての医療ނࣄௐࠪも実施できるよう
体੍を੔える。
　۩体的には以Լのٞڠ会౳の։ٴ࠵ͼ対応を行
う。
ᶃ౎ಓ෎ݝ医ࢣ会医療ނࣄௐࠪ୲当ཧٞڠࣄ会
ᶄࢁ口ݝ医療ނࣄௐࠪ౳支援ஂ体ࣄ຿連བྷڠ
ٞ会

ᶅࢁ口ݝ医療ނࣄௐࠪҕһ合同ଧ合ͤ会
ᶆࢢ܊医ࢣ会医療ނࣄௐࠪ୲当ཧٞڠࣄ会
ᶇࢁ口ݝ "J 会ڀݚ
ᶈ医療ނࣄௐࠪの支援

ʢ̎ʣ日医医療安全ਪਐ者ཆ成࠲ߨडߨਪਐ
　本会୲当ཧࣄのडߨとともに、ࢢ܊医ࢣ会の୲
当໾һ、֤医療機関の医ࢣɾैۀһのडߨをק঑
する。

4　診療৘ใの提供
　患者からのछ々な内༰の相ஊɾۤ৘が増加して
いることから、ݝ医ࢣ会の相ஊ૭口の୲当者のよ
り一૚のϨベルアッϓをਤり、ࢢ܊医ࢣ会ٴͼݝ
が設ཱしたۤ৘相ஊ૭口との相ޓ連携をਤる。
　また、医療機関で๫言ɾ๫ྗを;るう常習患者、
医療අのະ෷い常習患者౳の৘ใऩूを行い、ࣄ
例ڀݚのうえ、ޙࠓの医療現৔での対応方法をڠ
ٞしていく。

ࡦ人৘ใ保護対ݸ　5
　ް生労ಇলがまとΊたʮ医療ɾհ護関係ۀࣄ者
におけるݸ人৘ใの適切なऔ扱いのたΊのΨイド
ラインʯٴͼ日本医ࢣ会が࡞成した、ࢠ࡭ʮ医療
機関におけるݸ人৘ใの保護ʯ౳を会һにप஌ప
ఈし、医療機関におけるݸ人৘ใの保護が適ਖ਼に
行われるようにする。

�　ༀࣄ対ࡦ
ʢ̍ʣຑༀ対ࡦ౳
　ຑༀの適ਖ਼࢖༻、保؅ɾ؅ཧ、هா、ॾಧ、ಟ
ܶ෺の保؅ɾ؅ཧのप஌をਤる。特に医ༀ඼の患
者౤༩にかかわる医ࢣɾ医療ैࣄ者へのܒ発、प
஌をਤる。
ʢ̎ʣ医ༀ඼ྟচ࣏験
　医ༀ඼の࣏験はྟচࢼ験実施基४に基づいて行
われる。対象疾患によっては、診療ॴの࣏験ࢀ加
も༰қとなっており、問題が生͡れば会内でݕ౼ɾ
対応することとする。

�ɹۈ຿医ɾঁੑ医ࢣ
中ଜ෭会௕　　௕୩઒常೚ཧࣄ
前઒常೚ཧࣄ　　ന ᖒ ཧ ࣄ
Ԭ 　 ཧ ᅳ　　ࣄ ۙ ཧ ࣄ

຿医ۈ
　医ࢣのಇき方վֵのٞ࿦が本格化し、医ࢣの労
ಇ時ؒ୹ॖや݈֬߁保は重要な՝題であり、ݸ人
のڧい࢖命ײや、医療現৔のݙ਎的な౒ྗではも
はやղ決できなくなっている。また、৽医ྟࢣচ
が不଍ࢣम੍౓や৽ઐ໳医੍౓により、ए手医ݚ
することでա重労ಇや診療科ٴͼ஍Ҭのภ在がݦ
在化し、஍Ҭ医療は่յしかけている。
の医療ध要の増大ɾ多༷化に対応するたΊޙࠓ　
には、ஂմの世代がޙ期高齢者となる �0�5 年を
ਾえ、஍Ҭの主体性に基づき、஍Ҭの特性に応ݟ
͡た஍Ҭแׅケアシステムの構築౳がٻΊられて
いる。本ݝにおいても医ࢣ不଍による医療่յを
৯いࢭΊ、஍Ҭ医療を֬保し、ݝຽが安৺できる
医療体੍を構築することは、ۓ٤の՝題である。
とりわけۈ຿医は஍Ҭ医療連携、救ٸ医療、ଔޙ
ྟচݚमなどで重要な໾ׂをՌたしており、その
活ಈは医ࢣ会において஍Ҭ医療࠶生として大いに
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期଴される。このたΊ、ۈ຿医対ࡦとしてۈ຿医
の就労ڥ؀վળへのऔり૊Έやۈ຿医の医ࢣ会活
ಈへのࢀըଅਐをਤってきた。
　ྩ࿨ 5年౓においてもҾき続きこれらのۀࣄ
を実施する。
　஍Ҭの実৘や՝題を೺Ѳしているࢢ܊医ࢣ会の
化するたΊに࠙ஊ会を։ڧとの連携をࣄ຿医ཧۈ
。຿医部会設ཱを支援するۈ会でのࢣ医ࢢ܊、し࠵
　病院ۈ຿医࠙ஊ会を։࠵しχーズの೺Ѳと対応
に౒Ίるとともに、関係機関との連携をີۓにし、
医ࢣ会活ಈへの一૚のཧղとۈ຿医の医ࢣ会加入
のଅਐをਤっていく。
　医ࣄࢣ຿ิۀ࡞ॿ者については、医ࢣのա重労
ಇのܰ減にࢿすることから、ಋ入、定ணをଅਐす
るたΊのݚम会を։࠵することで、Ҿ続きීܒٴ
発に౒Ίるとともに࣭ࢿ向্の支援を行う。
　医学生自らがڵຯある診療科の実態をૣい時期
に体験することにより、ݝ内で医ࢣとしてಇくこ
との意ٛやັྗを஌ってもらう医学生へのܒ発ࣄ
。を実施するۀ
　ฏ成 30年౓からスタートした৽たなઐ໳医੍
౓については、ޙࠓ、஍Ҭの医ࢣ不଍や஍Ҭภ在
が生͡ないよう行੓や大学౳と連携し、ઐ߈医が
஍Ҭ医療にैࣄしながら、ઐ໳医ࢿ格がऔ得でき
るようにଅਐしていく。
　ฏ成 1� 年に৽医ྟࢣচݚम੍౓が։࢝され
༷々な問題が生͡ている中、本ݝにおけるྩ࿨ 4
年౓のྟচݚमϚッνンά݁Ռはࡢ年ൺ 1໊減
の 9�໊であり、ґવとしてݝ全体での定һ࢒は
3� ໊と多く、ݝ内外から一人でも多くのྟচݚ
म医をडけ入れ、また、ྟচݚमम了ޙもݝ内
の医療機関でಇきたくなるڥ؀を੔える必要があ
る。
　ฏ成 ��年 4݄より、ࢁ口大学、ݝ内の基ܕװ
ྟচݚम病院、ࢁ口ٴݝͼࢁ口ݝ医ࢣ会で૊৫さ
れたࢁ口ݝ医ྟࢣচݚमਪਐηンターにおいて、
ྟচݚमのԁ׈なਪਐٴͼݚम医のݝ内定ணに関
するۀࣄを行っており、ࠓ年౓もҾき続きྟচݚ
म病院合同説明会へのࢀ加、ྟচݚम医ަྲྀ会の
։ࢦ、࠵ಋ医ɾޙ期ݚम医౳ࠃ内外ݚमॿ成ۀࣄ
౳を実施する。
　また、ए手医ࢣのݝ内定ணのଅਐをਤるたΊに

は、ݝ内定ண཰が ���1�ʢฏ成 30年 4݄ʣにཹ
まっている自࣏医科大学のٛ຿年ݶ明け医ࢣに対
して、ݝ内定ணをੵۃ的にಇきֻける必要がある。
このたΊ、ྩ ࿨ 5年౓から৽たに、ࢁ、ݝ口大学ɾ
関連病院౳と連携し、自࣏医科大学ଔۀ医ࢣとの
࠙࿩会の։࠵や、やま͙ち஍Ҭ医療ηϛφーのࢀ
ըɾ支援、へき஍にۈ຿する自࣏医科大学医ࢣの
代診を支援する࢓૊Έづくりなどを行う。
　こうした؍点からྩ࿨ 5年౓は、࣍のۀࣄを
実施する。

ࡦ຿医対ۈ
ʢ̍ʣۈ຿医部会૯会ʢシンϙδウムʣ、ཧࣄ会、
࠵ըҕһ会の։ا

ʢ̎ʣࢢ܊医ࢣ会ۈ຿医ཧࣄとの࠙ஊ会の։࠵
ʢ̏ʣࢢ܊医ࢣ会ۈ຿医部会の設ஔଅਐ
ʢ̐ʣۈ຿医への医ࢣ会活ಈのप஌ٴͼ加入ଅਐ
ʢ̑ʣ病院ۈ຿医࠙ஊ会の։࠵ʢݝ内 �かॴʣ
ʢ̒ʣࢢຽެ։࠲ߨ౳の։࠵ʢݝ内 3かॴʣ
ʢ̓ʣ医ࣄࢣ຿ิۀ࡞ॿ者に関するߨԋ会の։࠵
ʢಋ入ଅਐʣ

ʢ̔ʣ医学生へのܒ発ۀࣄʢ医学生のたΊの୹期
の実施ʣۀࣄमݚ学ݟ

ʢ̕ʣ全ࠃ医ࢣ会ۈ຿医部会連བྷٞڠ会へのࢀ加
ʢ10ʣ౎ಓ෎ݝ医ࢣ会ۈ຿医୲当ཧࣄ連བྷٞڠ会
へのࢀ加

ʢ11ʣ中ࠃ四ࠃ医ࢣ会連合ۈ຿医ҕһ会へのࢀ加
ʢ1�ʣۈ຿医χϡースの発行ʢ年 �ճʣ

ྟচݚम対ࡦ
ʢ̍ʣࢁ口ݝ医ྟࢣচݚमਪਐηンターӡӦ会ٞ
の։࠵

ʢ̎ʣྟচݚम病院合同説明会ʢ医学生ɾݚम医ʣ
へのࢀ加

ʢ̏ʣྟচݚम医ަྲྀ会の։࠵
ʢ̐ʣࢦಋ医ɾޙ期ݚम医౳ࠃ内外ݚमॿ成ۀࣄ
の実施

ʢ̑ʣࠃ内外からのࢦಋ医টへいۀࣄの実施
ʢ̒ʣ病院現஍ݟ学会ॿ成ۀࣄの実施
ʢ̓ʣྟচݚम医ܴ׻会の։࠵
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自࣏医科大学ଔۀ医ࢣ対ࡦ
ʢ̍ʣ自࣏医科大学ଔۀ医ࢣとの࠙࿩会の։࠵ʢݝ、
ʣ࠵ڞ口大学ɾ関連病院とࢁ

ʢ̎ʣやま͙ち஍Ҭ医療ηϛφーのࢀըɾ支援
ʢ̏ʣへき஍にۈ຿する自࣏医科大学医ࢣの代診
を支援する࢓૊Έづくり

ঁੑ医ࢣ
　ฏ成 1�年以߱、医ࠃࢣՈࢼ験合格者に઎Ίる
ঁ性は 3ׂを௒えٸ଎にएいঁ性医ࢣは増加し
ているが、ঁ性医ࢣの就ۀ཰は妊娠ɾ出産ɾ育児
により৬を཭れるこどがӨڹしていわΏる.ࣈ
カーϒをܗ成している。
ঁ、まれる中ࠐݟの増加がࢣさらにঁ性医ޙࠓ　
性医ࢣがその能ྗを発شし、ܧ続的に社会にݙߩ
しかつ活༂するたΊには、ະͩ不े分である育児
支援をは͡Ίとしたʠಇき方の多༷性ʡに഑ྀし
たサϙートをॆ実さͤるとともに、ঁ性医ࢣをは
͡Ί࣍代を୲うए手医ࢣのੵۃ的な医ࢣ会活ಈへ
のࢀ加をଅਐすることが重要である。
　ྩ࿨ 4年౓のࢁ口大学に在੶するঁࢠ医学生
は 34�4� を઎Ίており、医学生ૣ期からの意ࣝ
ৢ成は高いޮՌが期଴できることから、Ҿき続き
医学教育との連携に౒Ίるとともに、ঁࢠ学生に
やަྲྀ会の機会をଊえてٛߨ学生にもࢠらずஉݶ
ࢣम医の医ݚ、的に活ಈを఻えていく。またۃੵ
会への加入状گはஉঁ問わず 54�9� にとどまっ
ている。
　ྩ࿨ 5年౓は৽たにࢁ口ݝの医療を୲うएい
人ࡐをݝ内に֬保し、医ࢣ会への加入をଅਐする
たΊ、৽たに医学生、ݚम医౳を主な対象として
ՈఉとΩϟϦアのཱ྆支援などをテーϚとしたا
ըイベントを։࠵する。
　また、ࢢ܊医ࢣ会におけるஉঁڞ同ࢀըに向け
たۀࣄの実施をੵۃ的に支援するたΊのඅ༻ॿ成
をࠓ年౓もܧ続する。
　உঁڞ同ࢀը部会では �つの8(ʢ育児 	 育ࢠ
て 
 支援、ۈ຿医ڥ؀問題、ঁ 医学生ΩϟϦアɾࢠ
σβイン支援、஍Ҭ連携、޿ใ、հ護支援ʣでの
活ಈをܧ続して実施する。

ʢ̍ʣՈఉとΩϠϦアのཱ྆支援のたΊのاըイ

ベントの։࠵
ʢ̎ʣஉঁڞ同ࢀըਪਐۀࣄॿ成ۚ
ʢ̏ʣ医学生と医ࢣとのަྲྀ会、医学生へのٛߨ
ʢ̐ʣݝ内医療機関のঁ性ۈ຿医ωットϫークの
構築

ʢ̑ʣஉঁڞ同ࢀըɾঁ性医ࢣ部会஍Ҭ連携会ٞ
の։࠵

ʢ̒ʣ)1౳を通͡た৘ใ発৴
ʢ̓ʣհ護に関する੍౓変ߋ時の৘ใ提供

�ɹ医ۀ
ԭ中෭会௕　஡઒常೚ཧࣄ
ೄా常೚ཧࣄ　໦ ଜ ཧ ࣄ

　৽ܕίロφウイルスײછ症は、そのײછྗのڧ
さなどから医療機関のӡӦにӨڹを༩えてきた。
当ۀࣄはίロφのӨڹの有ແにかかわらず、ݝຽ
にྑ࣭な医療を提供することを目的として、ࠃや
行੓機関、そのଞ関係機関と連携をとりつつ、以
Լのऔり૊Έを行う。

医ܦۀӦରࡦ
　ྩ࿨ 4年 1� ݄にʮྩ࿨ 5年౓੫੍վਖ਼大ߝʯ
がֳٞ決定され、ʮۀࣄ੫ඇ՝੫ાஔɾܰ減ાஔʯ
と四ஈ֊੍ʢ社会保ݥ診療ใुのॴ得ࢉܭの特例
ાஔʣはଘ続されることとなった。さらに、ʮೝ
定医療法人に係る੫੍ાஔʯがԆ௕ɾ֦ ॆされ、ʮ医
療༻機ث౳の特ผঈ٫੍౓ʯとʮ஍Ҭ医療構想実
現に向けた੫੍ાஔʢొ࿥໔ڐ੫ʣʯがԆ௕され
ることになった。Ҿき続き、֤方໘の৘ใऩूに
౒Ί、会һの医ۀ経Ӧにかかわる৘ใを提供して
いく。
　ྩ࿨ 3年౓からऔり૊んでいる医ۀঝۀࣄܧ
ʢࢁ口ݝのҕୗۀࣄʣは、ݝຽへの医療体੍を途
切れさͤないことを目的としておこなっている。
医療機関をৡ౉する側、ৡりडける側の྆者に
とってར༻しやすくཔれるシステムの構築とӡӦ
を行う。また、このシステムは医療৘੎をऔりר
くڥ؀のྲྀれにॊೈに対応できるようにݕ౼を重
Ͷる。

ʢ̍ʣ੫੍対ࡦ
ʢ̎ʣۀࣄঝܧ問題について、ࢢ܊医ࢣ会と連携
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会からの৘ใऩूࢣ医ݝͼଞٴ
ʢ̏ʣۀࣄঝܧに関するٞڠ会の։࠵ʢࢢ܊医ࢣ会、
関係機関ʣ

ʢ̐ʣۀࣄঝܧに関する説明ɾ相ஊ会の։ٴ࠵ͼ
相ஊ૭口

ʢ̑ʣײછ症౳のӨڹԼにおける医療機関の経Ӧ
໘の৘ใ提供

医療ै֬ऀࣄอରࡦ
、ありߍ�会ཱ؃護৬һཆ成ॴがࢣԼには、医ݝ　
の౒ྗにより、ক来を୲うߍ֤、の中گしい状ݫ
؃護৬һをഐ出している。֤ߍが๊える問題点は
応ื者数の減少、ٳ学ɾୀ学者の増加、ิ ॿۚ֬保、
ઐ೚教һ֬保、ࢣߨɾ実習施設֬保౳であり、実
内の؃護৬һは決しݝ、の医療現৔においてはࡍ
てॆ଍しているとは言えない。もし、؃護৬һの
ཆ成が不े分になった৔合は、ݝ内の؃護৬һ不
଍にますますഥंをかけることとなることから、
本会としては、Ҿき続き安定したӡӦのたΊの֤
छ支援を行っていく。また、ݝຽの݈߁と医療を
कるたΊにも、医ࢣ会ཱ؃護৬һཆ成ॴはܽかす
ことができないものであるたΊ、より一૚のཧղɾ
支援を得るベく、ݝ行੓や関係機関に、Ҿき続き
ಇきかけを行う。さらに、学ߍӡӦのࢢ܊医ࢣ会
ͩけでなく、ݝԼす΂てのࢢ܊医ࢣ会とも՝題を
。有していくڞ

ʢ̍ʣࢢ܊医ࢣ会؃護学ߍʢ院ʣ୲当ཧࣄɾ教຿
主೚合同ٞڠ会の։࠵

ʢ̎ʣ医ࢣ会ཱ؃護৬һཆ成施設へのॿ成
ʢ̏ʣ医ࢣ会ཱ؃護学ߍʢ院ʣに関する基本ௐࠪ
の実施

ʢ̐ʣ医ࢣ会ཱ؃護৬һཆ成ॴ問題への対ࡦ
ʢ̑ʣ中四۝஍۠医ࢣ会؃護学ٞڠߍ会への出੮
ʢ̒ʣ౎ಓ෎ݝ医ࢣ会؃護問題୲当ཧࣄ連བྷٞڠ
会への出੮

ʢ̓ʣࢁ口ݝ実習ࢦಋ者ཆ成ߨ習会डߨ者へのॿ成
ʢ̔ʣ日本।؃護ࢣ連བྷٞڠ会へࢍॿ会һとして
の加入

ʢ̕ʣ।؃護ࢣを対象としたスΩルアッϓݚम会
の։࠵時のॿ成

ʢ10ʣ中四۝஍۠医ࢣ会؃護学ٞڠߍ会への学ߍ

ʢ院ʣ年会අのॿ成
ʢ11ʣ؃護教һཆ成ߨ習会の通৴डߨ者の支援
ʢ1�ʣ医ࢣ会ཱ؃護学ߍʢ院ʣ入学ืू޿ใ活ಈ
౳ʢΦーϓンΩϟンパス։࠵時のॿ成をؚΉʣ
の支援

࿑຿ରࡦ
　医療に携わる人たちの労຿؅ཧは医ۀ経Ӧの基
本である。உঁޏ༻機会ۉ౳法、育児ɾհ護ۀٳ
法、労ಇ安全Ӵ生法など関係法ྩにより、医療機
関においても労຿؅ཧの重要性がೝࣝされなけれ
ばならない。関係機関と連携ɾٞڠしながら対応
していく。
վળ支援ηンڥ຿؀ۈ医療ݝ口ࢁが設ஔしたݝ　
ターは、֤医療機関における経Ӧ؅ཧ໘と労຿؅
ཧ໘において一体的な支援を行っている。必要に
応͡、当ηンターと৘ใ提供౳、連携して֤医療
機関の৬৔ڥ؀੔備に౒Ίていく。
　ಇき方վֵについては、ฏ成 �9年 3݄に実行
に関しࢣする医ࣄにैۀըがֳٞ決定され、医ܭ
ては、時ؒ外労ಇの্੍نݶの適༻がྩ࿨ �年 4
݄ 1 日まで༛予されている。それらを౿まえて
医療ैࣄ者について、ޙࠓもࠃや日本医ࢣ会から
の৘ใに஫視していきたい。また、日本医ࢣ会に
おいてʮ医療機関ۈ຿ڥ؀ධՁηンターʯが設ஔ
されたことから、本会としてもྗڠしていく。
　労຿に関しては、労ಇہ౳の関係当ہからの৘
ใをडけ、会һにप஌పఈをはかる。

ʢ̍ʣࢢ܊医ࢣ会労຿୲当ཧٞڠࣄ会の։࠵
ʢ̎ʣ育児ɾհ護ۀٳ法に基づく੍౓のීٴ
ʢ̏ʣ労ಇ安全Ӵ生法౳に基づく医療ैࣄ者の労
ಇ安全Ӵ生の֬保

ʢ̐ʣա重労ಇに対するݕ౼ɾ対ࡦ
ʢ̑ʣ労຿に関する関係ஂ体とのݕ౼会の։࠵
ʢ̒ʣ医療ैࣄ者のۈ຿ڥ؀վળ౳に関するऔり
૊Έ

医療ഇغ෺ରࡦ
　ഉ出ۀࣄ者としての৴པをࣦわないように、֤
医療機関に対して医療ഇغ෺の適ਖ਼ॲཧٴͼϚχ
フΣスト؅ཧのపఈをはかり、֤医療機関が適ਖ਼
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に؅ཧできるように、ݝ行੓や関係機関と連携し
ながら有༻な৘ใ提供ٴͼॿ言౳を行っていく。

ʢ̍ʣిࢠϚχフΣストのීٴଅਐ
ʢ̎ʣ医療ഇغ෺ॲཧに関する相ஊۀ຿のଅਐ
ʢ̏ʣ医療ഇغ෺適ਖ਼ॲཧのたΊのߨ習

ᶘɹͦͷଞۀࣄ
1ɹऩӹ
　実施ۀࣄをࡒ੓的に支えるたΊに、࣍のۀࣄを
実施する。

ʢ̍ʣ保ݥྉऩೲ代行ۀ຿
　主に会һを対象として生命保ٴݥͼଛ害保ݥの
保ݥྉのूۚۀ຿を保ݥ会社౳に代わって行うこ
とにより、生命保ݥ会社౳からूۚ代行手数ྉを
得る。

ʢ̎ʣ労ಇ保ࣄݥ຿૊合ۀ຿
　小ن໛のۀࣄ主である会һからҕୗをडけて、
労ಇ保ݥྉのਃࠂ、ೲ෇֤छಧけ出౳のۀ຿をࢁ
口労ಇہ௕のೝ可をडけて行う。

ᶙɹ๏ਓۀࣄ
1ɹ૊৫

ҏ౻ઐ຿ཧࣄ　౻ 原 ཧ ࣄ
౻ Ҫ ཧ 　　　　　　　ࣄ

会は医療のઐ໳Ոूஂとして、ʮ医ࢣ医ݝ口ࢁ　
ಓの高༲、医学ٴͼ医ज़の発達ฒͼにެऺӴ生の
向্をਤり、社会෱ࢱを増ਐすることʯを目的と
して、医療੓ࡦに基づき、ݝຽの݈߁保持増ਐを
ਤることを目的に、֤ छٞڠ会、ܒ発活ಈ、救ٸɾ
ࢣ医ݝ。害医療に関するऔり૊Έを行っているࡂ
会はݝຽの݈߁をकるたΊ医療提供体੍をҡ持ɾ
発లさͤる重要な໾ׂを持つ૊৫であり、またݝ
内の医ࢣをは͡Ίとする医療ैࣄ者を支える૊৫
でもある。ࠓ年౓のܭۀࣄըも、قઅ性インフル
Τンβと同͡ʮ5ྨʯへ移行ޙの $07*%19 છײ
症への対応、ಇき方վֵ、஍Ҭ医療構想、ࡂ害ɾ
救ٸ医療体੍の੔備、医療 %9、人ࡐ育成౳々、
׵重大なసࠓの՝題ばかりである。医療界はۓ٤
期にあり、஍Ҭ医療におけるʮ機能分化ʯとʮ連

携ʯが本格的に࢝まろうとしている。ίロφޙの
社会の変༰も視野に入れながら、数年ޙをݟਾえ
た஍Ҭの医療体੍の構築が必ਢである。先のݟえ
ない時代ではあっても、զ々は医療のઐ໳Ոूஂ
として、ݝຽのٻΊる安全ɾ安৺な医療提供体੍
の構築ɾॆ実に向けて౒ྗし、ੵۃ的に医ࢣ会活
ಈにࢀըɾݙߩできる૊৫であり続けるよう、あ
らΏる困難な社会৘੎にもଈ応できる向্৺とॊ
ೈ性を持った૊৫૑りを目ࢦしていく。

ʢ̍ʣදজ
　දজنఔに基づいて実施する。

ʢ̎ʣ৽入会һのݚम
　৽ن入会ୈ 1߸会һに対し、ݝ医ࢣ会のۀࣄ
֓要、保ݥ診療౳をは͡Ίʮ医のྙཧྖߝʯの९क、
医療ނࣄ๷ࢭ対ࡦ౳に関するݚमを実施し、஍Ҭ
医療における医ࢣ会活ಈへのཧղをਂΊるととも
に、医ࢣ会活ಈへのࢀ加やྗڠґཔを行う。

ʢ̏ʣௐࠪڀݚ
ᶃ定׺、ॾنఔ、会අ౳のॾ施ࡦについて定
。問するࢾҕһ会౳に౼ݕ౳׺

ᶄٸۓ՝題にはϓロδΣクトνーム౳を設ஔ
し、対応ࡦのݕ౼を行う。

ʢ̐ʣ৽ެӹ法人੍౓対ࡦ
　৽ެӹ法人੍౓に基づき、ԁ׈な法人ӡӦにऔ
り૊Ή。

ʢ̑ʣ฼体保護法ࢦ定医ࢣ関係
な連携のもと、฼体ີۓ産්人科医会とݝ口ࢁ　
保護法のཧ೦に則り、適切にࢦ定ɾߋ৽ٴͼݚम
౳を実施する。

ʢ̒ʣࢢ܊医ࢣ会との連携
ࣄり、実施࡞の機会を׵ަݟ会との意ࢣ医ࢢ܊　
化に౒Ίる。会һからڧ౳、一૚の連携࠵ڞのۀ
の意ݟɾ要๬、提言を೺Ѳし、ॾ施ࡦに൓өさͤる。

ʢ̓ʣドクターόンクのӡӦʢ医ࢣ౳のٻ人ɾٻ
৬対ࡦʣ
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　医֬ࢣ保のたΊに設ஔしているドクターόンク
をӡӦする。

ʢ̔ʣ医ࢣ会への入会ଅਐ
　医ࢣ会入会のϝϦットを఻え、ઐ߈医ɾݚम医
、຿医をは͡Ίとする会һ増に౒Ίる。またۈͼٴ
医ࢣ会の໾ׂや活ಈについてཧղをਂΊていたͩ
くたΊ、ྟচ実習前のࢁ口大学医学部 4年生を
対象にしたٛߨをҾき続き行うなど、एい医ࢣ౳
への入会ଅਐをੵۃ的にਤり、஍Ҭ医療へのݙߩɾ
医ࢣ会活ಈへのࢀըをਪਐする。

ʢ̕ʣ医療関係ॾஂ体との連携ڧ化
　஍Ҭ医療をԁ׈にӡӦしていくたΊに、ॾஂ体
との༑޷的な関係は大変重要である。三ࢣ会ɾ؃
護ڠ会ɾ病院ஂ体౳との࠙ஊ会において৘ใަ׵
をਂΊ、さらなるஂ݁をਤる。

ʢ10ʣ医ࢣ会ڞ同ར༻施設対ࡦ
　医ࢣ会病院、ྟচࠪݕηンター、医ࢣ会հ護保
同ར༻施設は、஍Ҭの݈ڞ会ࢣ関連施設など医ݥ
点として重要なڌをแׅした૯合ࢱɾ医療ɾ෱߁
໾ׂをՌたしている。しかし、施設の࿝ٺ化やຽ
ؒとのڝ合など、経Ӧ໘での大きな՝題を๊えて
いるところもある。
　ྟচࠪݕηンターでは、精౓؅ཧの重要性が問
われており、Ҿき続き精౓؅ཧのཱ֬にも౒Ίる。
๚問؃護ステーシϣンや在୐հ護支援ηンターな
どのհ護保ݥ関連施設では、医療とհ護の連携ਪ
ਐをਤり、経Ӧ໘での問題点についてॿ言や要๬
を行う。
　このような状گの中、全ࠃのڞ同ར༻施設の৘
ใをऩूし、提供するとともに、֤施設の৘ใަ
。を行う౼ݕのࡦの৔を設けるなどվળ׵
ᶃୈ 30ճ全ࠃ医ࢣ会ڞ同ར༻施設૯会へのࢀ
加ʢ9݄ 9ʙ 10日�Ԭࢁʣ

ᶄ日本医ࢣ会ྟচࠪݕ精౓؅ཧௐࠪใࠂ会へ
のࢀ加

ᶅࢢ܊医ࢣ会ڞ同ར༻施設୲当ཧٞڠࣄ会ʢ意
࠵会ʣの։׵ަݟ

ᶆ日本医ࢣ会ڞ同ར༻施設ݕ౼ҕһ会へのࢀ加

ʢ11ʣ医੓対ࡦ
　૯຿ল౷ہܭが �0�� 年 9 ݄にެදしたզが
のࠃ �5歳以্の高齢者人口は 3
��� ສ人となっ
ており、૯人口に઎Ίるׂ合ʢ高齢化཰ʣは、
�9�1� となり、�ҐのイタϦアʢ�4�1�ʣを 5ϙ
イント্ճっており、現在日本は世界に先ۦけて
୭も経験したことがない少ࢠ௒高齢社会をܴえて
いる。高齢者の増加によるࠃຽ医療අの๲்や医
となり、஍Ҭ医ࠁの஍Ҭภ在と診療科ภ在がਂࢣ
療構想、医ࢣ法ٴͼ医療法のվਖ਼、৽ઐ໳医੍౓、
医ࢣのಇき方վֵなどの医療੍౓վֵがਐΊられ
ているが、実ࡍに現৔でಇく人々の思いが੓ࡦや
行੓に൓өされなければ発లはない。ࠃຽが安৺
して医療をडけられるڥ؀の੔備するたΊには、
続的なಇきかけは必ਢであܧに対してのࡦの施ࠃ
る。医療現৔の੠を基に、医ࢣ会が目ࢦす医療੍
౓の࢟、医療提供体੍のվֵについて޿くࠃຽの
ཧղを得るベく৘ใ発৴ɾܒ発活ಈを行い、医ܥ
ٞһ、஍ݩબ出ٞһを通͡てࠃ੓、ݝ੓へ医療੓
。の提言を行っていくࡦ

ʢ1�ʣ社会ݙߩ活ಈのਪਐ
、会活ಈに対するཧղをਂΊるたΊࢣຽの医ݝ　
社会ݙߩ活ಈをਪਐする。

�ɹ؅ཧ
　医ࢣ会ӡӦٴͼ会ؗ؅ཧに関することを行う。
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令和 �年度
౎ಓ෎ݝ医ࢣ会޿ใ୲౰ཧٞڠࣄ会

と　き　令和 5 年 4 月 1� 日（໦）14：00 ～ 16：20

ところ　ΦϯϥΠϯ։࠵

ʦ報告：ৗ任ཧࣄ　௕୩઒ಸ௡ߐʧ

։ձѫࡰ
日本医師会௕　দ本٢郎　本ٞڠ会は �01� 年以
来、໿ �年Ϳりの։࠵となる。そのؒにも医療
関係者をऔりרくڥ؀は大きく変化し続けてお
り、ࠓ年は৽ܕίロφウイルスײછ症、医ࢣのಇ
き方վֵ、トϦϓルվ定の対応に加えて૊৫ڧ化
の問題などऔり૊Ή΂き՝題がੵࢁしている。私
どもはこれらのॾ՝題に対し、必要に応͡てه者
会ݟを行うなど、日本医ࢣ会の考えを説明してい
るところではあるが、会һの先生方からは日本医
ݟ会の考えがे分に఻わってこないなどの͝意ࢣ
をいたͩいており、վΊて޿ใ活ಈの難しさを௧
ຽにཧղしてࠃ会の活ಈをࢣしている。日本医ײ
もらうたΊにも、また、૊৫ڧ化をਤるたΊにも、
޿のࠃますます重要となる。全ޙࠓใの໾ׂは޿
ใ୲当ཧࣄの先生方におかれては、高いࣝ͝ݟの
Լ、日本医ࢣ会の޿ใに関する͝意ݟをおฉかͤ
いたͩくとともに、ࠃຽから৴པされる医ࢣ会の
イϝーδ࡞りと会һに向けたਖ਼֬でਝ଎な৘ใ発
৴に対するઈ大なる͝支援、͝ࢦಋをҾき続きお
。いしたいئ

ࣄٞ
1）೔ຊ医ࢣձͷ޿ใ׆ಈʹ͍ͭͯ

日本医師会ৗ任ཧ؜　　⅖ࠇ　ࣄ
1� ௚ۙͷओͳ޿報׆ಈ
　日本医ࢣ会は、ʮ日本医ࢣ会を஌ってもらうこ
とʯ、ʮ日本医ࢣ会のイϝーδアッϓをਤるʯとい
うೋつの؍点から、޿ใ活ಈにऔり૊んでいる。

ɾ೔ຊ医ࢣձのެࣜ :PV5VCF νϟϯωϧ
　ྩ࿨ �年౓に։設し、現在では日本医ࢣ会の
。ใ活ಈの重要なπールの一つとなっている޿
:PV5VCF νϟンωルには定例ه者会ݟのө૾や、

৽ܕίロφウイルスײછ症への対ࡦなどを佂Ἷ常
೚ཧࣄに分かりやすく説明していたͩいたಈըの
ほか、ࠃຽ向けのシンϙδウムやΦンラインηϛ
φーのಈըなどもࡌܝしている。ޙࠓも࣭とྔの
྆໘のॆ実をਤっていく。

ɾ-*/& の׆༻
　�0�� 年 3 ݄຤時点で、-*/& の݄ؒϢーβー
数はࠃຽの大൒の 9
300 ສ人と言われ、�0�1 年
�݄に実施されたௐࠪによると、年代にภりはな
い。そこで、ࠃຽのօ༷方が日本医ࢣ会に対して
持っているイϝーδを少しでもいい方向に変えて
いきたいと考え、特に医学部の学生やݚम医に
化の一ॿとしたいというڧっていたͩき、૊৫࢖
思いから、-*/& スタンϓを࡞成し、ແྉ഑෍を
行ったʢ現在は഑෍を終了ʣ。ޙࠓは、40ݸのス
タンϓを有ྉでൢചすることを考えている。さら
に、スタンϓのແྉ഑෍に合わͤて日本医ࢣ会の
-*/& ެࣜアカウントも࡞成した。スタンϓのແ
ྉ഑෍では、-*/& ެࣜアカウントに༑達௥加す
ることを要݅とし、ྩ࿨ 5年 4 ݄ 1 日現在で 4
ສ �
000 人の方に༑達のొ࿥をしていたͩいた。
౓はొ࿥いたͩいた方々にࠓ -*/& ެࣜアカウン
トを通͡て、日本医ࢣ会に関するさま͟まな৘
ใをਝ଎かつ適切に提供していきたいと考えてい
る。

ɾ೔ຊ医ࢣձΦϯϥΠϯηϛφʔ
　ঁ性の݈߁՝題である݄経トラϒル、ઁ৯障害
ʢڋ৯、ա৯ʣɾ૫ͤ、ঁ性のがん、ߋ年期との෇
き合い方ʢߋ年期障害ʣの 4つをテーϚにಈը
を੍࡞した。ಈըの中ではどんな症状があるのか、
を෇けなければならないことなどをؾ 4໊のઐ
໳Ոの先生方に説明いたͩいた。ಈըはঁ性の
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会ެࣜࢣिؒに合わͤて、日本医߁݈ :PV5VCF
νϟンωルにࡌܝしたほか、4ճに分けて全ࢴࠃ
にもその࠾࿥をࡌܝした。さらに、ߋ年期との෇
き合い方に関してはࠓ年౓、小ࢠ࡭も੍࡞したい
と考えている。

ɾಈըσʔλɺࢠ࡭のఏڙ
　ʮ教えてʂ日医܅ʙ৽ܕタόίもٵっちΌବ
目ʙʯや、ίロφへの対応などについて分かりや
すく説明したಈըをر๬者にσータで提供してい
る。会һͩけではなく大学やۀاからもਃしࠐΈ
が来るなど、多くの方々に活༻いたͩいている。
また、タόίの害について説明したࢠ࡭ʮېԎは
Ѫʯをر๬者に഑෇している。ޙࠓも多くの方々
に͝活༻いたͩけるよう、先生方やࠃຽのօ༷方
がݟたい、あるいはڵຯを持つಈըやࢠ࡭を࡞成
していきたいと考えている。

2� ಈͷ՝୊׆報޿ͷޙࠓ
ࢣใを行っていく্の՝題は、日本医޿、ޙࠓ　
会の૊৫ڧ化に向けた޿ใのॆ実、౎ಓ෎ݝʢ現
৔ʣの意ݟのू中ྗのڧ化、Ϛスίϛとの関係の
ҡ持ɾڧ化、そして適切な޿ใ手ஈのબ୒౳が挙
げられる。
ըとしا会੺ͻげ大৆の֦大ࢣ年౓、日本医ࡢ　
て、テϨϏ൪૊ʮ੺ͻげのいるまちʯの੍࡞をؠ手、
年౓ࠓ。のもとに実施したྗڠ会のࢣ医ݝౡ྆޿
はذෞٴͼࠤլの྆ݝ医ࢣ会のྗڠのもと、੍࡞
することになっている。この൪૊では、஍ݩの大
学の医学部生が੺ͻげ大৆あるいはޭ労৆のड৆
者を๚Ͷて、஍Ҭ医療に関わることの素੖らしさ
を体験し、また、ݝ医ࢣ会௕とともに஍Ҭの医療
՝題を一ॹに考え、その՝題のղ決のたΊに医ࢣ
会がどのような໾ׂを୲っているのかを学んでも
らう༷ࢠを์өした。学生の時から医ࢣ会に関わ
りを持つことは૊৫ڧ化にもܨがることであると
考えており、このاըはͥͻܧ続していきたいと
考えている。
　そのଞ、૊৫ڧ化ฒͼに現৔の意ݟのू中ྗの
ใサϙーターʢԾশʣʯ޿会ࢣ化として、ʮ日本医ڧ
の૑設をݕ౼している。޿ใサϙーターには、ए
手の先生方に就೚していたͩきたいと考えてお

り、医療現৔で問題となっていることなどを日本
医ࢣ会に௚઀、意ݟをͤدてもらうことなどを考
えている。また、ͤدられた意ݟを日本医ࢣ会の
੓ࡦに൓өすることができれば、会һであること
のやりがいにもܨげることができ、日本医ࢣ会は、
医療現৔のए手の意ݟを൓өできるஂ体であるこ
とを世に޿くアϐールすることもできるのではな
いかと考えている。
　૊৫ڧ化に向けた޿ใ活ಈとして、޿ใҕһ会
では日本医ࢣ会のイϝーδアッϓಈըの੡࡞や、
会のࢣに対する日本医߲ࣄ຿医の関৺が高いۈ
活ಈ౳をωットϝσΟアを࢖ってアϐールするこ
と、会һの෱རް生ʢνケットの会һׂҾなどʣ
౳をݕ౼している。

�）医ࢣձͷΠϝʔδΞοϓͷώϯτ
ి௨ύϒϦοΫɾΞΧ΢ϯτɾηϯλʔࣾ会૑ൃ室 
　ઓུϓϩσϡʔε෦ΞΧ΢ϯτϦʔυ

ت௡　मڵ
　ʮイϝーδʯとは、৺象、ҹ象や৺の中に思い
ඳくことである。ʮイϝーδアッϓʯとは、๬Ή
΂きҹ象があり、その๬Ή΂きҹ象を৳ばしてい
くਨ௚ܕと、෇加していくਫฏܕの྆໘がある。
ʮ医ࢣ会ʯというと、一ൠの方は৴པできる、ଚ
ڪ、Җ的ݖにٯ、できる、といったイϝーδやܟ
いというイϝーδをお持ちͩと思う。そこに例え
ば、ए々しい、ؾݩ、໘നい、ཧղがあるといっ
た、いろいろなܗ༰ࢺを෇加していくことがਨ௚
。がりを持たͤるということになる޿のܕਫฏ、ܕ
ใに必要な要素は、8IBUʢ何をʣ、8IPʢ୭޿　
にʣ、)PXʢどのϝσΟアでʣ、8IFO�8IZ�OPX
ʢなͥࠓʣという 4つの要素が大きい。8IBUʢ何
をʣと8IZ�OPXʢなͥࠓʣを考えると、ίロφ
の時にίロφの࿩をするというのはとても఻わる
が、ίロφがམちணいた時にίロφの࿩をしても
୭もݟてくれない、ಧかない。
　૯຿লの৘ใ通৴നॻをݟると、10 ʙ �0 代
は8FC 中৺の৽ഔ体世代で、30ʙ 40 代はテϨ
Ϗ౳のچഔ体と8FC のഔ体ࠞ合世代、50 ʙ �0
代は、テϨϏ中৺のچഔ体世代であることが分
かる。50ʙ �0 代のテϨϏ中৺のچഔ体世代は、
医ࢣ会に対するイϝーδができているので、その
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方々の持っているྑいイϝーδにண目して、ਨ௚
でアϓローνしていく必要がある。この世代はܕ
医療にۙく、੓ ɾ࣏経ࡁにີ઀な世代であるので、
来年のトϦϓルվ定に向けての意ܗݟ成をする৔
合、この世代を中৺に఻えることがྑいと思われ
る。8IBUʢ何をʣは医療੓ࡦ、)PXʢどのϝσΟ
アでʣはテϨϏɾ৽ฉ8、ࠂ޿IZ�OPXʢなͥࠓʣ
はトϦϓルվ定、と考えることができる。30 ʙ
40代のテϨϏ౳のچഔ体と8FCのഔ体ࠞ合世代
は、医療より経ࡁを意ࣝしている世代で、ਨ௚ܕ
とਫฏܕのアϓローνが必要である。8IBUʢ何
をʣは医療ɾ医ࢣ関連のもの、)PXʢどのϝσΟ
アでʣはテϨϏɾ৽ฉと8FC ల։、8IZ�OPXʢな
に、10ޙ࠷。ʣについては特にないࠓͥ ʙ �0
代の8FC 中৺の৽ഔ体世代は、医療を਎ۙにײ
͡ていない世代であり、ਫฏܕのアϓローνが必
要である。8IBUʢ何をʣは൴らが๬Ήことと日
医が๬Ήことをݟつける必要があり、)PXʢど
のϝσΟアでʣは8FC ల։、8IZ�OPX はਵ時、
である。൴らのいるフΟールドʢ8FCʣで、൴
らがڵຯを持つʮ8IBUʯを૑଄し、ڵຯɾ関৺
を਌ۙײに変化さͤ、それをཧղ、৴པに変化さ
ͤていかなければならない。
　ωット社会では、会社ɾஂ体のධՁは一ॠにし
てࣦわれる。そして、その構築には多大な時ؒと
ણࡉなۀ࡞が必要になる。医ࢣ会の৔合は、ࠃຽ
にدりఴっている࢟をਅ伨に఻えることが一൪の
ۙಓͩとݸ人的には思っている。

�）౎ಓ෎ݝ医ࢣձͷऔΓ૊みൃද
ᶃେࡕ෎医ࢣձ

大ࡕ෎医師会෭会௕　ࡕ本　　ӫ
　大ࡕ෎医ࢣ会では、対内的には෎医の主ுや活
ಈをཧղئう手ஈとして重要な໾ׂがある大ࡕ෎
医χϡースや、大ࡕ෎医ࢣ会ใがある。対内ɾ対
外的にはϗームϖーδ、対外的には大ࡕの医療と
෱ࢱを考えるެ։౼࿦会ʢ年 1ճʣ、ラδΦ์ૹ、
ຖ日৽ฉேץίラム、大ࡕ෎࿝人クラϒ連合会޿
ใࢽίラム、"5$ ΤイδϨスηンターʮΤイδ
Ϩス݈࠲ߨ߁ʯ、ত࿨ �0 年౓より年 1ճ、中高
年世代に向けた݈ܒ߁発と医ࢣ会活ಈに対する෎
ຽのさらなるཧղをٻΊることを目的としたシル

όー݈߁大学の։࠵や、ϝσΟカルカフΣ、ه者
会ݟなどを行っている。
　また、大ࡕ෎医ࢣ会に対する意ࣝௐࠪを行って
いる。医療Ϟχターをত࿨ 5�年から設ஔしてお
り、医療に関する問題点や提言などを医ࢣ会外の
ʮϞχターʯからٻΊ、会຿のӡӦと医ಓの高༲
にࢿすることを目的にしている。۠ࢢ܊医ࢣ会௕
ਪન者 5�໊と大ࡕ෎஍Ҭ医療ਪਐٞڠ会ਪન者
�5໊で構成されている。ྩ࿨ 4年౓の医療Ϟχ
ターからの意ݟɾ提言をݟると、ίロφՒ関係の
ものが࠷も多く、その࣍に大ࡕ෎医χϡースɾ医
会ใに関すること、医療ɾհ護੍౓に関するこࢣ
となどの意ݟが多かった。Ϟχター੍౓は、医療
についての問題点、提言、ײࡶなどʮ患者さん視
点での思いʯをٵい্げることに有ޮである。そ
のଞ、大ࡕ෎医ࢣ会һを対象にしたインターωッ
トௐࠪを行っており、安Ձɾਝ଎に会һ意ݟをू
໿している。また、�0 ʙ �9 歳のஉঁの大ࡕ෎
ຽを対象としたௐࠪを行っており、年代ɾ性ผɾ
஍Ҭผに෎ຽの意ݟをਝ଎にू໿し、医ࢣ会活ಈ
にࢿする有ޮな手ஈとなっている。

ᶄ޿ౡݝ医ࢣձ
ହ੓　࡚ؠ　ౡ県医師会෭会௕޿

ࢣ医ݝౡ޿、ใとして޿会では会内ࢣ医ݝౡ޿　
会଎ใをত࿨ �� 年より݄ 3ճ、発ץしている。
内༰はݝ医ࢣ会の活ಈใࠂ、会һަྲྀ、通஌จ
ॻ౳である。޿ౡݝ医ࢣ会଎ใは会һݶ定サーϏ
スʮ޿ౡݝ医ࢣ会 F� ใࣨʯとϝーϦンάϦス޿
トでも഑৴し、ϗームϖーδにもࡌܝし、会外޿
ใにも࢖༻している。そのଞ、ٸࢸかつ֬実に఻
える必要がある৔合、'"9 χϡースを全医療機
関にૹ৴している。会内ɾ会外޿ใとしてはϗー
ムϖーδがあり、ʮݝຽのօ༷へʯとʮ医ࢣのօ
༷へʯの �छྨのϖーδがある。会外޿ใとし
ては、޿ౡݝ医ࢣ会のΏるΩϟラʮもΈ͡医ʯが
'BDFCPPL に౤ߘし、さま͟まな৘ใを発৴して
いる。もΈ͡医は、会һからެืしたもので、ク
Ϧアファイルやϐンόッδ、医ࢣ会଎ใ౳の出൛
෺にもى༻している。なお、ΏるΩϟラάランϓ
Ϧにもࢀ加したことがある。そのଞの޿ใとして、
救ٸをテーϚにした小ࢠ࡭ʮ救ٸ小ࢠ࡭ʯの発行
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ʢ年 1ճʣや、四ࢣ会ٞڠ会ʢ޿ౡݝ医ࢣ会、޿
ౡࣃݝ科医ࢣ会、޿ౡݝༀࢣࡎ会、޿ౡ؃ݝ護ڠ
会ʣが主࠵で行うʮ޿ౡݝຽフォーラムʯʢ年1ճʣ、
ຽ์テϨϏہ主࠵のࢠどもと਌のたΊのイベント
へのࢀ加などを行っている。
ใのϓロが活ಈをධՁす޿、会ではࢣ医ݝౡ޿　
るとともに、޿ใ実຿の基本ઓུをاըɾཱҊ、
あるいはアドόイスしてもらうことを目的にʮ޿
ใઓུࣨʯを設ஔしている。޿ใઓུࣨでは、޿
ౡݝ医ࢣ会の޿ใ活ಈのධՁ、޿ใҕһ会が実施
する޿ใ実຿の基本ઓུのࡦ定、޿ౡݝ医ࢣ会の
イϝーδアッϓのたΊの基本ઓུのࡦ定、ઓུ的
な޿ใഔ体のબ定を行っている。޿ౡݝ医ࢣ会は、
全てのۀࣄに対して、׭ɾ学ɾຽ一体のʮΦール
ใઓ޿、ౡʯをϞットーに会຿をӡӦしており޿
ུࣨは׭ʢ޿ౡݝʣ、学ʢ޿ౡ大学ʣ、ຽʢຽ法テ
ϨϏہやެ์ڞૹࠂ޿、ہ代ཧళや஍ݩ৽ฉ社ʣ

で構成されている。޿ใઓུࣨの提Ҋにより、テ
ϨϏやラδΦ出ԋ、৽ฉऔࡐ、৽ฉܒ発ܝࠂ޿
などを৽ݟ者会ه、ඃര఻ঝίーφー։設、ࡌ
たに行った。そのほか、ϗームϖーδのスϚート
フォン対応について提Ҋがあり、ޙࠓ、対応する
予定である。
ใのϓロ޿、ɾ学ɾຽ一体׭、会はࢣ医ݝౡ޿　
で૊৫された޿ใઓུࣨと޿ใҕһ会を中৺に、
会をよく஌っていࢣ医ݝౡ޿会会һにࢣຽと医ݝ
たͩき、ݝຽのたΊの医ࢣ会、会һのたΊの医ࢣ
会を実現できるように、ϝσΟアとྗڠしながら、
またあらΏるഔ体を༻いて、より一૚ޮ཰的でޮ
Ռ的な޿ใ活ಈを続けていきたいと考えている。

　医ࢣに関するٻ人のਃࠐをडཧします。たͩし、ਃࠐの内༰が、法ྩҧ൓そのଞ不適切である৔
合にはडཧしまͤん。
　なお、医ࢣ以外に、؃護ࢣ、์ࣹઢٕࢣ、ӫཆ࢜、医療ٕज़者、ཧ学療法࢜、ۀ࡞療法࢜もऔ扱
います。
ࠐ入の্、おਃしه人ථに͝ٻ人者ຢは代ཧ人は、原則として௚઀当঺հॴにෝいて、ॴ定のٻ　
Έくͩさい。
　たͩし、௚઀来ॴできない時は、༣ૹでもࠩし支えありまͤん。
。৚݅を明ࣔしてくͩさい༺ޏそのଞのקには、௞ۚ、労ಇ人ࡍのࠐ人ਃٻ　
。いますئ৽৘ใは当会ϗームϖーδにて֬͝ೝ࠷　

　問い合わͤ先ɿࢁ口ݝ医ࢣ会医ࢣ౳ແྉ৬ۀ঺հॴ
　　　˟ ٢ෑԼ౦ࢢ口ࢁ　�53�0�14 3�1�1
ہ຿ࣄ会内ドクターόンクࢣ医ݝ口ࢁ　　　　
　　　　　5&-ɿ0�3�9����510　'"9ɿ0�3�9����5��　&�NBJMɿJOGP!ZBNBHVDIJ�NFE�PS�KQ
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令和 4年度
学校心臓検診精密検査医療機関研修会

と　き　令和 4 年 12 月 4 日（日）15：10 ～ 16：40

ところ　山口県医師会 6 階　会議室

（1）小児科からみた移行期医療
九州大学病院小児科講師　永田　　弾

移行期医療がなぜ必要とされているのか
　世界人口が増加する一方で、日本の人口は減少
の一途をたどっている。これは、出生数の減少に
よるところが大きい。しかしながら、医療的ケア
を必要とする児は徐々に増加傾向にあり、小児慢
性特定疾患対象患児の多くが成人に到達してきて
いる。例えば、40 年ほど前はファロー四徴症の
患児は 5人に 1人しか救えなかった時代であっ
たが、現在では多くの患児を救命できるように
なってきた。これは小児科学の中の多くの分野で
言えることであり、以前は救命さえできなかった
疾患が救命できるようになった。そのような患児
はどこかでフォローが終了するわけではなく、一
生涯を通して医療との関わりを必要とする。小児
科医もそのような現実を目の当たりにし、移行期
医療の必要性が高まっている。

移行期医療とは
　小児科にかかるのは何歳までなのか。これは特
に決まった年齢はない。小児期から慢性疾患を有
する児はいずれ成人になり、高齢となっていく。
そのようなライフサイクルにおいて、私たち小児
科医は患児に一生涯を通して適切な医療を提供し
ていきたいと考えている。そのようなシステムを
構築していくことが移行期医療であり、移行期支
援と言える。

移行期医療をすすめていくために
　小児科学会によると、自己決定の原則、加齢に
よって変化する病態や合併症への対応、人格の成
熟に基づいた対応と年齢相応の医療が移行期医療

に関する提言として挙げられている。小児科医が
成人患者を診ることの問題点として、小児科では
病状の説明などは保護者へ行われ、保護者との関
係性が重要視される。成人では本人への説明や同
意が必要となり、医療の主体が変化してくる。ま
た、妊娠や出産、生活習慣病や癌に対する診療、
就労などの社会支援は不慣れな部分がある。さら
に、小児科の外来や入院施設は成人を対象とした
ものではなく、ベッドのサイズなどの設備そのも
のが成人とは異なり、成人患者が小児科病棟へ入
院することは難しいことが予想される。移行期医
療の三本柱は診療連携、患者教育、社会保障であ
り、いずれも大切な要素と考えられる。

診療連携
　小児科は先天性の疾患に精通しているが、生活
習慣病や癌の診療は不得手な部分がある。一方で、
小児科のカウンターパートとなる内科では、加齢
に伴う疾患は通常の診療の中で行っていることで
あるが、小児科で扱うような特に先天性の疾患を
診療する機会は少ない。そのような背景の中で、
内科としては経験のない疾患は診れないのではな
いかという不安や、発達障害を持つ患者さんへの
対応は困難かもしれないという思いがあり、小児
科側としては、そのような患児を診てもらえない
のでないかという不安がある。また、自分しかこ
の患児を診れないという思いも重なっている可能
性がある。
　移行期医療のパターンとしては 3つが挙げら
れており、ある年齢になったら完全に内科へ移行
する方法、内科と小児科の併診を続けていく方
法、小児科が内科診療を行っていく方法がある。
これは疾患による要素も大きいと考えられ、移行

講演及び報告：九 州 大 学 病 院 小 児 科 講 師　永田　　弾 
九州大学病院循環器内科特任助教　坂本　一郎[ ]
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がしやすい疾患としては、先天性৺疾患、ਛ不全、
てんかん、᡼原病、ߕ状થや౶೘病などの内分ൻ
疾患が挙げられる。先天代ँ異常や໔Ӹ不全など
は小児科の併診が必要な疾患なのもしれない。ज
ᙾについては、۝भ大学病院では ":" 世代フォ
ローアッϓがあり、小児期に化学療法を行った
その合併症に対応し小児科と内科が連携したܗを
とっている。発達障害や重౓৺਎障害児について
は、入院施設の՝題もあり、ޙࠓղ決していかな
ければならない部分と考える。在୐医の重要性も
増している分野であろう。

ҭڭऀױ
　患児はいずれ成人になるということをೝࣝし、
保護者もそれをཧղする必要がある。疾患に関す
るཧղ、なͥ病院にかかっているのかを徐々にཧ
ղしていかなければならない。成人移行支援ίア
Ψイドによると、3歳以߱では本人へॲஔやࠪݕ
についてできるͩけ説明し、�歳以߱では病໊の
஌や疾患の説明を行い、13ࠂ 歳以߱では患者自
਎がϔルスϦテラシーを֫得するよう支援してい
くことが؊要とされている。日常診療の中で、患
者教育を実ફしていくには、医ࢣのྗͩけでは଍
りないことは明നであり、医療者全体でऔり૊Ή
՝題であろう。

ࣾձอো
　慢性疾患に関する法཯は、児ಐ෱ࢱ法、難病法、
障害者૯合支援法であり、小児慢性特定疾患は児
ಐ෱ࢱ法に、ࢦ定難病は難病法にҐஔづけられて
いる。小児慢性特定疾患もࢦ定難病もվਖ਼が加え
られ続け、年々対象疾患は޿がっているが、小児
慢性特定疾患がそのままࢦ定難病に移行できるわ
けではない。小児慢性特定疾患はر少疾患である
ことは基४ではないが、ࢦ定難病はر少疾患であ
ることがٻΊられる。֤஍Ҭで小児慢性特定疾患
をもつ児ಐに対する自ཱ支援を行っており、ޙࠓ
このような行੓の活ಈがさらに޿がっていくこと
を期଴したい。

͓ΘΓに
　移行期医療はいくつかの՝題があるものの、

社会全体でऔり૊Ή分野であり、慢性疾患を持つ
どもたちが大人になり、社会に出ていくのをサࢠ
ϙートする支援の࢓૊Έであり、医ͩࢣけでなく
いろいろな৬छでऔり૊んでいきたいと思う。

（�）෱Ԭݝʹ͓͚Δ੒ਓઌఱੑ৺࣬ױ਍療
九州大学病院循環器内科特任助教　坂本　一郎
は͡めに
　先天性৺疾患に対する外科࣏療の成੷向্に
伴い、先天性৺疾患を持って生まれたࢠどもた
ちの多くが成人に到達する時代になった。大人に
なった先天性৺疾患は成人先天性৺疾患ʢ"EVMU�
DPOHFOJUBM�IFBSU�EJTFBTFɿ"$)%ʣとݺばれ、本
๜では �0世ل຤には "$)%の患者数が小児の先
天性৺疾患の患者数よりも多いことがใࠂされて
おり 1ʣ、現在 50ສ人以্の "$)%患者がࠃ内に
いると言われている。
　本๜では先天性৺疾患診療はྺ࢙的に小児॥؀
医が診療してきたが、"$)%患者数が増加の一途ث
をḷっていること、入院診療が必要なࡍに小児病
棟に入院することの問題などもあり、成人の॥؀
内科医のث "$)%診療へのࢀ加が期଴されてきた。
ԋでは۝भ大学病院でのߨճのࠓ　 "$)% 診療
のྺ࢙と現状について発දを行い、ޙࠓの本๜に
おける "$)% 診療のあり方を、成人॥ث؀内科
医のཱ৔から考えてΈたい。

੒ਓઌఱੑ৺࣬ױの෼ྨ
　先天性৺疾患はその疾患数の多さから、成人॥
内科医にはཧղが༰қではない。そこでච者ث؀
は "$)% をཧղしやすくするたΊに、ਤ 1のよ
うに分ྨすることをਪ঑する。このように分ྨす

ਤ 1
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ることで、疾患୯Ґでの分ྨではなくなるが、成
人期の問題点がཧղしやすくなると考える。ະम
෮の୯७৺ܗحは৺๪中ִܽଛ症や৺ࣨ中ִܽଛ
症などが多く、成人॥ث؀内科医にもೃછΈがあ
りཧղも難しくはない。ෳࡶ৺ܗحのೋ৺ࣨम෮
ज़ޙはさま͟まな疾患がؚまれるが、ೋ৺ࣨ॥؀
であり成人॥ث؀内科医にもཧղはしやすい。た
ͩし、疾患͝とのղ๤のཧղと、ഏಈ຺หด࠯不
全症など成人॥ث؀疾患にはない病態のཧղは必
要になる。一方、'POUBO ॥؀はഏ॥؀に৺ࣨを
有さない特घな॥؀であり、成人॥ث؀内科医に
は全くೃછΈがない。'POUBO 関連؊ଁ病ʢ'POUBO�
BTTPDJBUFE�MJWFS�EJTFBTFɿ'"-%ʣとݺばれる؊ଁ
の問題をは͡Ί、৺ଁ以外の問題も多く、"$)%
をઐ໳とする医ࢣが診療するのが๬ましい。同༷
にνアϊーθ࢒ଘ症例が成人期まで生ଘすること
はكであり、原疾患もさま͟まで問題点もさま͟
まで、"$)%をઐ໳とする医ࢣであっても、その
診療は༰қではない。"$)%にೃછΈのない成人
॥ث؀内科医もະम෮の୯७৺ܗحやෳࡶ৺ܗح
のೋ৺ࣨम෮ज़ޙなどから "$)% 診療に関༩し
ていくとྑいと思われる。

෱Ԭཱ͜ࢢͲ΋පӃかΒの移行
　۝भ大学病院 "$)% 外来のྺ࢙は෱Ԭཱࢢこ
ども病院からの移行のྺ࢙といってもա言ではな
い。෱Ԭཱࢢこども病院はྦྷੵ手ज़数が 13
000
例を௒えるࠃ内有数のϋイϘϦϡームηンターで
ある。一方で、ʮこども病院ʯであるがΏえに成
人になった患者の診療には੍ݶがあり、ૣくから
移行の必要性を考えていた。෱Ԭཱࢢこども病院
は手ज़数が多いͩけでなく、ෳࡶな先天性৺疾患
患者が۝भ全体からूまるという特徴もあり、成
人ޙに৺ଁ移২などの特घな࣏療が必要となる患
者が一定数出てくることもݒ೦され、۝भ大学病
院と診療連携を行うことになった。

۝भେֶපӃ "$)%֎དྷのྺ࢙
　෱Ԭཱࢢこども病院からは �000 年͝ろから成
人になった患者が۝भ大学病院に঺հされること
はあったが、ܥ౷的な患者の移行ではなかった。
成人になったたΊ、۝भ大学病院に঺հになっ

た患者を外来୲当医がݸ人ݸ人で୲当している
ͩけのઐ໳性の௿い診療であった。�009 年より
"$)%外来を࡞り、॥ث؀内科医と小児॥ث؀医
がྗڠして外来ɾ入院診療を行うようになった。
�014 年౓には෱Ԭཱࢢこども病院の移సがあ
り、移行患者数は大きく増え、以ޙも年ؒ 100
໊ఔ౓の患者が移行してきているʢਤ 2ʣ。また、
当ॳは少なかった移行目的以外の "$)% 外来ड
診患者数もӈ্ݞがりに増加しており、ۙ࠷で
は෱Ԭཱࢢこども病院からの移行患者よりも多
くなっている。これらの "$)% 外来の৽ن঺հ
患者はྦྷੵ �
000 ໊を௒え、その中でも数が多
いのは 50' ज़1$5、0'�1%4"、ޙ$ ज़ޙになる
ʢਤ �ʣ。一方、෱Ԭཱࢢこども病院からの移行患
者は 5$1$ ज़ޙや 50' ज़ޙといったෳࡶ৺ܗح
ज़ޙ症例が多いのが特徴であるʢਤ 4ʣ。

۝भେֶපӃͰの "$)%診療のݱঢ়
　্ड़の͝とく、۝भ大学病院では෱Ԭཱࢢこど
も病院とそれ以外の病院からόランスྑく患者が
঺հされており、ܰ症から࠷重症にࢸるまで෯޿
い疾患܈の "$)%患者が通院している。෱Ԭཱࢢ
こども病院からの移行患者数は安定してきている
一方で、外来患者数の増加に伴って入院でࠪݕɾ
࣏療が必要になる患者は増加してきているʢਤ 5ʣ。
入院の目的は、৺๪中ִܽଛ症に対するカテー
テルด࠯ज़ 'BMMPU 四徴症をは͡Ίとしたೋ৺ࣨम
෮ज़ޙ患者の࠶手ज़前ࠪݕ、'POUBO 手ज़ޙ患者
の৺ଁカテーテルࠪݕɾ࣏療などが多く、年ؒ
�00 ໊が入院している。ۙ࠷ではٸۓで入院に
なる症例もあり、中でもײછ性৺内ບԌは௕期の
入院期ؒを要すること、கࢮ的な疾患であること
から大きな問題となっている。

છੑ৺಺ບԌײのऀױ%($"
છ性৺内ບԌは、発症཰は高くないが、いっײ　
たん発症すると的֬な診அのもと、適切に૗ޭす
る࣏療を行わなければ生命をڴかす疾患である。
その診அには݂ӷഓཆでײછ性৺内ບԌにయܕ的
な病原ඍ生෺がೝΊられることと、৺Τίーなど
のը૾診அで৺内ບ障害ॴݟをೝΊることからな
される。"$)% 患者では、ज़ޙ患者が多いこと、
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またӈ৺ܥの病変や人޻෺が多いことなどから、
৺ΤίーでのධՁが難しいことも多い。
　そこで۝भ大学病院では、'%(�1&5 を༻いた
"$%)患者のײછ性৺内ບԌの診அ཰に関するݚ
を行ったڀ �ʣ。1� 人のײછ性৺内ບԌと࠷終診
அした患者のうち、ॳճの経ڳนٴͼ経৯ಓ৺Τ
ίーでײછ性৺内ບԌのॴݟが明らかでなかった
11໊では、9໊が '%(�1&5 ではཅ性ॴݟをೝΊ
ており、診அに有༻であることをใࠂした。もち
ろん、全ての症例で '%(�1&5 が有༻というわけ
ではなく、ӈ৺ܥの人޻෺を有する症例で特にそ
の有༻性が高かった。
で外科的ٸۓɾ४ٸۓછ性৺内ບԌのようなײ　
࣏療が必要になる病態に対して、"$)%に対する
外科手ज़を多く行っている۝भ大学病院のような
成人先天性৺疾患૯合म࿅施設での加療が๬まし
いと考えられる。

஍ํに͓͚る "$)%診療の՝୊と໰୊఺
　ۙ年、日本成人先天性৺疾患学会がಠ自のઐ
໳医とઐ໳医૯合ɾ連携म࿅施設を定Ί、ࠃ内
に஍Ҭࠩなく "$)% 診療ができるような࿮૊Έ
を࡞成した。しかし、ઐ໳医やम࿅施設は౎ࢢ部
にू中しており、�0�0 年のஈ֊で۝भɾԭೄ஍
方には成人先天性৺疾患૯合म࿅施設は 5施設、
成人先天性৺疾患連携म࿅施設は 4施設しかな
い 3ʣ。そのうち෱Ԭݝ内には成人先天性৺疾患
૯合म࿅施設が 3施設、成人先天性৺疾患連携
म࿅施設が 1施設あるが、े分な数のઐ໳医が
いて "$)%診療にઐ೦できているわけではない。
成人先天性৺疾患ઐ໳医についても、෱Ԭݝ内
には 13 ໊がいるが、9໊が小児科医、�໊が外
科医、�໊が成人॥ث؀内科医というのが現状で
ある。先天性৺疾患患者の൒数以্が成人であり、
�0�� 年には॥ث؀ઐ໳医が 15
�05 ໊、小児॥
ઐ໳医がث؀ �30 ໊であることを考えると、や
はり成人॥ث؀内科医がこのྖҬに多くࢀըする
ことはඇ常に重要であると考える。
　一方で医ࢣの஍Ҭؒ格ࠩがあること、想定を্
ճるスϐードで少ࢠ化がਐんでいることから、必
ずしも成人॥ث؀内科医ͩけが "$)% 診療をし
なければいけないということではない。஍Ҭの

ਤ 2

ਤ �

ਤ 4

ਤ 5
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医ࢣのόランスによっては、ࠓまでのように小児
॥ث؀医を中৺に "$)% 診療を行っていくこと
も一つのスタイルと思われる。その஍Ҭにݟ合っ
た "$)% 診療の体੍を、成人॥ث؀内科医と小
児॥ث؀医がྗڠして࡞っていることが重要と考
えられる。

͓ΘΓに
　"$)%はまͩまͩ発ల途্のྖҬで、その診療
体੍も定まっていない஍Ҭも多い。たͩ、患者が
増え続けることはؒҧいなく、ޙࠓは医ࢣのΈな
らず、多৬छもרきࠐんでよりྑい医療を提供で
きるようにしていく必要があると考える。

ݙจߟࢀ
1ʣ4IJOB� :
 � 5PZPEB� 5
 � ,BXBTPF� :
 � FU � B M ��
1SFWBMFODF�PG�BEVMU�QBUJFOUT�XJUI�DPOHFOJUBM�IFBSU�
EJTFBTF�JO�+BQBO��*OU�+�$BSEJPM���011�14��13�1��
�ʣ*TIJLJUB�"
�4BLBNPUP� *
�:BNBNVSB�,
�FU�BM��
6TFGVMOFTT�PG�1�'�'MVPSPEFPYZHMVDPTF�1PTJUSPO�
&NJTTJPO�5PNPHSBQIZ�$PNQVUFE�5PNPHSBQIZ�
JO� UIF�%JBHOPTJT� PG� *OGFDUJWF�&OEPDBSEJUJT� JO�
1BUJFOUT�8JUI�"EVMU�$POHFOJUBM�)FBSU�%JTFBTF��
$JSD�+��5�1505�1513�
3ʣ:BP�"
� *OV[VLB�3
�.J[VOP�"
�FU�BM��4UBUVT�PG�
BEVMU�PVUQBUJFOUT�XJUI�DPOHFOJUBM�IFBSU�EJTFBTF�JO�
+BQBO��5IF�+BQBOFTF�/FUXPSL�PG�$BSEJPWBTDVMBS�
%FQBSUNFOUT�GPS�"EVMU�$POHFOJUBM�)FBSU�%JTFBTF�
3FHJTUSZ��+�$BSEJPM���0����0�5�5�531�

ձϝʔϧϚΨδϯの͓஌Βͤࢣ医ݝޱࢁ

。会では、ϝールϚΨδンにより会һのօ༷へより多くの৘ใをおಧけいたしますࢣ医ݝ口ࢁ���　
���ͥͻ、͝ొ࿥をおئいします。
�　��ϝールϚΨδン഑৴を͝ر๬の方は、ᶃຢはᶄの方法で͝ొ࿥くͩさい。
�　　　ᶃεϚʔτϑΥϯͷํ
　　　　ӈの23ίードからアクηスし、必要߲ࣄを入ྗしてくͩさい。

�　　　ᶄύιίϯͷํ
　　　　yamajoho@yamaguchi.med.or.jpへϝールをおૹりくͩさい。
　　　　ʢંりฦし、ొ࿥に関する͝Ҋ内をお஌らͤいたします。ʣ
���ɾ本ϝールϚΨδンは഑৴ઐ༻です。
���ɾ͝連བྷいたͩきましたϝールアドϨスは本ۀࣄでのΈར༻し、ଞに提供はいたしまͤん。



ྩ࿨ 5年 �݄ 会ใࢣ医ݝ口ࢁ ୈ1954 ߸

395

して、会һの先生方のࢦ会では、本会ใのίンテンπのさらなるॆ実を目ࢣ医ݝ
原ߘをืूします。�
Լهの 4 つのίーφーのうち、͝ڵຯɾ͝関৺のあるίーφーがありましたら、

;るって͝౤ߘくͩさい。�

対象をʮ։ۀ 3 年以内ʯຢはʮ病院の৽科௕ʯとさͤていたͩきます。�
現在の状گ、৺ڥや医療に対する思い、झຯ౳�

主として、医療ɾ医学に関するものをืりますʢྩ࿨̐年݄̎よりʣ。

एき日ʢ੨य़時代ʣの思い出ばなしなどɾɾɾ�

自院の先୺医療の͝঺հ�

1�ʮࣈ数ɿ3
000 ఔ౓、ࣸਅɿ3ࣈ ຕఔ౓ʯと౷一さͤていたͩきましたので、֬͝
ೝいたͩきますようおئいいたします。�

�
��原ߘの内༰につきましては、提出されたཌ݄に։࠵する޿ใҕһ会でݕ౼さͤて
いたͩき、࠾൱につきましては同ҕһ会に͝一೚くͩさい。৔合によってはࡌܝ
をおஅりすることがあります˞。�
˞ެংྑଏに൓するもの、 ੓࣏ɾफ教に関するもの
はࡌܝできまͤん。� �

�

�に関するお問い合わͤ先ࡉৄ

� �૯຿՝内�会ใฤू係ہ຿ࣄ会ࢣ医ݝ口ࢁ
� � � 5&-ɿ0�3�9����510� � '"9ɿ0�3�9����5���
� � � &�NBJMɿLBJIPV!ZBNBHVDIJ�NFE�PS�KQ�
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令和 4年度�೔ຊ医ࢣ会医療৘ใγεςϜٞڠ会

と　き　令和 5 年 2 月 25 日（౔）14：00 ～ 1�：40

2 月 26 日（日）10：00 ～ 15：20

ところ　8FC ։࠵

　日本医ࢣ会の௕ౡެ೭�常೚ཧࣄを૯合࢘会と
するඪٞڠه会が։࠵された。ࠓճはਆಸ઒ݝ医
年౓同༷8FCࡢ、会の୲当でࢣ ։࠵となった。

1 ೔໨（�݄ �� ೔）
։ձѫࡰ

দ本日医会௕　先生方には、৽ܕίロφウイルス
છ症、発೤外来をؚΊ஍Ҭ医療をकる医療提供ײ
体੍のݎ持のཱ྆に͝ਚྗいたͩき、ਂくँײਃ
し্げる。
　੓෎が৽ܕίロφウイルスײછ症のҐஔ෇けを
本年 5݄ �日より、現在のʮ�ྨ相当ʯからʮ5ྨʯ
に変ߋする。日医は、ࠃຽや保݈ɾ医療の現৔に
ࠞཚを生͡さͤず、ࠃຽの生命ٴͼ݈߁をकりな
がらԁ׈に移行さͤるたΊ、現৔の੠をे分に౿
まえた্で、ສ全の対ࡦを͡ߨていたͩくようٻ
Ίている。
年౓にҾき続き8FCࡢ、会はٞڠ年౓のࠓ　 ։
からूまって਌ກをਂΊるࠃとした。例年、全࠵
ことをָしΈにされている先生方やࣄ຿ہһもお
られるٞڠ会なので、大変࢒೦ではあるが、多く
のࢀ加ਃしࠐΈをいたͩき、৺よりおྱਃし্げ
る。
ࢣ医ݝのਆಸ઒ݝճのϝインテーϚは、୲当ࠓ　
会から͝提Ҋいたͩいたʮ医療 %9�0�3　%9ਪ
ਐの現状とক来のల๬ʵ%9ਪਐのたΊにできる
こと、す΂きことʵʯとさͤていたͩいた。
　まず、։会ࣜの前に、ٱ々に医ࢣ会ࣄ຿ہ向け
のηッシϣンを設けて、医ࢣ会のサイόーηΩϡ
ϦテΟ対ࡦのߨԋや、医ࢣ会の *5 活༻のࣄ޷例
のใࠂをいたͩいた。このޙのηッシϣンʮ医療

%9に対する日本医ࢣ会の考えʯでは、ࠃຽと医
療現৔にਅに໾にཱつ医療%9をਪਐするたΊの
日医の考えをใࠂする。続くηッシϣンʮࠃがΊ
͟す医療 %9ʯでは、Φンラインࢿ格֬ೝや、ి
。いたͩくࠂॲ方ᝦについて、ް労লから͝ใࢠ
本日ޙ࠷のηッシϣンʮ医療৘ใのඪ४化がΊ͟
すະ来ʯでは、医ࢣの考える医療৘ใのඪ४化や
カルテのある΂き࢟、1)3ࢠి のීٴとར༻ଅ
ਐについて͝ใࠂいたͩく。
　�日目ޕ前のηッシϣンʮ஍Ҭ医療৘ใ連携
ωットϫークʯでは、ʮ஍Ҭ医療৘ใ連携ωット
ϫークʯとʮ全ࠃ医療৘ใϓラットフォームʯと
の੔合性やޙࠓのల๬について͝ใࠂいたͩく。
�日目ޙ࠷、ޙޕのηッシϣンʮサイόーηΩϡ
ϦテΟʯでは、%9をਐΊる্でのۓ٤の՝題で
ある、医療機関におけるサイόーܸ߈からの予๷、
ॳ期対応、ૣ期෮چについて、ް労ল、内ֳサイ
όーηΩϡϦテΟηンター、࡯ܯி、*1" といっ
た関係লிやஂ体それͧれの໾ׂを明֬化し、連
携して医療機関をकっていくϝッηーδを発৴す
る。
会が先生方にとって有意ٛなٞڠに、このޙ࠷　
ものとなることをف೦して、私のѫࡰに代えさͤ
ていたͩく。

ᶗ � 医療 %9ʹର͢Δ೔ຊ医ࢣձͷ͑ߟ
日本医師会ৗ任ཧࣄ　௕ౡ　ެ೭

�ʣࠎଠํ਑に͓͚る医療%9の঺հ
　ް労লがਐΊてきたさま͟まなσータϔルスվ
ֵを発లさͤるܗで、�0�� 年 �݄にֳٞ決定さ
れたʮ経ࡒࡁ੓ӡӦとվֵの基本方਑ �0��ʢࠎ

ϝΠϯςʔϚ
医療%9����ɹ%9ਪਐのݱঢ়とকདྷのల๬
ʵ%9ਪਐのためにͰ͖る͜とɺす΂͖͜とʵ
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ଠの方਑ �0��ʣʯの中に医療ɾհ護分野での %9
がࡌهされた。この中でʮ全ࠃ医療৘ใϓラット
フォームの૑設ʯ、ʮిࢠカルテ৘ใのඪ४化౳ʯ
ͼʮ診療ใुվ定%9ʯというٴ 3つの柱がある。
　全ࠃ医療৘ใϓラットフォームは、Φンライン
格֬ೝ౳システムのωットϫークを֦ॆし、すࢿ
でにӾཡ可能であるϨηϓトɾ特定݈診౳৘ใに
加え、ޙࠓは予๷઀छ、ిࢠॲ方ᝦ৘ใ、自࣏体
カルテ౳の医療ʢհ護をؚΉʣ全ࢠి、診৘ใݕ
ൠにわたる৘ใについてڞ有ɾަ׵できる全ࠃ的
なϓラットフォームを૑設するとされている。஀
生から現在までの生涯にわたる保݈医療σータが
自分自਎で一ݩ的に೺Ѳ可能となり、また、本人
同意のԼで、全ࠃの医療機関౳が必要な診療৘ใ
をڞ有することにより、切れ目なく࣭の高い医療
のड療が可能となる。保݈医療σータを活༻した
࣭の高い݈߁サーϏスの提供やೋ࣍ར༻による૑
ༀ、࣏験౳のଅਐの 3つを目的としている。
有ڞカルテ৘ใのඪ४化౳は、医療৘ใのࢠి　
やަ׵を行うに当たり、৘ใの࣭の୲保やརศ性ɾ
ਖ਼֬性の向্の؍点から、そのࣜܗ౳を౷一する。
そのଞ、ඪ४ࢠిܕカルテのݕ౼や、ిࢠカルテ
σータを、࣏療の࠷適化や "* ౳の৽しい医療ٕ
ज़の։発、૑ༀのたΊに有ޮ活༻することがؚま
れる、とされている。実現す΂きこととして、ඪ
४ن格を定Ίる৘ใのൣғを֦大、行੓手続に࢖
༻されるものをඪ४化ɾσδタル化し、行੓手続
のϫンストッϓ化のଅਐ、ඪ४ن格に४ڌしたク
ラウドベースのిࢠカルテʢඪ४ࢠిܕカルテʣ
の։発をݕ౼する。これにより、全ࠃ医療৘ใϓ
ラットフォームの֦大にد༩する。
　診療ใुվ定%9は、σδタル人ࡐの有ޮ活༻
やシステムඅ༻の௿減౳の؍点から、σδタルٕ
ज़をར活༻して、診療ใुやそのվ定に関する࡞
౓全体のӡӦί੍ݥを大෯にޮ཰化し、医療保ۀ
スト࡟減につなげることを目ࢦす。現在の՝題は
�্݄०に中医ڠの౴ਃが出てから、4݄ 1日の
施行までۃΊて時ؒが୹いたΊ、։発に大きなෛ
୲がかかっている。施行時期を஗らͤることや、
֤ベンμーが行っているۀ࡞を౷一するڞ通ࢉ定
Ϟδϡールの։発などがݕ౼されている。
　医療%9の実現により、ࠃຽのさらなる݈߁増

ਐ、切れ目なくより࣭の高い医療౳の提供、医療
機関౳のۀ຿ޮ཰化、人ࡐの有ޮ活༻、医療৘ใ
のར活༻のڥ؀੔備を目ࢦす。σδタルிなどは、
医療ɾ෱ࢱサーϏスに関する手続きをσδタル化
し、一౓入ྗされた৘ใは࠶౓の入ྗを要しない
とし、ෛ୲のޮ཰化もड़΂ている。経産লでは、
1FSTPOBM�)FBMUI�3FDPSEʢ以Լ、ʮ1)3ʯʣの活༻
を提এしている。

�ʣ೔ຊ医ࢣձの医療%9にؔする͑ߟ
　そもそも %9 とは、%JHJUBM�5SBOTGPSNBUJPO の
ུで、�004 年にスウΣーσンɾウϝΦ大学のΤ
ϦックɾストルターϚン教तが提এした֓೦であ
る。ʠ人々の生活のあらΏる側໘に、σδタルٕ
ज़がҾきىこしたり、Өڹを༩える変化のことで
あるʡとし、よりよい生活に݁ͼつけることにな
る。一方、医療 %9は明֬な定ٛはないが、日医
が目ࢦす医療 %9、ଈち、*$5 化により実現す΂
き医療分野の変ֵは、ۀ຿のޮ཰化や適切な৘ใ
連携などをਐΊることで、ࠃຽɾ患者のօさん
に、より安全で࣭の高い医療を提供するとともに、
医療現৔のෛ୲を減らすことである。�001 年の
日医 *5 化એ言では、֤医療現৔にඪ४化された
Φンライン診療Ϩηϓトシステムをಋ入し、׵ޓ
性のある医療৘ใをやりとりできるようにするܭ
ըʢ03$"ɿ0OMJOF�3FDFJQU�$PNQVUFS�"EWBOUBHFʣ
を提এした。さらに、日医 *5化એ言�01�により、
安全なωットϫークを構築するとともにݸ人のϓ
ライόシーをकること、஍Ҭ医療連携ɾ多৬छ連
携を *5 で支えること、ిࢠ化された医療৘ใを
。ೝূٕज़ʢ)1,*ʣでकることを提এしたࢠి
　医療提供体੍は病院完݁ܕから஍Ҭ完݁ܕにな
り、高齢化により一人の患者がෳ数の疾患を持ち、
ෳ数の医療機関をड診している。また、医療者
のಇき方վֵも必要である。これをղ決するたΊ
に医療%9が必要となった。全ࠃ医療৘ใϓラッ
トフォームは、日医がӬ年、切๬していた全ࠃの
医療機関を安৺ɾ安全につな͙ωットϫークであ
る。このීٴに日医も全໘的にྗڠしている。た
ͩし、医療提供にࠞཚɾ支障が生͡ては本຤స౗
である。医療現৔の状گをよく֬ೝしながら、有
ޮ性と安全性を֬保したうえで、རศ性、ޮ཰性
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の実現を目ࢦす΂きと考える。また、ࠃຽɾ医療
者を୭一人औり࢒さないことも大切である。この
たΊに *5 を࢖いやすくする、࢖えない人のサϙー
ト、*5Ϧテラシー向্の3つの対ࡦが必要となる。
また、ࠃとして特に行うことは、基൫੔備、ඪ४
化、サイόーηΩϡϦテΟ対ۀ、ࡦ຿ɾඅ༻ෛ୲
ܰ減であると考えている。

�ʣΦϯϥΠϯ֬֨ࢿೝ
　Φンラインࢿ格֬ೝʢ以Լ、ʮΦンࢿʯʣはࢿ
格֬ೝͩけではなく、医療 %9の基൫となってさ
ま͟まな৘ใڞ有が可能となることがۃΊて大き
なޮՌであると考えている。医療機関ɾༀہがϚ
イφンόーをऔり扱うことはなく、Ϛイφンόー
カードに౥ࡌされている、インターωットのウΣ
ϒサイトやίンϏχ౳の୺຤にロάインするࡍに
ར༻するిূࢠ明ॻʢར༻者ূ明༻ిূࢠ明ॻʣ
をར༻する。*$ νッϓ部分には、੫や年ۚなどの
ϓライόシー性の高い৘ใはه࿥されていない。
　通常はϚイφンόーカードによる本人֬ೝと本
人の同意֬ೝが必要となるが、ࡂ害時は特ผાஔ
として、Ϛイφンόーカードによる本人֬ೝがで
きなくても、診療ʗༀࡎ৘ใɾ特定݈診౳৘ใの
Ӿཡが可能となる。現在は救ٸの৔໘で同༷のこ
とが可能となるようなݕ౼が࢝まっている。
　Φンࢿの原則ٛ຿化について、ྩ࿨ 4年 1�݄
の中医ڠにおいて、経աાஔに関するٞ࿦が行わ
れた。やΉを得ないࣄ৘に関する経աાஔのྨܕ
がࣔされ、やΉを得ないࣄ৘を๊える医療機関に
ついては、ྩ࿨ 5年 3݄຤までに஍方ް生ʢ支ʣ
にಧけ出ることを৚݅に、経աાஔの対象となہ
り、保ݥ医療機関ٴͼ保ݥ医療ཆ୲当ن則のҧ൓
を問われることはない。
　Ϛイφンόーカードと݈߁保ূݥの一体化ʢ保
、すとされておりࢦʣをྩ࿨�年ळに目ࢭのഇূݥ
๚問診療ɾ๚問؃護ɾॊ੔あはき౳へのΦンࢿの
؆素な࢓૊Έのಋ入がݕ౼されており、この؆素
な࢓૊ΈがΦンࢿಋ入の例外とされた、現在ࢴϨ
ηϓトで診療しているところでも࢖えるようにな
ると考えられている。Ϛイφンόーカードと݈߁
保ূݥの一体化に関するݕ౼会の中ؒใࠂॻがެ
։されている。その中で、݈߁保ূݥഇޙࢭのࢿ

格֬ೝのऔり扱いについて、ࢿ格֬ೝॻʢ基本は
ʣを提供すること、その有ޮ期ؒがࢴ 1年ఔ౓、
発行はແঈとまとΊられた。また、発行ࡁの݈߁
保ূݥを 1年ؒ有ޮとする経աાஔを設けると
されている。
　診療ใु্は、ॳ診時にϚイφ保ূݥを持ࢀし
なかった৔合 4点、持ࢀした৔合 �点が加ࢉで
きていたが、ྩ࿨ 5年 4݄から 1� ݄ 31 日まで
の時ݶ的ાஔとして、ॳ診時にϚイφ保ূݥを持
しなかった৔合、4点がࢀ �点、࠶診時にϚイφ
保ূݥを持ࢀしなかった৔合、�点ʢ݄ 1ճʣが
。定可能であるࢉ
　一方、さま͟まなお困りࣄがまͩまͩあると思
われるので、日本医ࢣ会のϝンόーズルームにあ
る相ஊフォームで、৘ใをおͤدいたͩきたい。

�ʣిࢠॲํᝦの঺հ
　1݄ �� 日からӡ༻が։࢝された。ࢴのॲ方ᝦ
がిࢠになったͩけではなく、Ϧアルタイムで
医療機関やༀؒہでༀࡎ৘ใがڞ有できるように
なった。特に、重ෳ౤ༀや併༻سېに஫意ىשが
される࢓૊Έになった。できるͩけ多くのༀہ、
医療機関にࢀ加していたͩかなければ、νΣック
ができないたΊ、࠷終的にはಋ入していたͩくこ
とが๬ましいと考えている。

�ʣ)1,* Χʔυ
的ࢠॲ方ᝦを発行するたΊに、ॺ໊がిࢠి　
に必要になるが、現状ではॺ໊が可能なものは
)1,* カードのΈである。)1,* カードは日医で
も発行しており、*$ νッϓにిࢠ的なূ明ॻが
ॲ方ᝦでར༻可能となったࢠి。されているࡌܝ
ことで、ࡢ年 �݄以߱、医ࢿࢣ格ূ発行ґཔが
৽できߋ、増している。日医会һはແྉでऔ得ٸ
る。通常は医ࢣ会経༝でさま͟まなड෇ɾ発行を
していたが、病院での一ׅਃ੥ɾ一ׅަ෇方ࣜを
৽設した。ر๬の病院は日医まで連བྷいたͩきた
い。
　)1,* カードのฆࣦɾഁଛ時に備え、かつ、大
໛病院౳で全୺຤にカードϦーμーを設ஔするن
ようなෛ୲をかけず、)1,* をより࢖いやすくす
るたΊの࢓૊Έとして)1,* ηカンドిূࢠ明ॻ
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を提供している。
。していないٴॲ方ᝦのಋ入はまͩまͩීࢠి　
より安全な医療提供として、併༻سېや重ෳ౤ༀ
に関するさま͟まな৘ใがڞ有されることはよい
ことであるので、࠷終的には多くの医療機関でಋ
入いたͩきたいと思っているが、ಋ入がਐまない
大きな要Ҽはิॿۚがे分でないことと考えてい
る。日医はిࢠॲ方ᝦにݶらず、医療%9をࡦࠃ
としてਪਐするのであれば、現৔のシステムಋ入
やҡ持、それに伴い必要となるηΩϡϦテΟ対ࡦ
にかかるඅ༻は、本来、ࠃが全ֹෛ୲す΂きと考
える。ް生労ಇ大ਉに、ิॿ཰のҾき্げ、ۀࣄ
௚しについݟのݶのҾき্げ、ิॿਃ੥期ݶ্ֹ
て要๬した。

�ʣαΠόʔηΩϡϦςΟにͭいて
　ランサムウΤアによるඃ害が֦大している。ࠃ
内の医療機関がඪ的となり、ࢢຽ生活にまで重大
なӨڹをٴ΅すࣄҊも֬ೝされ、ྩ࿨ 4年౓に入
りさらに増加している。ランサムウΤアのײછ経
࿏は 71/ 機ثからの৵入が࠷も多く、ϦϞート
σスクトッϓからの৵入もある。௚ۙでは大ࡕ෎
の病院がランサムウΤアܸ߈をडけ、医療の提供
ができなくなった。日医では、ʮ医療機関に関す
る৘ใシステムの؅ཧ体੍に関する実態ௐࠪʯを
行った。その中で஌ࣝ、人ݯࡒ、ࡐが不଍してい
るたΊ、サイόーηΩϡϦテΟ対ࡦがे分にでき
ていないことが分かった。自ॿがୈ一ではあるが、
੓支援౳ʣがࡒのࠃॿʢ日医の支援ʣとެॿʢڞ
大切である。ް労লは医療機関のサイόーηΩϡ
ϦテΟについて、1� ฏ時の予๷対応、�� インシ
σント発生ޙのॳಈ対応、3� 日常診療をऔり໭す
たΊの෮چ対応、が必要としている。ʮ医療৘ใ
システムの安全؅ཧに関するΨイドラインʯのୈ
��0 ൛へのվ定方਑の中で、৘ใηΩϡϦテΟに
関する考え方を੔ཧするという方向性が出されて
いる。
　日医としても、ʮ日本医ࢣ会 $&150"3 通৴ʯ
を '"9 でૹ৴し、内༰もできるͩけ分かりやす
いものにしている。また、ྩ ࿨ 4年 �݄から、ʮ日
本医ࢣ会サイόーηΩϡϦテΟ支援੍౓ʯを։࢝
した。この中で対応相ஊ૭口ʢٸۓ相ஊ૭口ʣを

設ஔし、年中ແ9、ٳ時ʙ �1時で対応している。

�ʣ+�.*.0�࣍ੈ୅医療ج൫๏にͭいて
ɾڀݚϏックσータとして৽しいٕज़の、ޙࠓ　
։発に৘ใを໾ཱてることが重要である。その
たΊに࡞られた法཯がʮ࣍世代医療基൫法ʯであ
る。現在、3つのೝ定ۀࣄ者がࠃによりೝ定され
ているが、�൪目にೝ定されたのが、日医が設ஔ
したʮ一ൠஂࡒ法人日本医ࢣ会医療৘ใ؅ཧ機構
ʢ+�.*.0ʣʯである。病院や自࣏体౳からの৘ใ
をいたͩき、৹ࠪした্で、ར活༻者に提供して
いる。主体的な৘ใはిࢠカルテの৘ใͩが、さ
らに݈診৘ใ、հ護৘ใや 1)3 の৘ใなどもऩ
ूしたいと考えている。現在、ཱࠃ病院機構 55
病院から໿ 101 ສ人の医療৘ใをऔ得しており、
といった஍方自࣏体と݈診ɾϨηࢢࢠやḟࢢ前߂
ϓトσータのܖ໿క݁をしている。
まると思われる޿চで大いに活༻がྟ、ޙࠓ　
"* ͩが、ྟচで໾にཱたなければ意ຯがない。
そこで、日医は "* ϗスϐタルਪਐηンターを会
内に設ஔした。これによってڀݚ։発する側と医
療現৔をしっかりとつなげて、໾にཱつものにし
たいと考えている。
　生涯のه࿥を切れ目なくつなげることが大切で
ある。֤݈診σータを一ݩ的に؅ཧし、ࠃຽのラ
イフステーδに応͡た適切な保݈ۀࣄにつなげな
ければならないたΊ、生涯保݈ۀࣄの体ܥ化、特
に݈診σータのඪ४化が重要である。日医をؚΉ
݈診関係 10ஂ体による日本医学݈؅߁ཧධՁڠ
ٞ会において、݈診ඪ४フォーϚットのࡦ定とී
。がਐΊられているٴ
　日医の 03$" 界ではシϟۀは、Ϩηίンۀࣄ
ア �Ґになっている。また、Ϩηϓト੥ٻに日
Ϩηを࢖うϝーカーも 51社まで増えている。現
在、クラウド化の切りସえをਐΊている。また、
03$" では、日医会һ向けにΩϟッシϡϨスۀࣄ
サーϏスを提供している。医療機関は現ۚを扱う
ൺ཰が高いが、患者からはΩϟッシϡϨスをར༻
したいというध要もある。この՝題はӡ༻ίスト
ʢ手数ྉʣで、できるͩけそのෛ୲が少ないΩϟッ
シϡϨスサーϏスを提供している。
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�ʣ1)3ɺԕִ医療
　医療連携によるਨ௚連携と஍Ҭแׅケアによる
ਫฏ連携が行われているが、ޙࠓはૣ期࣏療や重
症化予๷として医療連携ωットϫークが重要にな
り、機能ճ෮や社会෮ؼのたΊに多৬छ連携ωッ
トϫークが主໾になると思われる。これらの前に
増ਐや疾病予๷として、1)3がʮ๷߁݈ ɾ͙࣏ すɾ
支えるʯとして、大きな໾にཱつ。ここで重要な
のは本人とかかりつけ医がڞ同して 1)3 を࢖う
ことが重要である。そうすることで、ࠃຽɾ患者
が主໾となるʮ৽たな݈߁づくりʯが可能となる。
　またޙࠓ、大きな柱となるのがԕִ医療である。
৘ใ通৴機ثを活༻した݈߁増ਐ、医療に関する
行ҝと提ࣔされており、医ࢣʵ医ؒࢣではԕִ相
ஊ、ԕִը૾診அ、ԕִ病ཧ診அなどがあり、医
ʵ患者ؒではΦンライン診療があるが、૯຿লࢣ
の౷ܭによるとԕִίンサルテーシϣン、ԕִ์
ࣹઢը૾診அ、ԕִカンファϨンスのॱに多く、
ӡ༻中もしくはಋ入に向けて४備中となってい
る。これらをಋ入することで医ࢣのภ在や医療ࢿ
཭のղڑ཭や時ؒ౳の෺ཧ的なڑの不଍、移ಈݯ
ফや஍Ҭにۈ຿するए手医ࢣの教育支援౳にも໾
ཱつとされている。
　全ࠃ医療৘ใϓラットフォームと஍Ҭ医療հ護
連携ωットϫークʢ以Լ、ʮ஍連/8ʯʣの併ଘが
必要というのが日医の考えである。現在、全ࠃで
Քಇしている஍連 /8では、੍ݶされた৘ใの
カルテのほࢠ有ͩけではなく、機能としてはిڞ
΅す΂ての৘ใڞ有が可能となっている。ը૾৘
ใのڞ有や在୐医療հ護連携など、実ࡍの連携に
われ࢖える機能がさま͟まあり、ԕִ医療にも࢖
ている。特に重要なのは多৬छ連携の機能が࢖わ
れており、この多৬छ連携は全ࠃ医療৘ใϓラッ
トフォームには想定されていない。したがって、
Φンラインࢿ格֬ೝシステムをར༻したిࢠカル
テの一部のڞ有ͩけでは現在の஍連 /8で実現
している஍Ҭ医療連携に必ਢな多छ、多༷な機能
ʢ例えばిࢠカルテの全σータ、֤छը૾のڞ有、
クϦテΟカルパスなどの連携機能ʣの実現は困難
なので、当໘のؒ、஍連 /8との併༻が必ਢで
ある。たͩし、ޙࠓはΦンࢿのシステムの基൫が
できるたΊ、஍連 /8との連携をݕ౼す΂きで

あると、主ுしている。全ࠃの஍連/8にアンケー
トௐࠪを行ったところ、ޙࠓのܧ続を৺഑する஍
Ҭが 5�� と൒数を௒え、実ࡍにӨڹのあった஍
Ҭが�݅あった。これは大きな՝題と考えている。
これらの医療 %9 を౿まえて、஍連 /8がどう
ある΂きかを考えると、このタイϛンάで஍連
/8の目的、有༻性、ޮՌ、ӡ༻方法、ݯࡒの࠶
医療৘ใϓラットフォーࠃが必要である。ʮ全౼ݕ
ムʯとの連携、機能分୲、インフラの活༻やిࢠ
カルテ৘ใのඪ४化౳への対応、޿Ҭ化、全ࠃ化
ʢシステム、同意औ得ɾӡ༻ルールʣ、1)3ʢ行੓ɾ
ຽؒʣとの連携などをݕ౼していかなければなら
ない。全ࠃ医療৘ใϓラットフォームと஍連/8
は得意と不得意があるが、஍Ҭの特性に合わͤて
্手に࢖い分けていくことが必要である。

< 報告：෭会௕　தଜ　　༸ >

ᶘ � Ί͟͢医療%9͕ࠃ
ΦϯϥΠϯ֬֨ࢿೝʹ͍ͭͯ

　ްੜ࿑ಇলอہݥ医ྍհޢ࿈ܞ੓ࡦ՝
อݥσʔλاը室室௕　தԂ　和و

　医療機関ɾༀہにおけるΦンラインࢿ格֬ೝの
ಋ入状گは以Լの通りʢ�݄ 19日時点ʣ。
ɾإೝূ෇きカードϦーμーਃࠐ཰ɿ91���
ɾ४備完了施設཰ɿ59�3�
ɾӡ༻։࢝施設཰ɿ49���
　ʮϚイφンόーカードと݈߁保ূݥの一体化ʯ
をਐΊるたΊ、ྩ࿨ �年ळに保ূݥのഇࢭを目
ɾࢣしており、๚問診療ɾॊ੔あはきʢॊಓ੔෮ࢦ
あんຎϚッサーδࢦѹࢣɾはりࢣɾきΎうࢣの
施ज़ॴʣ౳にࢿ格৘ใのΈをऔ得できる؆素な࢓
૊౳にΦンラインࢿ格֬ೝをಋ入、Ϛイφンόー
カードのऔ得のపఈを重点目ඪにしている。
　中ؒとりまとΊのޙࠓの主な߲ࣄ౼ݕは以Լの
�つ。
ʢ1ʣϚイφンόーカードの特ٸ発行ɾަ෇の࢓
૊Έの૑設౳について
ʢ�ʣϚイφンόーカードの代ཧަ෇ɾਃ੥ิॿ
౳について
ʢ3ʣࢢொଜによるϚイφンόーカードのਃ੥ड
෇ɾަ෇体੍ڧ化の対応
ʢ4ʣϚイφンόーカードによりΦンラインࢿ格
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֬ೝをडけることができない৔合のऔ扱い
ʢ5ʣ保ݥ者のࢿ格৘ใ入ྗのタイムラά౳への
対応
ʢ�ʣୈ三者によるϚイφンόーカードのऔ扱い
について
ʢ�ʣೕ༮児のϚイφンόーカードについて

͚ͯ޲ʹॲํᝦಋೖࢠి
　ްੜ࿑ಇল大ਉ׭๪૯຿՝اը׭
　　（医ༀɾੜ׆Ӵੜہซ任）݉

ݐ　　౻ॲํᝦαʔϏεਪਐ室௕　ҏࢠి
格֬ೝ౳システムࢿॲ方ᝦとは、�Φンライࢠి　
を֦ுし、現在ࢴで行われているॲ方ᝦのӡ༻を、
格֬ೝ౳ࢿ૊Έであり、Φンライ࢓実施するࢠి
システムでӾཡできる৘ใを֦ॆし、患者が௚ۙ
でॲ方やௐࡎされた内༰のӾཡや、当֘σータを
活༻した重ෳ౤ༀ౳νΣックの݁Ռ֬ೝが可能に
なる。
　主なಋ入意ٛとして、
ɾ医療機関ɾༀہをލいで、Ϧアルタイムのॲ方
ௐࡎ৘ใڞ有
ɾ重ෳ౤ༀ౳νΣックにより、実ޮ性のある཈੍
ɾॲ方ᝦの入ྗ࡟ۀ࡞減といったༀہ側ࣄ຿ޮ཰
化
ɾ患者自らが、これまでのॲ方ɾༀࡎ৘ใを一ݩ
的にӾཡ可能
がある。
、ॲ方ᝦಋ入による৘ใ֦ॆに関してはࢠి　
ɾిࢠॲ方ᝦのಋ入により、ௐࡎɾௐࡎしたༀ৘
ใが؅ཧサーϏスにଈ時൓өされることから、患
者のʠ௚ۙのʡༀ৘ใまで֬ೝきるようになる
ɾిࢠॲ方ᝦ؅ཧサーϏス側でこれからௐࡎされ
るༀがաڈ一定期ؒの重ෳ౤ༀʗ併༻سېがない
かをνΣックし、その݁Ռを現在ར༻しているシ
ステムで֬ೝできる
　ॲ方ɾௐࡎされた৘ใや重ෳ౤ༀνΣック݁Ռ
のࢀরに関しては、
ɾ医ࢣɾࣃ科医ࢣは、ॲ方するༀを֬定するにあ
たりిࢠʗࢴのॲ方ᝦにかかわらずこれからॲ方
するༀがաڈのༀと重ෳしていないかのνΣック
をʮిࢠॲ方ᝦ؅ཧサーϏスʯで行える
ɾༀہでは、ॲ方ᝦのిࢠファイルをༀہシステ

ムにऔりࠐΉタイϛンάで、ॲ方されたༀがաڈ
のༀと重ෳしていないかを、ʮిࢠॲ方ᝦ؅ཧサー
ϏスʯでνΣックを行い、当֘݁Ռも併ͤてऔり
Ήࠐ
ɾϚイφンόーカードでのड෇で患者からの同意
がある৔合、աڈのༀσータをࢀরすることも可
能
　発行ܗ態ɾड෇方法ຖのిࢠॲ方ᝦの機能ɾར
༻方法に関しては、
ɾ患者のड෇方法ʢϚイφンόーカードɾ݈߁保
ɾࢠ態ʢిܗʣ、患者がબ୒するॲ方ᝦの発行ূݥ
のॲ方ᝦʣにかかわらず、重ෳ౤ༀ౳νΣックࢴ
などの֤機能がར༻可能
ɾϚイφンόーカードでड෇を行う患者が、自਎
のༀの৘ใを提供することに同意した৔合、医ࢣ
౳はաڈのༀの৘ใをࢀরし、診࡯、ॲ方ɾௐࡎ
の൑அに໾ཱてることが可能
ɾ患者がిࢠॲ方ᝦຢはࢴのॲ方ᝦのどちらをબ
୒したかによって、医ࢣ౳のॲ方ᝦへのॺ໊方法
や患者に౉す༻ࢴなどが異なる
　Ϛイφϙータルにおけるॲ方৘ใɾௐࡎ৘ใの
֬ೝに関しては、
ɾྩ࿨̐年 1� ݄ 14 日からϚイφϙータルにお
いて、ిࢠॲ方ᝦに対応した医療機関から発行さ
れたॲ方ᝦの৘ใʢॲ方৘ใʣや、ༀہでௐࡎさ
れたༀࡎの৘ใʢௐࡎ৘ใʣを֬ೝ可能
ɾ現在は、Ϟσルࢀۀࣄ加施設༝来の৘ใのΈͩ
が、݄̍のӡ༻։࢝以߱、ిࢠॲ方ᝦシステムを
ಋ入した施設からొ࿥されたॲ方৘ใɾௐࡎ৘ใ
が൓өされる
ɾなお、アϓϦӡӦۀࣄ者౳もϚイφϙータルと
の連携をੵۃ的にݕ౼しており、患者がおༀ手ா
アϓϦや݈؅߁ཧアϓϦをμウンロードして、ॲ
方৘ใɾௐࡎ৘ใを活༻できるようになるࠐݟΈ
である
、ॲ方ᝦの対応施設の現状についてはࢠి　
1ɽ1݄ �� 日からిࢠॲ方ᝦ؅ཧサーϏスのӡ
༻が։࢝
ɾシステムվमが完了した医療機関ɾༀہから、
ॱ࣍ిࢠॲ方ᝦサーϏスのར༻が可能
ɾ現状は ��4 施設ʢ病院 �、医科診療ॴ ࣃ、�3
科診療ॴ �、ༀہ �3�ʣʢ�݄ 19日時点ʣ
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�ɽޙࠓ、४備の੔った施設からਵ時、ར༻։࢝
のಧ出がなされるࠐݟΈʢిࢠॲ方ᝦ対応施設は
定期的にެදʣ
3ɽࣄ前のಋ入の手続きʢར༻ਃ੥ʣを行った
施設数ʢ�݄ 19 日時点ʣは 40
41� 施設ʢ病院
930、医科診療ॴ 15
科診療ॴࣃ、5�0 �
�54、
ༀہ 15
14�ʣ

ۀࣄॲํᝦϞσϧࢠి
山ܗ県ञ田஍۠医師会෭会௕　ౡ؏　ོ෉

　�0�3 年 1݄から全ࠃでిࢠॲ方ᝦ؅ཧサーϏ
スのӡ༻が։࢝される。それに先ཱち、�0�� 年
10 ݄からʮిࢠॲ方ᝦのϞσルۀࣄʯが࢝まった。
຿のޮ཰ۀॲ方ᝦで重要なことは医療安全とࢠి
化である。ిࢠॲ方ᝦの৘ใはϦアルタイムで൓
өされ、重ෳや併༻سېのνΣックが行われ、安
全でແବのないॲ方が可能になる。また、救ٸや
大ن໛ࡂ害、パンσϛックでの活༻も期଴される。
ॲ方ᝦಋ入における՝題は、ᶃ医ༀ඼ίーࢠి　
ドの౷一、ᶄ医ༀ඼໊の౷一、ᶅ༻法の౷一、ᶆ
)1,*ʢ)1,*�ηカンドʣのར༻、ᶇ重ෳや併༻ې
ࢠなどの医療安全に関わるシステム要݅、ᶈిس
ॲ方ᝦҾ׵൪߸のༀہへのૹ෇、ᶉಋ入අ༻など
がある。医ༀ඼Ϛスターに関しては病院ಠ自ίー
ドで対応していたたΊ、৽たにϨηిࢉίード、
:+ ίードなどඪ४ίードやిࢠॲ方ᝦ༻౷一໊
শの実૷が必要であった。༻法に関しては +".*
のίードをࢀ考にしたిࢠॲ方ᝦઐ༻のίードが
༻意されていたが、ن定の༻法ίードͩけでは଍
らず、༻法ิ଍Ϩίードでの対応が必要であった。
これらのඪ४Ϛスターがวく実૷されれば、ޙࠓ
医ༀ඼৘ใのڞ有化がඈ༂的にਪਐされるものと
考える。
ॲ方ᝦへの移行期に関する՝題とϝϦットࢠి　
については以Լがあげられる。
患者サイドʀ
ɾిࢠॲ方ᝦの意ٛがे分にཧղされていないの
で、そのՁ஋をࢢຽによくप஌することが重要で
ある。
ɾϚイφϙータルを通して自分のॲ方ɾௐࡎ৘ใ
をϦアルタイムでडけऔり、その৘ใを活༻して
自分の݈؅߁ཧに໾ཱてられる。

ɾ自分のϦアルタイムなॲ方ɾௐࡎ৘ใを提ࣔで
きる。
医療機関サイドʀ
ɾిࢠॲ方ᝦの発行݅数は 1日 �0ʙ 100 ݅にཹ
まっているが、対応ༀہがまͩ少ないことが主な
要Ҽである。
ɾ移行期では、患者がిࢠॲ方ᝦ対応ༀہへ行く
のかどうかを೺Ѳすることが必要で、現৔のෛ୲
になっている。この不ศなա౉的な期ؒをできる
ͩけ୹ॖするたΊには、஍Ҭ全体でのಋ入をਪਐ
することが大ࣄである。
ɾʮࢴカルテʴϨηίンʯӡ༻の診療ॴにおける
)1,* ೝূ。
ɾ院内ॲ方、ୀ院時ॲ方への対応。
ɾϚイφンόーカードで同意が得られれば、患者
のϦアルタイムなॲ方ɾௐࡎ৘ใを活༻できる。
、にまとΊとしてޙ࠷　
ʢ1ʣిࢠॲ方ᝦの意ٛ
ɾ医療安全
大のϝϦットは、Ϧアル࠷ॲ方ᝦにおけるࢠి　
タイムな৘ใ൓өにより重ෳや併༻سېのνΣッ
クがॠ時に行われ、安全でແବのないॲ方が可能
になることである。そのたΊには஍Ҭʢ໘ʣでऔ
り૊Ήことが重要である。
ɾ常༻ༀの೺ѲがスϐーσΟ
　救ٸや外来、入院時においてスϐーσΟにでき
る。Φンラインࢿ格֬ೝをಋ入している医療機関
ではϦアルタイムのॲ方৘ใを患者の同意のݩに
。রすることができるࢀ
ɾࡂ害時にҖྗを発ش
をӽえてݍ害、パンσϛックでのར༻。医療ࡂ　
も連携可能。
ʢ�ʣϚイφンόーカードが診݊࡯の機能を持つ
と、ӡ༻がԁ׈になるものと期଴
ʢ3ʣ෺ཧ的に全ࠃ一ԁのサーϏスとなり、࿦ཧ
的に஍Ҭで分けたӡ༻が可能になることを期଴す
る。それが可能であれば、஍Ҭಠ自のνΣックロ
δック、アラートが設定でき、また、σータ̎࣍
ར༻によるσータへルスにおける活༻ができる。
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਍療ใुվఆ%9ʹ͍ͭͯ
日本医師会 03$" ؅ཧ（ג）ߏػ　্໺　ஐ໌

　ྩ࿨ 4年 �݄のࠎଠ方਑ �0�� にて、ʮ全ࠃ医
療৘ใϓラットフォームの૑設ʯ、ʮిࢠカルテ৘
ใのඪ४化౳ʯにあわͤてʮ診療ใुվ定 %9ʯ
のਪਐがֳٞ決定された。診療ใुվ定%9では、
σδタル時代に対応した診療ใुやそのվ定に関
するۀ࡞を大෯にޮ཰化し、4& 人ࡐの有ޮ活༻
やඅ༻の௿྿化を目ࢦす、とされた。۩体的なऔ
૊には、ᶃڞ通ࢉ定Ϟδϡールのಋ入、ᶄ診療ใ
ुվ定のԁ׈な施行があげられており、։発主体ɾ
体੍、අ༻ෛ୲のあり方をؚΊ対応方਑をݕ౼し、
ࢉ通ڞ年౓中に݁࿦を得る、とされている。ᶃࠓ
定Ϟδϡールの考え方は、まさに日医がऔり૊ん
できた 03$" ϓロδΣクトと同͡方向性をもつ
ものである
　03$" のΤίシステムの特徴は、
ɾ1�
000 以্の医療機関がར༻ʢうち、病院は
໿ �00ʣ
ɾ03$"�"1* 提供、8FC 化、連携ిࢠカルテ 51
社。4年ޙには �ສ医療機関が࢖い、うち 1ສ 5
ઍはిカルで "1* 連携をしているͩろう
ɾࢉ定ロδックެ։ʢΦーϓンιースʣ
ɾ全ࠃ஍Ҭެඅϓロάラムެ։
ɾϨηϓトిࢉॲཧϚスタをωイテΟϒでར༻
ɾೝ定サϙートۀࣄॴ໿ 1�0 社
ɾ予໿、ࠪݕ機࠶、ث来ड෇、自ಈ精ࢉ機、ラベ
ルϓϦンタ FUD���
　まとΊとして、たΏま͵ਐ化のたΊに、ʮ৴པ
と安৺はଛなわず、ը໘やૢײ࡞はそのままに、
大෯にಈ࡞଎౓をվળし、8FC ٕज़をऔりࠐん
で、σόイスや04 をબばず、院内ܕでもクラウ
ドܕでも、大ن໛ࡂ害にもよりڧくʯと݁ばれた。

< 報告：ཧࣄ　നᖒ　จޗ >

ᶙ � 医療৘ใͷඪ४Խ͕Ί͟͢ະདྷ
ձࣾ͢ࢦΧϧςվֵから医療%9ͷ໨ࢠి

.FEJDBM &YDFMMFODF +"1"/ ୅දཧ޺　　؏ּ　ࣄ
　ίロφՒにより、わがࠃの医療%9の஗れがݦ
在化した。ࠃຽはײછ状گや医療状گへの不安
やΦンライン診療などを経験し、医療%9の重要
性を実ײした。わがࠃでは、ిࢠカルテのීٴ཰

は໿ 50ˋにա͗ず、ೋ࣍ར活༻もਐんでいない。
�0�1 年 9݄、.&+ のʮిࢠカルテվֵʯ提言を
期に、1� ݄の日経 4%(T フΣスʮ医療 %9ʯ、そ
して �0�� 年 � ݄自ຽౘ݈߁ɾ医療৘ใシステ
ムਪਐ合同 15 がཱち্がり、5݄ʮ医療 %9ྩ
࿨Ϗδϣン �030ʯがまとΊられ、�݄のࠎଠの
方਑ �0�� に医療 %9が明هされた。そして 9݄
ʮް生労ಇলਪਐνームʯ、10 ݄に૯ཧを本部௕
とするʮ医療%9ਪਐ本部ʯが設ஔされた。われ
われは 11݄にʮిࢠカルテվֵの社会実૷ʯを
提言した。�0�� 年はʮ医療 %9 、年ʯとなりݩ
�0�3 年はٸ଎にその社会実૷へと向かう。
　医療 %9は *5 ٕज़により、৽Ձ஋૑଄と医療
変ֵをもたらすࠃՈۀࣄであり、人ؒの安全保障
のࠜװにかかわる。医療%9のϏδϣン達成まで
は多くの՝題がଘ在するが、その全体૾を၆ᛌし、
༏先౓と実現可能性を考ྀしたಓےをたて、一つ
一つ障นを৐りӽえͶばならない。
　少ࢠ௒高齢人口減少のਐΉ中、医学医療界一体
となり、ʮ医の原点ʯを基൫として、ʮ患者ɾࢢຽ
医療ʯに向けたάランドσβインについてܕ加ࢀ
熟ٞを重Ͷる時期に来ている。

医療৘ใ෼໺ʹ͓͚Δްੜ࿑ಇলͷऔ૊み
　　ްੜ࿑ಇল医ༀۀ࢈ৼڵɾ

医ྍ৘報৹議׭　৓　　ࠀจ
　σータϔルスվֵਪਐ本部において、ྩ࿨ 3年
�݄ 4日にσータϔルスվֵ޻ఔදがࣔされた。
ް労লでは、ݸ人ɾ患者自਎がϚイφϙータル౳
を通͡て自਎で保݈医療৘ใを೺Ѳきるようにす
ることに加えて、ϢーβーインターフΣースにも
༏れた࢓૊Έを構築するととともに、患者本人が
Ӿཡできる৘ใʢ݈診৘ใやϨηϓトɾॲ方ᝦ৘
ใɾిࢠカルテ৘ใɾհ護৘ใ౳ʣを医療機関や
հ護ۀࣄॴでもӾཡ可能とする࢓૊Έの੔備をਪ
ਐしている。また、σータϔルスू中վֵϓラン
において、全ࠃ医療機関౳で֬ೝきる࢓૊Έとし
て、্هのうち、特定݈診৘ใɾϨηϓトࡌهの
ༀࡎ৘ใɾ診療৘ใɾిࢠॲ方ᝦを �0�� 年౓ま
でにஈ֊的にӡ༻を։࢝する౳ਪਐしている。
　さらに、ྩ࿨ 4年 �݄にֳٞ決定されたࠎଠ
の方਑ �0�� において、ʮ全ࠃ医療৘ใϓラット
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フォームの૑設ʯ、ʮిࢠカルテ৘ใのඪ४化౳ʯ
ͼʮ診療ुվ定ٴ %9ʯのऔり૊Έを行੓と関係
界が一ؙとなってਐΊるとの੓෎方਑がࣔされۀ
た。この方਑の実現に向けたް労লのۙ࠷のऔ૊
について঺հされ、その中で期଴されることにつ
いてड़΂られた。

ຊ֨Խ͢Δ࣍ੈ୅医療ج൫๏ʹΑΔ
ɹɹɹɹɹɹɹɹ医療Ϗοάσʔλͷ׆༻

　　内ֳ෎݈߁ɾ医ྍઓུਪਐࣄ຿ہ
ܒඣ໺　ହ　׭ࣄࢀ

　݈診݁Ռやカルテなどの医療৘ใを、ಗ໊加޻
することでݸ人৘ใをकりながら、医療分野での
։発活༻をଅਐするたΊの࣍世代医療基൫法ڀݚ
が �01� 年 5݄に施行されてから、5年ऑが経ա
した。同法はݸ人৘ใ保護法の特例法であり、ࠃ
のݫしい৹ࠪを経てೝ定されたۀࣄ者に対して医
療৘ใを提供する৔合は、本人同意ではなく、ஸ
ೡなΦϓトアウト手続きによる提供を可能とする
一方、ೝ定ۀࣄ者に対するݫ格なηΩϡϦテΟ基
४と、ಗ໊加޻のٕज़を༻いることにより、ݸ人
৘ใの保護と医療Ϗッάσータのڀݚར༻のଅਐ
をཱ྆さͤ、৽ༀの։発、医療ٕज़の向্などを
目ࢦしている。
　現在、3つのೝ定ۀࣄ者が、໿ 100 の医療機
関౳から合ܭ �00 ສ人分を௒える医療σータを
ऩूし、�� のڀݚにར༻されるなど、ண実に成
Ռにつながっているが、さらなるਐ化が期଴され
ている。
　੓෎において、有ࣝ者の意ݟをௌきながら、੍
౓վਖ਼のݕ౼をਐΊているが、ᶃಗ໊加޻医療৘
ใに加えて、Ծ໊加޻医療৘ใのར活༻を可能と
すること、ᶄ/%#などのެ的σータベースとಗ໊
加޻医療৘ใとの連݁ղੳを可能とすること、と
いったݟ௚しの方向性がऔりまとΊられている。
　࣍世代医療基൫法の現状と、੍౓վਖ਼に向けた
੓෎としてのऔり૊Έについてड़΂られた。

Χϧςͷඪ४Խࢠ৘ใ͸Ͳ͏͋Δ΂͖かʵిࢠి
　　医ྍ৘報γεςϜ։ൃηϯλʔ

ཧࣄ௕　山本　ོ一
　本ٞڠ会のϝインテーϚは医療 %9�0�3 であ

るが、%9の前ஈ֊として৘ใのిࢠ化によるར
༻性ɾަ׵性のඈ༂的な向্がある。ηンサーٕ
ज़などの৘ใऔ得のޮ཰化から高౓な機ց学習に
よる診療支援にࢸるあらΏる໘でのޮ཰化がσδ
タルトランスフォーϝーシϣンの前提である。手
ॻきのจॻをスΩϟンしてిࢠ化しても保ଘ性や
఻ૹはվળされるが、৘ใの࠶ར༻やԣஅ的ɾॎ
அ的࠶ར༻に関してはほとんどޮ཰化をもたらさ
ない。ԣஅ的ɾॎஅ的࠶ར༻性を֬保するたΊに
は、৘ใがฏ໘的にも時ؒ࣠的にもൺֱ可能でな
ければならない。これを実現する手ஈがඪ४化で
ある。一方でඪ४化には෭࡞༻もある。人は多࠼
で、疾患状態もۃ言すれば患者ຖに異なる。ࠪݕ
஋も目的によって要ٻされる精౓が異なる৔合が
ある。ඪ४化がこのようなඍົなࠩをແ視しなけ
れば実༻的にはならない。また、ϓロηスをඪ४
化することはա౓に行えば患者のݸ性が഑ྀされ
なくなる可能性があり、また診療自体のイϊベー
シϣンもىこりにくくなる可能性さえある。医療
の࣭を向্しۉてん化するたΊのϓロηスのඪ४
化は必要であるが、૑意޻෉を཈੍しないことに
ཹ意しなければならない。以্のような؍点でి
カルテのඪ४化を考える必要がある。σータのࢠ
ඪ४化、ϓロηスのඪ४化あるいはඪ४ιフトウ
Τアとしてのిࢠカルテまでさま͟まなٞ࿦があ
るが、それͧれの現状を঺հするとともにར点ɾ
ཹ意点についてड़΂られた。

Χϧςͷ͋Δ΂͖࢟ࢠి
　九州大学病院ϝσΟΧϧɾ

ΠϯϑΥϝʔγϣϯηϯλʔ　தౡ　௚थ
ଠ方਑ࠎ　 �0�� では、ୀ院要໿、診療৘ใ提供
ॻ、݈診݁Ռなどの重要৘ใをඪ४ن格)-� で
ʮ全ࠃ医療৘ใϓラットフォームʯでまずྲྀ通す
るとした。՝題はͩੵࢁが、௒高齢社会のΈなら
ずܹ化する݈߁医療ྖҬのڝࡍࠃ૪への対応のた
ΊにもࠃՈϨベルでのσδタル基൫化、σータೋ
࣍ར༻ਪਐはۓ٤の՝題である。
　その中でऔり࢒されつつある՝題がʮిࢠカル
テのある΂き࢟ʯで、Լهのような۩体例がある。
ɾ現在のిࢠカルテには、%1$入院患者をআきʮ保
ই病໊ʯ以外にਖ਼֬な病໊を入ྗする決まりがݥ
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なく、௕期ؒの患者診療へӨڹするのΈならず、
大ن໛ू্ܭやղੳڀݚでもϛスϦードにܨがる
ዧがある。ਖ਼しい診அ໊を適ਖ਼なタイϛンάでة
຿であり、そۀのΈに可能なࢣ࿥することは医ه
れをサϙートするシステムとӡ༻が必ਢである。
ɾ֤診療科で診療内༰は異なるにも߆らず、カル
テࡌهはനࢴの 40"1 を࢖っている。֤診療分野
ผに主要疾患のϛχϚム߲目をඪ४化し、テン
ϓϨートやクϦχカルパスなどの構଄化σータ入
ྗ、医療機ثからの自ಈ入ྗや 1)3 など患者入
ྗσータを活༻するなどで、医療者にも൥ࡶで
なく、ਖ਼֬で、患者にもわかりやすく、σータ ��
࣍ར༻にも活༻できるカルテه࿥が行われる΂き
である。
　患者ࢢຽࢀըがᨳわれる医療 %9 時代に向け
て、ܹٸにਐΉٕज़的なඪ४化に஗れることなく、
ྟচ的なඪ४化をؚΊたిࢠカルテのある΂き࢟
をਅ݋に考える時が来ている。

1)3 ͷඪ४ԽͰ࣮͢ݱΔ医療ͷ্࣭޲ͱ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹຊਓओମͷ݈ͮ͘߁Γ

科ڀݚ౎大学大学院医学ژ　
　　ࣾ会݈߁医学ܥઐ߈༧๷医ྍ学෼໺ʗ

1)3 ී及ਪਐڠ議会୅දཧࣄ　ੴݟ　　୓
　σδタル社会をܴえ、ݸ人の݈߁৘ใを活༻し
た݈؅߁ཧɾ増ਐの࢓૊Έとして、1)3 に期଴
がूまっている。1)3 サーϏスを活༻すること
で、ᶃ݈߁ɾ医療に関わる৘ใの生涯にわたる連
続的な活༻、ᶄσータに基づいた生活習慣のվળ
による݈߁増ਐ、病ؾの予๷、݈߁ण命のԆ৳、
ᶅ日常的な݈߁৘ใの活༻による医療の࣭の向
্、ᶆ救ࡂٸ害時、ײછ症パンσϛック時౳の݈
؅ཧ、医療提供の࣭の向্とޮ཰化、ᶇσータ߁
の分ੳɾڀݚのਪਐによるσータに基づく施ࡦの
実現、݈؅߁ཧɾ医療の࣭の向্、ޮ཰化、ແବ
の࡟減、৽しい産ۀの૑出、発లが期଴される。
　1)3 を活༻した本人ɾՈ଒主体のσδタルϔ
ルスケアの実現には、h σータをྲྀ通さͤること
でՁ஋が生まれるʱことをཧղし、ݸ人の݈߁ɾ
医療৘ใを一定のルールのԼでڞ有し、活༻する
औり૊Έが必要となる。これらを実現するたΊに
は、日々஝ੵされる݈߁ɾ医療౳に関するσータ

は本人から生まれるものであり、本人やՈ଒の意
思のもとでར活༻する΂きであるという基本的な
考え方をڞ有したうえで、1)3 サーϏスに関わ
るルールの੔備、ඪ४化をਐΊていくことがٻΊ
られている。
　われわれは、ྑ࣭な 1)3 サーϏスのීٴを目
し、1)3ࢦ 学ຽ׭会をཱち্げ産ٞڠਪਐٴී
一体となったルール࡞り、社会基൫੔備をਐΊて
いる。本人ɾՈ଒の意思のもとで生涯にわたって
、ɾ医療৘ใを活༻できる社会の実現に向けて߁݈
1)3�サーϏスへの期଴と՝題についてड़΂られ
た。

< 報告：ཧݪ౻　ࣄ　　ਸ >

� ೔໨（�݄ �� ೔）
ᶚ � ஍Ҭ医療৘ใ࿈ܞωοτϫʔΫ
શࠃ医療৘ใϓϥοτϑΥʔϜͱ
ɹ஍Ҭ医療৘ใ࿈ܞωοτϫʔΫͷ࿈ܞ

日本医師会ৗ任ཧࣄ　௕ౡ　ެ೭
　ྩ࿨ 3年 11 ݄、ް労লがʮ݈߁ɾ医療ɾհ護
৘ใར活༻ݕ౼会医療৘ใωットϫークの基൫に
関するϫーΩンάάルーϓʯʢ以Լ、ʮ8(ʯʣを
設ஔし、その中で全ࠃの஍連/8の現状を分ੳし、
一部活ಈが௿ௐなωットϫークもଘ在しており、
患者ɾ医療機関ともにカόー཰が全ࠃ的にΈてे
分ではない、あるいはランχンάίスト౳の問題
から持続可能性に՝題があることがࢦఠされてい
る。χーズについてアンケートௐࠪをした݁Ռ、
ই病໊、アϨルΪー৘ใ、ײછ症৘ใ、ༀسېࡎ
৘ใ、救ٸ時に有༻なࠪݕ৘ใ、生活習慣病関連
のࠪݕ৘ใの医療৘ใと、診療৘ใ提供ॻ、Ωー
ը૾౳をؚΉୀ院時サϚϦー、ిࢠॲ方ᝦ、݈診
݁Ռใࠂॻのจॻ৘ใをඪ४化す΂きという݁࿦
にࢸった。この中で஍連 /8とΦンラインࢿ格
֬ೝを基൫とするωットϫークがൺֱされ、医療
機関ؒをつな͙全ࠃ的な基൫ʢωットϫークʣと
して、Φンࢿのインフラが੔備されていることを
೦಄に、ར༻目的に関する՝題やٕज़໘の՝題、
අ༻ෛ୲のあり方、අ༻対ޮՌのධՁ౳について、
関係機関౳とௐ੔しながら、ݕ౼をਐΊるという
対応方਑がࣔされた。ྩ࿨ 4年 5݄の8(では、
Φンࢿのシステムを基൫として、ిࢠカルテ৘ใ
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サーϏスをར༻して本人同意を得た্で、医׵ަ
療৘ใとจॻ৘ใをڞ有するという方向性がࣔさ
れた。そのࠎ、ޙଠの方਑ �0�� がֳٞ決定され、
その中でʮ全ࠃ医療৘ใϓラットフォームの૑
設ʯがܝげられた。ྩ࿨ 4年 11݄の8(で、σー
タϔルスվֵに関する޻ఔදにैって、医療৘ใ
ωットϫークの基൫のあり方ʢ主体、අ༻、Φン
ラインࢿ格֬ೝ౳システムや੓෎ڞ通基൫との関
係、ӡ༻։࢝時期౳ʣٴͼٕज़的な要݅について、
ྩ࿨ 4年౓までにௐࠪݕ౼し、関係৹ٞ会にใ
౳を行いつつ、݁࿦を得ることとなった。ྩ࿨ࠂ
5年 1݄の8(では、同意औ得౳の࢓૊Έやίー
ドの੔ཧの方向性などをٞ題として挙げられ、全
カルテ৘ใをӾཡ可能とするたΊの基ࢠ的にిࠃ
൫ʢిࢠカルテ৘ใަ׵サーϏス 	 Ծশ 
ʣのあ
り方のٕज़的な要݅౳に関しては、ώアϦンάを
౿まえ࣍ճの8(でとりまとΊҊを提ࣔするこ
ととなった。
　日医は、全ࠃ医療৘ใϓラットフォームと஍連
/8は併ଘが必要ͩと考えている。Φンラインࢿ
格֬ೝシステムをར༻したిࢠカルテ৘ใの一部
౳のڞ有ͩけでは、現在、஍連 /8で実現して
いる஍Ҭ医療連携に必要な多छ多༷な機能である
֤、カルテの全σータࢠి छը૾のڞ有、クϦテΟ
カルパスなどの連携機能、医հ連携機能ʢίϛϡ
χケーシϣンなどʣの実現が困難であり、しばら
くのؒは、஍連 /8との併༻が必ਢで、Φンラ
インࢿ格֬ೝシステム基൫と஍連 /8との連携
についてݕ౼す΂きということを8(など、ࠃ
の会ٞ౳で、一؏して主ுしてきた。
　全ࠃ医療৘ใϓラットフォームの૑設、ిࢠカ
ルテ৘ใのඪ४化౳、1)3のਐาという医療 %9
を౿まえて、ޙࠓの஍連 /8のະ来をݕ、ࠓ౼
す΂きである。஍連/8の目的ɾ有༻性ɾޮՌ、
ӡ༻方法、ݯࡒをݕ࠶౼することが重要であり、
ᶃʮ全ࠃ医療৘ใϓラットフォームʯとの連携、
機能分୲、インフラの活༻、ᶄిࢠカルテ৘ใの
ඪ४化౳への対応、ᶅ޿Ҭ化、全ࠃ化ʢシステム、
同意औ得ɾӡ༻ルールʣ、ᶆ 1)3ʢ行੓ɾຽؒʣ
との連携、ᶇԕִ医療における活༻、ᶈڀݚ։発
や஍Ҭ医療੓ࡦにࢿするσータར活༻ʢిࢠカル
テ৘ใのඪ४化౳、࣍世代医療基൫法のݟ௚しʣ、

という �つの؍点からݕ౼が必要である。
　全ࠃ医療৘ใϓラットフォームも஍連 /8も
目的は஍Ҭのॅຽにいかに໾にཱてるか、である。
Ωーϫードはʮかかりつけ医機能の発شʯで、か
かりつけ医機能は 1人の医ࢣがす΂てを୲うも
のではなく、自分のઐ໳の分野を৳ばしていきな
がら、自分ͩけではできない機能は஍Ҭの医療機
関やհ護施設と連携し、ωットϫークを࡞って、
஍Ҭで໘として支えていくことがかかりつけ医
機能を発شできる基൫と考える。そのたΊに஍連
/8が໾にཱてるかが、ޙࠓの重要なテーϚであ
ると考えている。

͍͋͡͞ωοτʵΦϯϥΠϯ਍療γεςϜͷ
ɹɹɹɹɹɹɹɹ׆༻ଅਐɺ医ༀ඼ͷదਖ਼ར༻

௕࡚県医師会෭会௕　౻Ҫ　　୎
　あ͡さいωットは �004 年 10 ݄のӡ༻։࢝以
来、主に会һʢࢍॿ会һをؚΉʣからの会අに
よって 1� 年ؒӡӦしている。会һ数はਖ਼会һ
1
�44 ໊、৘ใӾཡ施設 3�0、৘ใ提供病院 3�
施設で、૯ొ࿥数 15�
353 ໊である。࠷もར༻
されている機能はଞの஍連 /8同༷、஍Ҭのڌ
点病院のిࢠカルテ৘ใの஍Ҭ内ڞ有ͩが、ωッ
トのՁ஋をさらに高Ίる΂く機能ڧ化をはかって
きた。不଍している診療ॴ৘ใに対し、外஫ࠪݕ
σータをڞ有するࠪݕσータڞ有サーϏスとௐࡎ
ༀہからのௐࡎ৘ใڞ有サーϏス、これらがීٴ
すれば、݁ࠪݕՌが有ޮな病診連携や在୐医療で
のνーム医療ɾհ護に有༻であり、患者୯Ґの全
ༀ؅ࡎཧが適ਖ਼化でき、併༻سېༀや重ෳༀのܯ
はٴॲ方ᝦのීࢠి。機能もさらに有ӹであるࠂ
まͩ先と思われれるたΊ、先行してそのϝϦット
をڗडできるものと考える。また、৽ܕίロφで
Φンライン診療が஫目される中、�0�0 年にΦン�
ライン診療ιフトウΤアʮ:B%PDʯを։発したイン�
テάϦテΟϔルスケア社とあ͡さいωットが提
携し、྆者のσータηンターؒを *1�71/ で઀続
した。これにより、あ͡さいωット୺຤、৘ใ提
供病院からは、ి カルテ୺຤から௚઀ʮ:B%PDʯࢠ
がར༻できるͩけでなく、ʮ:B%PDʯアϓϦの入
ྗ機能をར༻して、患者の症状や体重、όイタル
৘ใ౳を入ྗしてもらい、同୺຤で診療ར༻する
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1)3としてのར༻も対໘診療に対する৘ใ不଍を
ิ完している。�0�1年からは(4,社とも提携し、
この機能を F130ʢFMFDUSPOJD�1BUJFOU�3FQPSUFE�
0VUDPNFʣとしてར༻するऔり૊Έも࢝Ίている。

ͻΖ͠·医療৘ใωοτϫʔΫ（).ωοτ）
ʵ֓ཁɾݱঢ়ͷ՝୊ɾޙࠓͷऔΓ૊みʵ

઒　ޫ一౻　ࣄౡ県医師会ৗ任ཧ޿
　ͻろしま医療৘ใωットϫークʢ以Լ、ʮ).
ωットʯʣは஍Ҭ医療࠶生基ۚを活༻して構築し、
�013 年にՔಇを։࢝した。�0�3 年 1 ݄現在の
外のݝ加施設数はࢀ 14施設をؚΉ 1
10� で、う
ち 43が診療৘ใ։ࣔ病院である。
　).ωットの特௕は、71/ʢ*1TFD�*,&ʣと 5-4
を併༻して৘ใڞ有や৘ใަ׵を行っている点
と、医療৘ใがݸ々人に発行されたݝʢࠃʣで།
一の஍Ҭڞ通 *% により一意的に؅ཧされている
点である。).ωットには、։ࣔ病院の診療৘ใ
をࢀরするシステムのଞ、౤ༀ৘ใをڞ有するシ
ステム、ݸ々人の救ٸやࡂ害時に必要な৘ใをڞ
有するシステム、患者の自己ଌ定σータや݈診৘
ใを医ࢣ౳とڞ有するシステム、医ࢣが医༻ը૾
やάラフなどをଞの医ࢣに提ࣔして相ஊできる࢓
૊Έ、医療機関ؒあるいは医療機関と行੓のؒで
ファイルをڞ有ɾૹड৴する࢓૊Έなどさま͟ま
なάルーϓウΣアがՔಇしているが、ྩ࿨ 5年
౓中には、஍Ҭڞ通 *% を有する患者のݕ体ࠪݕ
݁Ռをڞ有するシステムが࢝ಈする予定である。
　主な՝題は現在ਐΈつつあるΦンラインࢿ格֬
ೝを基൫とした全ࠃ医療৘ใϓラットフォームと
のڞଘと連携であるが、).ωットでは、これを
ຽʢ患者ʣがϚイφンόーカードをݝ、ਾえてݟ
ར༻して、自਎で஍Ҭڞ通 *% を࠾൪できる構଄
やϚイφンόーカードを஍Ҭ医療 *%カードʢ).
カードʣの代わりにར༻できる࢓૊Έを構築中で
ある。

医療հޢ৘ใڞ༗γεςϜͷ͋Γํ
ɹɹʵവؗ�ಓೆ.FE*LB ʵ

ഹ　　ڮߴ　௕ࣄ病院ཧڮߴ
　ฏ成 1� 年、ཱࢢവؗ病院ʢ3 ࣍救ٸ病院ʣ、
高ڮ病院ʢϦϋϏϦ病院ʣؒで産੠をあげた

ʮ*%�-JOLʯは、ಓೆ஍Ҭ医療連携ٞڠ会ʮಓೆ
.FE*LBʯを฼体として発లしてきた。当ॳのʮNZ�
LBSUFʯの໊শ通り、1)3 を意ࣝしたシステム構
築を目ࢦしたが、ʮݸ人৘ใʯʮηΩϡϦテΟʯと
いう大きなนを前に、医療機関を中৺とした࡞り
にͤ͟るを得なかった。そのたΊ、同一患者にも
関わらず、医療৘ใとհ護৘ใが分அされたたΊ、
৘ใڞ有の؍点からいまなお大きな՝題を࢒して
いる。
　現在、41 ౎ಓ෎ݝで *%�-JOL は活༻されてい
るが、全ٴීࠃにかなり時ؒと手ؒを要したこと
は、当時から続く *5 そのものに対するڑ཭ײか
ら࢓方のないことであったのかもしれない。
　Քಇ։࢝ޙからݟえてきたいくつかの՝題に対
し、*%�-JOL というϓラットフォーム্でそれら
がղ決できるものなのか、その೰Έは現在も続い
ている。しかし、当ٞڠ会のཧ೦であるʮ஍Ҭで
患者を診るʯ視点から、വؗࢢのྗڠのもとにʮ医
療հ護連携サϚϦーʯなどを࢝Ίとしたհ護をも
んͩ৽しいऔり૊ΈをਐΊているところでࠐきר
ある。
　全ࠃ医療৘ใϓラットフォームとして、ޙࠓ
Φンラインࢿ格֬ೝが中৺にਾえられるのであろ
うが、在୐ɾհ護をרきࠐんͩ஍Ҭ医療のたΊに
は、この �つのϓラットフォームをどう切り分
けていくのか、あるいは༥合をਤる΂きなのか、
ʮඪ४化ʯʮσータ化ʯを೦಄にஔきつつ、Φンラ
インࢿ格֬ೝも先ۦけてࢼ験Քಇした経験も౿ま
えて྆者について࿦͡られた。

*$5 Λ༻͍た཭ౡ΁͖஍ͷ
ɹɹ医療ఏڙମ੍ߏஙʹ͍ͭͯ
ʙεϚʔτΞΠϥϯυਪਐ࣮ূௐࠪɺߴը࣭ϞόΠϧ
தܧ૷ஔΛ༻͍たΦϯϥΠϯ਍療ʹ͍ͭͯͷใࠂʙ

　　+" 山口ްੜ࿈प౦૯߹病院ʗ
༄Ҫཱࢢฏ܊਍ྍॴ　ਞ内૱ଠ郎

が཭ౡ診療ॴࢣౡでは、医܊ฏࢢ༄Ҫݝ口ࢁ　
に常றしていたが、人口が 300 人ະຬとなり、
�0�1 年౓からඇ常ۈ体੍となった。医ࢣが不在
となる時ؒが௕くなり、ౡຽの医療アクηスの機
会が減少したたΊ、アクηスվળの目的で �0�1
年౓よりΦンライン診療を։࢝した。これまで
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$07*%�19 発生時やߥ天時など、Φンライン診療
をスϙットで活༻してきたが、得られる৘ใやಠ
り、Φンライン࢒高齢者への対応などに՝題もډ
診療のಋ入ͩけでは、医療アクηスのվળはݶ定
的であった。
　՝題ղ決に向け、�0�� 年౓よりࠃ౔ަ通লの
スϚートアイランドۀࣄにࢀըすることになっ
た。ౡຽにウΣアラϒルσόイスを૷ணいたͩく
ことで診療の࣭やݟकり機能をڧ化し、医ࢣ不在
時にΦンライン診療と૊Έ合わͤたり、཭ౡにな
いༀࡎをドローンで഑ૹするなど、医ࢣがඇ常ۈ
体੍となった཭ౡの医療アクηスをվળすること
が目的である。本スϚートアイランドۀࣄの֓要
をは͡Ί、ࢀ加した患者や支援һ、診療ॴスタッ
フ౳へのアンケート݁Ռやༀࡎのドローン഑ૹに
関する実施可能性についてใࠂされた。また、ݝ
のۀࣄによる高ը࣭Ϟόイル中ܧ૷ஔを併༻した
Φンライン診療についても合わͤて঺հされた。

< 報告：ཧݪ౻　ࣄ　　ਸ >

ᶛ � αΠόʔηΩϡϦςΟ
ްੜ࿑ಇলʹ͓͚ΔαΠόʔηΩϡϦςΟରࡦ
ͷऔ૊みʹ͍ͭͯ

ްੜ࿑ಇল医੓׭ࣄࢀہ
（特ఆ医ༀ඼։ൃࢧԉɾ医ྍ৘報୲౰）　田த　জࢠ
　医療機関では、医療৘ใシステムをऔりרく؀
の変化に加え、ۙ年は医療機関をඪ的としたサڥ
イόーܸ߈により診療へのӨڹが出る౳のࣄҊが
発生している。また、ྩ࿨ 5年 4݄より保݈医
療機関ɾༀہにおけるΦンラインࢿ格֬ೝಋ入の
原則ٛ຿化がࣔされ、֓Ͷ全ての医療機関౳が外
部ωットϫークとの઀点を持つことになることか
ら、医療分野におけるサイόーηΩϡϦテΟ対ࡦ
のڧ化がۓ٤の՝題となっている。
　ް労লでは、医療機関౳におけるిࢠ的な医療
৘ใのऔ扱いについてʮ医療৘ใシステムの安全
؅ཧに関するΨイドラインʯを定Ίており、֤छ
੍౓や৘ใシステムٕज़のಈ向౳を౿まえ、ྩ࿨
4年 3݄にୈ 5�� ൛へのվ定を行ったところであ
る。また本年 9݄にはୈ 1�ճ݈߁ɾ医療ɾհ護
৘ใར活༻ݕ౼会医療౳৘ใར活༻ϫーΩンά
άルーϓにおいて、サイόーηΩϡϦテΟ対ࡦの

をまとΊており、それに४͡て۩体的にはࡦ化ڧ
医療機関৬һの֊૚ʢॳ学者ɾ経Ӧ૚ɾシステム
ηΩϡϦテΟ؅ཧ者౳ʣに応͡たݚम、ܧ続的な
教育支援やインシσントのॳಈ対応支援に関する
をల։している。੓෎をあげて医療%9のऔۀࣄ
り૊ΈをਐΊることとしており、医療%9とサイ
όーηΩϡϦテΟ対ࡦは྆ྠとしてਐΊていくも
のであることから、ڧ化ࡦをؚΊް労লの施ࡦに
ついてड़΂られた。

ॏཁΠϯϑϥ෼໺ʹ͓͚ΔαΠόʔηΩϡϦ
ςΟରࡦͱϥϯαϜ΢ΣΞରࡦ

　内ֳαΠόʔηΩϡϦςΟηϯλʔ
৘報ηΩϡϦςΟࢦಋઐ໳׭　݁৓　ଇঘ

　1990 年代ޙ൒からωットϫークにつながった
1$ がٸ଎にීٴし、༏れたརศ性をڗडできる
ようになり、ࠓでは、スϚートフォンなしでの生
活は考えらえないような社会基൫となっている。
その一方で、ւ外でใಓされてきたような多数の
Ҋが、わがࣄを༩えるサイόーڹຽɾ社会にӨࠃ
においてもࠃ �015 年͝ろから発生が目ཱち࢝Ί
てきており、ۙ年では、病院におけるిࢠカルテ
システムのランサムウΤアඃ害によって診療がで
きなくなるࣄҊも஫目をूΊている。
　རศ性の高い 1$ωットϫークの伱から、ݸ人
৘ใྲྀ出や、σータ、システムのغଛなどにより、
社会活ಈに多くのࡁຽɾ社会の経ࠃり஌れないܭ
支障の発生を経験してきている。
　医療分野にݶらず、܁りฦされるサイόートラ
ϒルの原Ҽは、े分な対ࡦをࣔしている஫意ىש
が܁りฦし発出されても、現৔では対ࡦがなされ
ていない৔合や、ূݕが不े分ͩったということ
が多い。こうした状گから୤٫しなければ、トラ
ϒルの܁りฦしはࢭΊられない。
　重要インフラ行ಈܭըのվ定のૂいとともに、
トラϒルのະવ๷ࢭと֦大཈ࢭのたΊ、どのよう
な対ࡦが必要なのかを説明された。なお、医療分
野は、人命とݸ人৘ใを扱っており、ランサムウ
Τア対ͩࡦけではे分ではないとड़΂られた。
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ޙࠓͱࡦͷαΠόʔηΩϡϦςΟର࡯ܯ
ը՝اαΠόʔہ࡯ܯிαΠόʔ࡯ܯ　

޾ਪਐ室௕　தౢ　ণܞຽ࿈׭
　サイόーۭؒがެۭؒڞへとਐ化している中に
あって、サイόーۭؒのڴҖはۃΊてਂࠁな৘੎
が続いている。ྩ࿨ 5年に入ってからは、ࠃ内
によるものをܸ߈౳でランサムウΤアによるۀا
は͡Ίとするඃ害が続き、また、&NPUFU による
ඃ害の増加もใࠂされるなど、ۓுײが高まって
いる。
　こうした৘੎を౿まえ、ࠃ内の医療機関におい
てిࢠカルテ౳のシステムがײછし、৽نの診療
ड෇や救ٸ患者のडけ入れが一時ఀࢭしたࣄ例౳
をࣔしつつ、࡯ܯにおいて೺Ѳしているランサム
ウΤアやウΣϒサイトのվ͟んを࢝Ίとしたサイ
όーࣄҊのඃ害の傾向、۩体的な手口やその対ࡦ
について説明された。
　また、サイόーࣄҊ発生時には、࡯ܯにおい
て、これまでの૞ࠪ౳を通͡て得られた஌ݟ౳を
基に、෮ۀ࡞چや࠶発๷ࢭ対ࡦ౳において、ඃ害
౳に対してॿ言౳を行うことが可能であるこۀا
となど、࡯ܯへの通ใɾ相ஊがࣄҊ対ॲにおいて
重要であることについても説明された。

αΠόʔܸ߈から਎ΛकΔたΊʹ
　*1" ηΩϡϦςΟηϯλʔ

ηΩϡϦςΟରࡦਪਐ෦෦௕　໊܂　ར޾
　ಠཱ行੓法人৘ใॲཧਪਐ機構ʢ*1"ʣでは、
社会のηΩϡϦテΟ対ࡦをଅすたΊ、੬ऑ性৘ใ
の提供、֤छ相ஊ૭口ٴͼಧ出૭口のӡӦ、サイ
όーڴҖ৘ใのڞ有活ಈ、中小ۀاへのηΩϡϦ
テΟ対ࡦ支援౳、さま͟まなऔり૊Έを実施して
いる。ࠓճ、医療ۀ界に関係のਂいと思われる、

৘ใηΩϡϦテΟ安৺相ஊ૭口、+�$4*1 ౳の活ಈ
内༰について、ۙ࠷のわがࠃをऔりרくサイόー
。をަえなら঺հされたگҖの状ڴ

೔ຊ医ࢣձͷαΠόʔηΩϡϦςΟࢧԉ੍౓
日本医師会৘報γεςϜ՝௕　Ҫ઒　ஐ඙

　ۙ年、全世界的にサイόーܸ߈によるඃ害は֦
大の一途をḷっており、ࠃ内の医療機関のඃ害も
多くใಓされるようになってきている。日医とし
て対応ࡦをݕ౼した݁Ռ、日医の "ᶃ会һを対
象に、サイόーηΩϡϦテΟ対ࡦの一ॿとなる基
ૅ支援ࡦʮ日本医ࢣ会サイόーηΩϡϦテΟ支援
੍౓ʯを૑設し、�0�� 年 �݄ 1日からӡ༻を։
࢝している。
　本੍౓は、サイόーηΩϡϦテΟに関連する日
常のࠣࡉなηΩϡϦテΟトラϒルから重大トラϒ
ルまで෯޿く相ஊできるʮ日本医ࢣ会サイόーη
ΩϡϦテΟ対応相ஊ૭口ʢٸۓ相ஊ૭口ʣʯの設
ஔを中৺に、ʮηΩϡϦテΟ対ڧࡦ化に向けたແ
ྉサイトʢ5PLJP�$ZCFS�1PSUʣの活༻ʯ、ʮ日本医
人৘ใ࿙えい一ݸ一時支援ۚɾܸ߈会サイόーࢣ
時支援੍ۚ౓ʯという3つの柱で構成されている。
　医療機関におけるサイόーηΩϡϦテΟ意ࣝの
向্と対ڧࡦ化のたΊに、੍౓の֓要や実ࡍにد
ͤられたࣄ例などを঺հされた。

< 報告：෭会௕　தଜ　　༸ >

ดձѫࡰ
　ӡӦҕһ会ҕһであり、ਆಸ઒ݝ医ࢣ会の઒ా
߶༟�ཧࣄよりด会ѫࡰがなされ、�日ؒに࿱る
本ٞڠ会のす΂てのϓロάラムが終了した。なお、
ྩ࿨ 5年౓の同ٞڠ会はྩ࿨ �年 3݄ �ʙ 3日
に։࠵される予定。
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ୈ ��� ճݝޱࢁ医ࢣ会ੜ֔研修ηϛφʔ
と　き　令和 5 年 2 月 1� 日（日）10：00 ～ 15：00

ところ　山口県医師会 6 階　会議室

　本ߨԋでは、౻Ҫਖ਼ඒ�先生がઐ໳とされてい
る機能ਆ経外科による;るえに対する࠷৽の࣏療
や、てんかんについて症例のಈը౳をަえ大変分
かりやすく͝ߨԋしていたͩいた。

̍ɽػೳਆܦ֎Պにͭいて
　てんかんと;るえは機能性疾患であり、命に係
わる疾患ではない。このような機能性疾患を外科
的に࣏療しようとするのが機能ਆ経外科である。
19�3 年͝ろから不ਵ意ӡಈの࣏療として機能ਆ
経外科が࢝まった。当時、パーΩンιン病の࣏療
として೴外科࣏療が行われていたが、19�0 年代か
ら -�%PQB ੡ࡎが༻いられるようになり、内෰ༀが
パーΩンιン病࣏療の中৺となった。�1世لにな
り、てんかん外科ٴͼ定Ґ機能ਆ経外科のྖҬの
࣏療がਐาしてきた。機能ਆ経外科がแׅする分
野としてʮてんかん、精ਆ疾患ʢڧഭ性障害、トΡ
Ϩット症ީ܈ʣ、難࣏性仏௧ʢਆ経障害性仏௧ʣ、パー
Ωンιン病ɾ本態性ৼઓɾδストχアなどの不ਵ
意ӡಈ症、ᙲॖ、#SBJO�.BDIJOF� *OUFSGBDF、࠶生
医療ʯが挙げられ、多࠼になってきている。

̎ɽてΜかΜにͭいて
　てんかんをྺ࢙的にΈると、中世ΩϦスト教
時代にはʮຐ෺つきʯと言われ、ޡղやภݟを生
͡ていた。しかし、19 世لには +BDLTPO がてん
かん発࡞は೴のਆ経ࡉ๔に༝来することを明らか
にするなど、そのϝカχズムが分かり࢝Ίてきた。
日本においてはಸྑ時代にはʮくつちɾくつちか
きɾた;れやまいʯ、ށߐ自体にはʮᚖᚉʯとݺ

ばれ、やはりޡղやภݟがあった。てんかんはݽ
発性、ޙ天性が多く、Ոܥ内発症は 4ʙ ��ఔ౓
である。てんかんはʮ大೴ʢਆ経ࡉ๔ʣにおこる
ಥવの異常なిؾ活ಈにより発࡞を܁りฦす慢性
の病ؾʯであり、大೴ൽ࣭にଛইがあれば୭でも
発症しうる。発࡞のタイϓには、ڧ௚ؒ代発࡞ʢけ
いれんʣ、য点意ࣝ減ଛ発࡞ʢ自ಈ症ʣ、য点意ࣝ
保持発࡞がある。またʮてんかんʢ&QJMFQTZʣʯとʮけ
いれん発࡞ʢ$POWVMTJPOʣʯは全く同͡というわ
けではない。けいれん発࡞があっても、てんかん
ではແい例としてٸ性症ީ性発࡞があり、てん
かんではあるが、けいれん発࡞がແい例としてඇ
けいれん発࡞ʢয点性意ࣝ減ଛ発࡞ʣが挙げられ
る。以্の通り、てんかん発࡞は明らかな༠Ҽが
ແい慢性疾患としての自発発࡞ʢඇ༠発性発࡞ʣ
である。༠発性発࡞はٸ性の೴への৵ऻにより༠
発される発࡞であり、原Ҽとして೴Ԍ、外ই、೴
ଔ中、代ँ性発࡞が挙げられ、ٸ性症ީ性発࡞と
して、てんかん発࡞とは۠ผされる。࣏療につい
て、౻Ҫ先生の私ݟではٸ性症ީ性発࡞はອવと
してࢭず、�िؒఔ౓で中ͤ༺࢖てんかんༀは߅
Έて、発࡞がىこるようであれば、てんかんと診
அして࣏療をܧ続していくのがྑいとड़΂られ
ている。てんかんの実༻的ྟচ定ٛはこれまでは
ʮ�4時ؒ以্のִؒで生͡た�ճ以্のඇ༠発性
発࡞ʯのΈであったが、�014 年のࢽࡶ &QJMFQTJB
では前هに加えて、ʮ1ճのඇ༠発性発࡞ʴʢ大
೴ൽ࣭ʣ病変ʯٴͼʮ1ճのඇ༠発性発࡞ʴ೴೾
্のてんかん性ᑜ೾ʯがあれば、てんかんと診அ
するྲྀれになっている。本๜のてんかん有病者数

ಛผߨԋ 1

ʮ͋ͬͱ͘ڻɹͯΜかΜͱ;Δ͑ͷ࠷৽࣏療ʯ
　　　　　　　　　� ૯合医療ηンター೴ਆ経外科部௕ཱݝ口ࢁ��

てんかんηンター௕　౻ Ҫ ਖ਼ ඒ
ʦҹ৅ه：༄　Ҫ　ٶ஍　㑑࢙］
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は໿ 9� ສ人と多く、あり;れた病ؾである。た
ͩし、さま͟まな科の医ࢣが診ているたΊ、一人
一人の医ࢣが診࡯している患者数は少ない。てん
かんの年代ผ発症཰は、ۙ࠷では೴ଔ中ޙやೝ஌
症に合併する例が増加し、高齢者૚で増えてきて
いる。高齢者のてんかんはᙲᏀ発࡞よりも、目的
のない口をϞΰϞΰさͤるয点意ࣝ減ଛ発࡞が多
く、てんかん発࡞とはؾ෇かれにくく、ೝ஌症と
ؒҧわれやすい。てんかんとӡస໔ڐについても
重要な՝題である。�011 年以߱、てんかん患者
が発࡞時にނࣄをىこしたใಓがなされることが
多かった。�014 年にʮվਖ਼ಓ࿏ަ通法ʯ、ʮ自ಈ
ंのӡసにより人をࢮইさͤる行ҝ౳のॲേに関
する法཯ʢ自ಈंӡసࢮইॲേ法ʣʯが施行された
が、意ࣝ障害を伴わない発࡞やਭ຾中の発࡞は対
象からআ外された。またʮӡసに支障するおそれ
のある発࡞が �年ؒແいことʢༀの෰༻可ʣʯの৚
݅のもと、ंのӡసが可能とされた。てんかんの
診அが困難な症例の৔合、௕期ϏσΦ೴೾同時ه
࿥ࠪݕで発࡞がଊえられれば、診அをつけること
ができる。ࢁ口ཱݝ૯合医療ηンターでは高ີ౓
೴೾ܭଌも行っている。಄ൽ্に �5� νϟンω
ルのిۃをつけて、てんかんのয点を୳し、.3*
্に൓өさͤることができる。てんかんとؑผす
΂き状態には大きくೋつある。ਆ経ௐઅ性ٴͼ৺
原性のࣦਆ発࡞ʢ4ZODPQFʣと৺Ҽ性ඇてんかん
発࡞ʢ1TZDIPHFOJD�OPOFQJMFQUJD�TFJ[VSFɿ1/&4ʣ
である。発࡞の状態でのؑผでは、てんかんであ
るয点意ࣝ減ଛ発࡞は数ेඵʙ数分ؒ意ࣝをࣦう
が、࢟੎ҡ持ۓےுは保たれるのでಥવ౗れたり
はͤず、։؟しているのが特徴である。一方、ࣦ
ਆ発࡞は࢟੎ҡ持ۓےுのফࣦを伴うたΊ౗れ
てしまい、ด؟しているのが特徴である。৺Ҽ
性てんかん発࡞では、௕期ϏσΦ೴೾同時ه࿥を
行うと、発࡞時にも೴೾異常が全くແく発࡞時ؒ
も௕く続く例がある。৺Ҽ性の৔合、ྑい࣏療法�
はなく、精ਆ科的カウンηϦンάなどを行い߅てん�
かんༀは࢖༻しない。てんかんのༀ෺療法につ
いて、てんかん診療Ψイドライン �01� では࣏療
։࢝の原則は、༠Ҽのないॳ発てんかん発࡞では
通常࣏療を։࢝ͤず、�ճ目以߱に࣏療を։࢝す
る。しかし、ඇ༠発のॳճ発࡞でも೴ը૾病変が

ある例、೴೾でてんかん性異常೾が明らかな例、
てんかんのՈ଒ྺがある例はてんかん発࡞の࠶発
཰が高く、࣏療։࢝を考ྀするとされている。߅
てんかんༀについては、部分発࡞についてはϨベ
νラηタム、ϖランパωル、ラίサϛドなどが༻
いられるようになった。カルόϚθϐンやラϞト
ϦΪンではༀ਄がでやすい点、Ϩベνラηタムで
はқౖ性がでることがあるので、஫意が必要であ
る。妊娠可能なঁ性にはܗح࠵性の؍点からόル
ϓロࢎをආけるようにする、ຢは �00NH 以Լに
するなどのཹ意が必要である。手ज़࣏療が可能な
てんかんは໿̑�ఔ౓と思われるが、ւഅߗ化を
伴う側಄༿てんかん、.3* でہݶする࣭ث病変
をೝΊるてんかんなどでは、たとえ難࣏でແくて
も࣏療ޮՌをݕ౼してੵۃ的に手ज़հ入すること
がある。そのଞ、.3* に異常がແいが೴೾ɾ機
能ը૾でয点が特定できるༀࡎ఍߅性てんかん、
൒ٿ性のൣ޿な病変のあるༀࡎ఍߅性てんかん、
୤ྗ発࡞を持つༀࡎ఍߅性てんかんがあるが、適
応にはज़前のධՁが重要である。てんかんの手
ज़には発࡞をܰくするのΈの؇࿨的手ज़と、発࡞
を完全にࢭΊる࣏ࠜ的手ज़がある。また、内視ڸ
的手ज़、外視的手ज़、ϨーβーやχϡーロϞσϡ
Ϩーシϣン手ज़が行われるようになっている。こ
れらのਐาにより、ւഅߗ化症の৔合、側಄༿切
আज़を行い、�0ʙ �0�の発࡞ফࣦ཰がある。ま
た、.3* ΨイドԼの定Ґ的Ϩーβーম٫法がԤ
ถでは༻いられ、日本でも少しずつऔり入られ
࢝Ίている。体内ຒΊࠐΈ૷ஔによる࣏療であ
るχϡーロϞσϡϨーシϣンでは໎૸ਆ経ܹࢗ療
法ʢ7/4ʣ、൓応ܕ೴ܹࢗ૷ஔʢ3/4ʣ、೴ਂ部ࢗ
ܹ療法ʢ%#4ʣが๺ถで༻いられている。さらに
手ज़ロϘットが༻いられ࢝Ίている。ۙ࠷はてん
かん発࡞の予஌システムが։発されている。発࡞
時にはසഥになることをར༻し、৺ిਤを૷ணし
ておき、සഥになるとスϚϗでϦアルタイムにղ
ੳしଈޮ性のあるༀࡎをす͙にҿΉຢは病院に連
བྷするなどのシステムの։発がすすんでいる。行
੓におけるてんかんは �01� 年からの医療ܭըで
あるʮ̑疾病ɾ5ۀࣄʯでは精ਆ疾患の中にҐஔ
づけられている。また、�015 年からてんかん஍
Ҭ診療連携体੍੔備�0�1、ۀࣄ 年からてんかん
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支援ڌ点病院੔備ۀࣄが࢝まり、全نࠃ໛に֦大
している。�0�� 年 10 ݄からࢁ口ཱݝ૯合医療
ηンターがࢁ口ݝのてんかん支援ڌ点病院にࢦ定
されている。

̏ɽෆਵҙӡಈの֎Պ࣏療ʢࢁ口ݝではࢁ口ཱݝ
૯合医療ηンターとࢁ口大学病院で実施ʣ
　ৼઓʢ;るえʣはさま͟まな原Ҽにより生͡る
が、機能ਆ経外科では本態性ৼઓとパーΩンιン
病が重要となる。本態性ৼઓは෺をऔろうとする
ときなどに;るえप期がૣく、パーΩンιン病で
は安੩時に;るえप期がやや஗い特徴がある。本
態性ৼઓでは、命をམとすことはແいが、ࣈがॻ
けない、৯ࣄができない、人目がؾになり外出で
きないなどの "%-ɾ20- を௿Լさͤる。内෰ༀ
による࣏療の有ޮ཰は 50� ఔ౓であり、日常生
活が障害される৔合は手ज़がקΊられる。不ਵ意
ӡಈに対する外科࣏療は定Ґ೴手ज़による೴ഁյ
ज़やௐઅ性のྑいి࣏ܹࢗؾ療が行われている。
೴ਂ部ܹࢗʢ%FFQ�#SBJO�4UJNVMBUJPOɿ%#4ʣ療
法は 1990 年代にフランス、άルϊーϒル大学の
#FOBCJE により։発され、日本では �000 年に保
が適応され、パーΩンιン病、本態性ৼઓ、δݥ
ストχアに༻いられている。パーΩンιン病で
あれば視চԼ֩、本態性ৼઓであれば視চ、δス
トχアであれば୶૵ٿ内અなど、೴のどこをܹࢗ
するかによってޮՌが異なる。実ࡍに体内にຒΊ
ʣ、ΤクステンシϣンʢԆۃΉのはϦードʢిࠐ
௕༻ケーϒルʣ、パルス発生ثである。�000 年
に入り、.3* ΨイドԼでの定Ґ೴手ज़ができる
ようになり、૷ஔの精౓ࠩޡが 0�3NN以Լであ
り、ૂった部Ґからほとんどずれることなく手
ज़が行えるようになった。さらに、ࢦ向性のڧ
い %JSFDUJPOBM�-FBE が༻いられるようになり、少
し部Ґがずれてもܹࢗの方向性を変えることによ
りௐ੔が行えるようになってきた。また、体のಈ
き難さのࢦඪとなる೴内ిҐをݕ஌し、ڧܹࢗ౓
を自ಈ的に変ಈするシステムも࢖༻できるように
なってきた。�パーΩンιン病の経աでの %#4 は
パーΩンιン病のॳ期は内෰ༀがྑくޮくୈ一
࣍ϋωムーン期があり、そのޙのਐ行期にӡಈ症
状の変ಈが出࢝Ίたころに %#4 をຒΊࠐΉこと

により、症状を࠶౓վળさͤೋ࣍ϋωムーン期を
ることができる࣏療とҐஔ෇けられている。し࡞
かし、5ʙ �年すると症状はまたਐ行していくた
Ί、内෰ༀとの併༻が重要である。本態性ৼઓに
対しては、視চをターήットとした %#4 を行う
ことで症状のվળができる。δストχアに対して
୶૵ٿ内અに対する %#4 を行う。%#4 のܹࢗௐ
੔もਐาしている。10 年前までは病院で医ࢣが
ライン෇の૷ஔを༻いてܹࢗ૷ஔの設定を変ߋし
ていた。現在は #MVFUPPUI を༻いて自己ௐ੔がで
きるようになってきた。また、ւ外では 7JSUVBM�
$MJOJD ができるようになっており、ΦーストラϦ
アの医ࢣがχϡーδーランドの患者のܹࢗௐ੔
ができるようになっている。日本でもޙࠓ、同༷
なことが可能となる予定である。また、定Ґ的視
চ೤ݻڽज़ʢ೴ഁյज़ʣはݹくから行われていた
が、ۙ࠷になりٕज़もਐาしຑᙺをىこすことな
く、ਖ਼֬に施行できるようになってきた。現在は
։಄ͤずに௒Ի೾を༻いた経಄֖.3ΨイドԼू
ଋ௒Ի೾࣏療も行うことができるようになってき
ている。これまでࢁ口ཱݝ૯合医療ηンターでは
100 例以্の %#4 ࣏療を行っているが、ࢮ๢例
はແく೴内出݂も 1��ˋとرであり、重ಞな೴内
出݂はແかった。அઢ、ނ障など૷ஔに関する合
併症は4��ˋであった。%#4について精ਆ障害ʢڧ
ഭ性障害、トΡϨット症ީ܈ʣ、アルπϋイϚー
病に対する%#4 ࣏療もۙ࠷ใࠂされてきている。

ԋをకߨに౻Ҫ先生は以Լのことをड़΂てޙ࠷　
Ίくくられた。

　機能ਆ経外科について
ᶃ患者さんの生きがいのഒ増ܭը
ᶄࣦわれた೴機能の෮活ʢ೴機能࠶生޻৔ʣ
ᶅఘΊた人生をもう一౓औり໭すたΊの࣏療
ᶆϚインドίントロールではない

　ίンϐϡーターサイΤンスのਐาにより、ເ
いっͺいのະ来が଴ちडけている。
　機能ਆ経外科を目ࢦす೴外科医が少ないが、ເ
のある分野であり、多くの人に関৺を持っていた
ͩきたい。
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ʮۙ࠷ͷෆ੔຺࣏療ʹ͍ͭͯʯ

内科教तث科॥؀ڀݚ科学ܥౡ大学大学院医学޿ த໺�༝ࢠل
ʦҹ৅ه：๷　෎　౻Ҫ　ਸ࢙］

　ྩ࿨ 5年 � ݄ 19 日のୈ 1�� ճࢁ口ݝ医ࢣ会
生涯ݚमηϛφー特ผߨԋ̎で、޿ౡ大学大学院
医学ܥ科学ڀݚ科॥ث؀内科教तの中野༝ࢠل�
先生によるʮۙ࠷の不੔຺࣏療についてʯの͝ߨ
ԋをഈௌした。৺๪ࡉಈ、৺ଁಥવࢮに関する࠷
৽の஌ݟをަえ、࠷৽の࣏療法についてड़΂られ
た。

̍ɽ৺๪ࡉಈのૣ期ൃݟ
　৺๪ࡉಈは࠷も有病཰の高い不੔຺の一つであ
り、年齢がਐΉにつれて্ঢし、現在໿ 1�0 ສ
人がጶ患している。日本॥ث؀学会のௐࠪでは、
�0 歳代でஉ性 3�4ˋ、ঁ性 1�1ˋ、�0 歳以্で
はஉ性 4�4ˋ、ঁ性 ���ˋに৺๪ࡉಈがΈられた。
発病に関連するҼࢠとして、高݂ѹや౶೘病、ං
ຬ、ਭ຾時ແٵݺ、高೘݂ࢎ症、٤Ԏ、アルίー
ルফඅ、Ҩ఻や人छなどがあり、ੋਖ਼可能なもの
については、ੋਖ਼することが๬ましい。৺๪ࡉಈ
があると೴ଔ中は �ʙ �ഒ、৺不全のϦスクは
໿ 5ഒに্ঢする。さらにೝ஌症のϦスクも໿ �
ഒに増加さͤると言われている。しかし、৺๪ࡉ
ಈ患者の໿ 4ׂはແ症ީ性であり、それらのイ
ベントϦスクが高いのが現状である。特に診அ困
難な発࡞性৺๪ࡉಈでは、診அのたΊには携ଳ৺
ిਤܭや "QQMF�8BUDI を༻いた৺ిਤのه࿥が
有ޮである。また、診அ཰を্げるたΊには௕期
ؒの৺ిਤه࿥が有༻であり、特にݕ出཰を্げ
るたΊには �िؒ以্の連続したه࿥が必要と
なることもある。ۙ࠷では֤社から௕時ؒ৺ిਤ
Ϟχター機ثが発ചされている。
　৺๪ࡉಈの発症にはҨ఻的素Ҽの関༩も大き
く、特にҨ఻ࢠ多ܕとの関連性がࢦఠされてい
る。Ҩ఻ࢠ多ܕの中でも、࠷も出現ස౓が高く、
しかもよく༻いられるのが一Ԙ基多ܕʢTJOHMF�

OVDMFPUJEF�QPMZNPSQIJTNɿ4/1ʣで、そのҨ఻
、ʢHFOPUZQFʣを全ήϊムྖҬで໢ཏ的にௐ΂ܕ
疾患ײड性ྖҬをછ৭体্にϚッϓするのがή
ϊムϫイド関連ڀݚʢHFOPNF�XJEF�BTTPDJBUJPO�
TUVEZɿ(8"4ʣである。�不੔຺ྖҬで (8"4 が
ਐんでいる疾患は৺๪ࡉಈで、�01� 年時点で、
関連Ҩ఻ࢠは にまで増えている。その中でݸ�9
も 1*59� Ҩ఻ࢠはࠨӈඇ対শ૊৫の発生に関༩
するసࣸҼࢠとして஌られ、本Ҩ఻ࢠの変異やܽ
ଛによって、৺݂ܥ؅異常などの先天異常を有す
るϦーΨー症ީ܈ʢ3JFHFS�TZOESPNFʣや৺๪ࡉ
ಈが生͡ることが஌られている。1*59� Ҩ఻ࢠ
を持つ人はಎ機能が不ྑであり、ࠨ৺๪が֦大す
る傾向にある。さらに৺๪ࡉಈと関連する 5つ
のҨ఻ࢠを৺๪ࡉಈ発生ݥةҼࢠとすると৺๪ࡉ
ಈのૣ期予ݟにܨがる可能性がある。

̎ɽ৺๪ࡉಈの࣏療にͭいて
　৺๪ࡉಈのༀ෺࣏療の主体はݻڽ߅療法であ
り、$)"%4 スίア 1点以্が適応になる。3ສ
人の日本人高齢৺๪ࡉಈ者の 9��4� にݻڽ߅療
法が行われ、その � ׂの患者に %0"$ʢ%JSFDU�
0SBM�"OUJDPBHVMBOUʣが౤༩されている。しかし、
高齢者ではస౗などのアクシσントで౤ༀを中
発生཰の増࠹の೴伷ޙされることも多く、そのࢭ
加にܨがっている。特にフϨイル౳で਎体障害が
ਐんͩ患者ではݻڽ߅ༀを中ࢭされることも多
く、このことが೴݂؅障害の増加につながってい
る。高齢者の෰ༀアドώアランスを্げるたΊに
は෰ༀༀࡎ数の減少、؆ศ化やհ護者のྗڠなど
を考ྀする必要がある。
　৺๪ࡉಈ患者はすでにࠨ๪内にน在݂ખがଘ在
することも多く、その 9ׂはࠨ৺ࣖ内にଘ在す
る。ࠨ৺ࣖに݂ખがଘ在すると৺๪のઢҡ化や内
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ൽ障害がਐ行し、݂ખのܗ成をますますଅਐさͤ
る。したがって、ۙ年ではݻڽ߅ༀ不଱༰者を対
象にࠨ৺ࣖด࠯σόイスʢ8"5)."/5.ʣを༻
いた経ൽ的ࠨ৺ࣖด࠯ज़が行われる。(+"1 Ҩ఻
ಈを予ଌするࡉは難࣏性ස຺性৺๪ܕ変異ܕ多ࢠ
৽たなϚーカーとなる可能性がある。৺๪ࡉಈの
৺ഥ数をن定するҼࢠのղ明により、Ϩートίン
トロール療法の৽たな࣏療法につながることも期
଴される。ස຺性৺๪ࡉಈの৺ഥ数ௐ੔療法では
目ඪ安੩時৺ഥ数を 110� 分とし、ۦࣨࠨ出཰が
40� 以্にԹଘされている৔合は、Ќःஅༀや
ベラパϛル、δルνアθムを༻い、৺機能௿Լ例
ではЌःஅༀ、δΰΩシンで৺ഥ数の௿Լをਤる。
　৺๪ࡉಈアϒϨーシϣンのクラスᶗの適応は高
౓のࠨ๪֦大、ࣨࠨ機能௿ԼをೝΊないༀ෺࣏療
఍߅性の症ީ性৺๪ࡉಈである。しかし、௿৺機
能の৺๪ࡉಈ症例に対するアϒϨーシϣン࣏療で
もༀ෺࣏療にൺֱして৺不全のٸ性増ѱを減少さ
ࡉもある。৺๪ࠂ๢཰も௿Լさͤるとのใࢮ、ͤ
ಈによるස຺༠発性৺ے症のૣ期診அには)$/4
Ҩ఻ࢠ多ܕの関༩があり、৺不全のૣ期発ݟに有
༻であり、ૣ期のϦズムίントロールが予ޙのվ
ળにつながる。
　アϒϨーシϣン࣏療ޙの࠶発๷ࢭには適౓のӡ
ಈ、અञ、減ྔ、݂ѹの؅ཧ౳が重要である。さ
らにࣃप病の合併が৺๪ࡉಈ患者のෳ合イベント
の発現に関༩しており、ࣃप病の࣏療も重要とな
る。

̏ɽ৺ଁಥવࢮにͭいて
　ಥવࢮの定ٛはʮॠؒࢮあるいは発病ޙ �4 時
ؒ以内の内Ҽࢮʯとされている。૯຿লのʰྩ࿨
3年൛　救ٸ救ॿの現گʱによると、救ٸൖૹさ
れた৺ഏ機能ఀࢭই病者数は年ؒ໿ 1� ສ �
000
人、うち৺原性৺ഏ機能ఀࢭ者数は໿ �ສ 9
000
人にの΅る。また日本 "&% によると、৺ଁஂࡒ
ಥવࢮの年ؒࢮ者数は໿ �ສ 9
000 人。1日に໿
�00 人、�分に 1人が৺ଁಥવࢮで๢くなってい
ることになる。原Ҽの大൒は݂ڏ性৺疾患である
৺ے伷࠹やڱ৺症などの৺ଁ病である。しかし、
本๜をؚΊたアδア人では৺ଁಥવࢮのうち、不
੔຺によるಥવࢮが多く、໿ ���を઎Ίている。

　ϒルΨμ症ީ܈は不੔຺性৺ଁಥવࢮの一Ҽと
なる疾患である。Ҩ఻的素Ҽのڧいكな疾患であ
り、アδア人に多くΈられる。成人உ性にѹ౗的
に多くΈられʢஉঁൺ 10ɿ1ʣ、1� ༠ಋ৺ిਤ
のڳ部 71�73 ༠ಋで $PWFE もしくは、ܕ 4BEEMF�
#BDL ܕ 45 ্ঢをࣔすことが特徴である。ಥવ
を症ީ性ϒ܈ԟのあるطો生例やࣦਆなどのࢮ
ルΨμ症ީ܈として扱い、全く症状を有しない܈
をແ症ީ性ϒルΨμ症ީ܈に分ྨされ、྆者の࣏
療方਑が決定される。ϒルΨμ症ީ܈の໿ �0ˋ
の症例では、4$/5"ʢ/B νϟンωルҨ఻ࢠʣの
ϛϡーテーシϣンにより発症する可能性がࣔさ
れており、さらにಥવࢮのՈ଒ྺを有する症例が
໿ �0ˋにΈられることから、Ҩ఻的νϟンωル
病が背景にあると考えられる。ӈࣨྲྀ出࿏を中৺
にした؏น性の࠶分ۃ異常が 71�3 の 45 ্ঢの
原Ҽと考えられ、৺ࣨࡉಈの発生についても৺外
ບ側と৺内ບ側の֦ு期のిҐࠩによるہॴのϦ
ΤントϦーʢQIBTF���SFFOUSZʣによると考えられ
ている。特に໷ؒにಥવ生͡る৺ఀࢭ発࡞はʮΆっ
くり病ʯとして஌られていた疾患܈と考えられる。
症ީ性ϒルΨμ症ީ܈では、ಥવࢮが 3 年で
�0ʙ 30�Έられるのに対し、ແ症ީ性ϒルΨμ
症ީ܈では৺ఀࢭ発࡞をきたすස౓は年࣍�1ˋະ
ຬと考えられている。ϒルΨμ症ީ܈における�
ಥવࢮϦスクを૚ผ化することでಥવࢮϦスクを
予ݟするࢼΈもなされている。ಥવࢮ予ଌϞσル
ではᶃࣦਆのطԟ、ᶄ 71 の S�+ ִؒ、ᶅ 7� の
234 ִؒ、ᶆ̩೾のばらつきʢ5Q�F�EJTQFSTJPOʣ
を༻いることでײ౓ 9��1�、特異౓ �5��� で予
。が可能であるݟ
　࣏療としては、ಥવࢮϦスクの高いϒルΨμ症
には܈ީ *$% ২えࠐΈが必要となる。症ީ性ϒ
ルΨμ症ީ܈やՈ଒ྺを有する症例では২ࠐΈܕ
আࡉಈثʢ*$%ʣ࣏療が必ਢであるが、ແ症ީ性
ϒルΨμ症ީ܈では�*$% の必要性が少ないとも
考えられているが、ಥવࢮ予ଌϞσルをࢀ考に症
例͝とに *$% の必要性をݕ౼す΂きである。ϒ
ルΨμ症ީ܈の໿ 13ˋに�4$/5" のҨ఻ࢠ異常
がݟ出され、Ҩ఻ࢠ異常がないものにൺし、生命
予ޙは不ྑである。࢒る症例では、Ҩ఻ࢠ異常や
Ո଒ྺを有さず、୯一の異常を൓өした୯一の疾
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患܈ではない可能性も考えられている。いずれに
ͤよ、ແ症ީ性ϒルΨμ症ީ܈における௕期にわ
たるಥવࢮのස౓をਖ਼֬に೺Ѳする必要があり、
そのことにより、ਅに *$% を必要とする症例の
ྟচ૾が明֬となることが期଴される。
　ϒルΨμ症ީ܈に対する৺外ບアϒϨーシϣン
はༀ෺఍߅性の৺ࣨࡉಈストーム例や *$% ಈ࡞
をසճにೝΊる例でਪ঑クラスᶘ Cとなってい
るたΊ、症例͝とにその適応をे分にݕ౼する必
要がある。

̐ɽܹࢗ఻ಋܥのϖʔγϯά࣏療にͭいて
　ϖースϝーカ࣏療としてै来ӈࣨϖーシンά
が施行されてきた。現在、ώスଋや٭ࠨを௚઀ั
ଊし、ܹࢗ఻ಋܥのωットϫークをհしてࣨࠨ৺
ฃが可能となり、より生ཧ的なڵのૣ期同期ے
ϖーシンά方法として஫目されている。ٱ߃ώス
ଋϖーシンάの有༻性は �000 年にॳΊてใࠂさ
れ、৺ࣨϖーシンάґଘ例ではӈࣨϖーシンάと
ൺֱし、৺不全入院ٴͼࢮ๢཰を௿Լさͤる可能
性がある。�0�1 年本๜のΨイドラインでは、߃
ώスଋϖーシンάの適応として、๪ࣨ఻ಋ障害ٱ
患者で、高ස౓の৺ࣨϖーシンάが予ଌされ、中
౳౓のࣨࠨऩॖ機能௿ԼをೝΊる৔合をクラス
ᶘ Bとして、ࣨࠨऩॖ機能௿ԼをೝΊない৔合は

クラスᶘ Cとしてਪ঑している。ޙࠓはྖ٭ࠨ
ҬϖーシンάをؚΊたܹࢗ఻ಋܥϖーシンάが、
৺ଁ࠶同期療法の代ସ療法として、慢性৺不全の
࣏療બ୒ࢶとなることが予ଌされる。

ͦͷଞ
ըでԼا຿医部会のۈ会ࢣ医ݝ口ࢁからはޙޕ　
。された࠵ԋ会が։ߨのه

ԋߨ 1
ྟচݚम԰ࠜנक़ ,:050 Λ௨͡た医ࢣձͱए
ख医ࢣͱͷ͕ܨΓ
ɹژ౎෎医ࢣձཧࣄ
ɹ（ݩɾژ౎෎医ࢣձएखϫʔΩϯάάϧʔϓ）
಺科ɹງాɹ༞അثපӃফԽࣈ౎ୈೋ੺ेژ

ԋߨ �
医ࢣձʹΑΔएख医ࢣɾঁੑ医ࢣͷࢧԉઓུɿ

஍ݩ΁ͷएख医ࢣͷఆணΛ໨ͯ͠ࢦ
ɹژ౎෎医ࢣձཧࣄ
ɹژ౎େֶ医ֶ෦ෟଐපӃ

医療҆શ؅ཧ෦ڭतɹদଜɹ༝ඒ

ɹ
　年齢を重Ͷていくと、ੲの自分では考えられないよう
な行ಈをとりは͡Ίて、自分でもͼっくりしています。
　日هをॻき࢝Ίました。私は、その日の出来ࣄやײ৘
のࡌهに対して、あまりՁ஋を͡ײなくて、日هにまっ
たくڵຯがແかったです。໿̍年前にޙഐが 4/4 でʮ̏
年連༻日هʯをॻいているとͤࡌていました。これは、
ຖ日の日෇の̍ϖーδが、্中Լに̏ஈに分ׂされてい

て、まず্ஈに、ࠓ年の分をຖ日ίπίπࡌهして、̍年ޙには中ஈに、̎年ޙにはԼஈに、とه
̏、ாです。つまりهしていく日ࡌ 年分の同͡日෇の日هが̍ϖーδにॖڽされることになります。
ຯ௡々に私もやり࢝ڵ、をくれますよʯと言っておりܙ年の自分がώントɾ஌ࡢ年や一ڈഐはʮޙ
Ίました。
。やっと、̍年前の日෇に到達し、̍年前のその日の自分と出会えましたۙ࠷　
　̍年前の自分も現在と同͡ような೰Έや۪ஒを言っていました。あ、成௕してないなʙ、と͡ײ
ながらも、来年の自分のたΊにも日هを続けて、少しでも成௕の໾にཱてたいです。

3 年連用日記
山口ࢢ　小ࣰ　७一
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���� 年ͷεΪɾώϊΩՖคඈࢄͷ·ͱΊ
ʦ報告：෭会௕　ԭத　๕඙ʧ

　前年ळの定点؍ଌ໦のスΪ༤ՖのணՖ状態か
ら、�0�3 年のスΪՖคඈࢄ૯数を、ݝ内ଌ定機
関のฏۉ஋として、ฏ年஋ 3
050 ݸ �DN� に対し
4
000 ݸ �DN� ఔ౓で、ඈࢄ数はかなり多くなる
と予ଌしましたが、実ଌ஋は予ଌを্ճる �
430
ݸ �DN�ʢฏ年ൺ ��1 ഒʣと、�019 年の �
�90
ݸ �DN� を௒えるա࠷ڈ多のඈࢄ数となりました
ʢਤ 1ʣ。ඈࢄ։࢝日は �݄ � 日、࠷多ඈࢄ日は
全体のฏۉでは �݄ ��日でした。シーズンඈࢄ
૯数が࠷多であったのはඒೠ஍۠のଌ定機関の
11
4�� ݸ �DN�、࠷少は๷෎஍۠の 3
509�DN�

でしたʢਤ 2ʣ。
　一方、ώϊΩも 4
�9� ݸ �DN�ʢฏ年஋ 1
��0
ݸ �DN� の ��� ഒ ʣ で、�01� 年 の 4
14� ݸ �DN�

を௒えるա࠷ڈ多のඈࢄ૯数となりました
ʢਤ 1ʣ。ඈࢄ։࢝日は � ݄ �5 日、࠷多ඈࢄ日
は 3݄ �0日で、同日、௕໳஍۠のଌ定機関では
5
14� ݸ �DN� と、1日のՖค数としてはこれま
でで࠷多のัू数をه࿥しました。࠷多ඈࢄ஍۠
も௕໳で 1�
319 ݸ �DN�、࠷少はࢁཅ小野ా஍
۠の 1
544 ݸ �DN� でしたʢਤ �ʣ。

　݁Ռ的に、ࠓシーズンのՖคඈࢄ૯数は、スΪ、
ώϊΩともにա࠷ڈ多となりました。スΪ、ώ
ϊΩともに๺部஍۠でのඈࢄがݦஶで、特にώϊ
Ωは、多くのଌ定点でฏ年の �ഒ前ޙのඈࢄ数
であったのに対し、๺部஍۠ではݢฒΈฏ年の 3
ഒを௒えるඈࢄ数となり、全体のฏۉ஋をԡし্
げました。ࠓシーズンのՖค数の多さにより、来
シーズンをܴえるにあたってのスΪՖค૯数のฏ
年஋は 3
��0 ݸ �DN� となりますʢਤ 4ʣ。
　1日のՖค数が 3
000 を௒えると、同日のՖݸ
ค数のカウントに 1時ؒ以্を要すると思いま
す。Ֆคଌ定機関のօ༷には͝多๩の中、日々の
Ֆค数ଌ定に͝ਚྗいたͩき、஭৺よりँײਃし
্げます。多数ඈࢄ஍۠の方々は特に大変と思い
ますが、Ҿき続き͝ྗڠのほど、何ଔよろしくお
。いਃし্げますئ

ਤ 1　年ผεΪɾώϊΩ૯਺
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ਤ 2　202� 年ͷଌఆؔػผεΪՖค૯਺（ฏ年஋とͷൺֱ）

ਤ �　202� 年ͷଌఆؔػผώϊΩՖค૯਺（ฏ年஋とͷൺֱ）

ਤ 4　εΪՖค૯਺と֤γʔζϯલͷฏ年஋
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̍　令和 4 年౓ۀࣄ報告ʹ͍ͭͯ
　実施ۀࣄผによるۀࣄใࠂについて࠷終ٞڠを
行い、決定した。

̍　ఆ׺౳ݕ౼ҕһ会ʹ͍ͭͯ
をྩ࿨߲ࣄ問ࢾ　 �年౓ࢁ口ݝ医ࢣ会会අのො
՝方法ٴͼ໾һ౳のใुとし、ඪهҕһ会を 5
݄ �5日に։࠵することを決定した。

̎　山口県医師会ʮ医ྍނࣄ๷ࢭͷ 1� Օ৚ʯͷ
վగʹ͍ͭͯ
　これまでの 13Օ৚をվగすることについて意
。することとしたٞڠ࠶、を行い׵ަݟ

̏　҆൱৘報֬ೝΞϓϦͷߦࢼత࣮݁ࢪՌ及びಋ
ೖʹ͍ͭͯ
　3݄実施のʮ安൱৘ใ֬ೝアϓϦʯのࢼ行的܇
࿅の݁Ռใࠂを行い、このアϓϦをಋ入すること
を決定した。またޙࠓ、े分機能するよう܇࿅を
。りฦすこととした܁

̐　৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ͷঢ়گΛ౿·͑ͨ
児ಐੜె౳ͷఆظͷ݈߁਍அ࣮܎ʹࢪΔཹҙ߲ࣄ
ʹ͍ͭͯ
　վగするʮ৽ܕίロφウイルスײછ症の状گを
౿まえた児ಐ生ె౳の内科݈診実施に係るཹ意ࣄ
߲ʯについてٞڠを行い、一部मਖ਼しࢢ܊医ࢣ会
に通஌することを決定した。

̑　ΠΤϩʔάϦʔϯΩϟϯϖʔϯͷ࣮ࢪʹ͍ͭͯ
　෱ౡݝ医ࢣ会からのྗڠ要੥をडけ、ʮېԎि
ؒʯにおいて、डಈ٤Ԏ๷ࢭのたΊのීܒٴ発
Ωϟンϖーンを実施することを決定した。

̒　ϝʔϧϚΨδϯʹ͍ͭͯ
年౓৽たに実施予定の会һ向けϝールϚΨࠓ�　
δンの֓要ٴͼ実施スケδϡール౳について説明
し、実施することを決定した。

̓　฼ମอޢ๏ʹΑΔࢦఆ医師ͷਃ੥ʹ͍ͭͯ
　ඪهਃ੥ 1໊の৹ࠪ݁Ռについて৹ٞを行い、
。としてొ࿥することをঝೝしたࢣ定医ࢦ

̔　฼ମอޢ๏ʹΑΔࢦఆ医師ͷߋ৽ʹ͍ͭͯ
৽対象者ߋ　 ��໊のうち、ߋ৽しない ͼٴ1໊
৽Ԇ期ߋ 1໊をআく ��໊をঝೝした。

̕　৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ରԠʮ山口県医師
会ۀٳ一࣌ۚʯͷਃ੥ʹ͍ͭͯ
　ਃ੥ 3݅について৹ࠪし、څ෇することを決
定した。

10　令和 5 年౓日本ਫ਼ਆ科医学会学ज़教ҭݚम
会ʮࣄ຿෦໳ʯͷޙԉʹ͍ͭͯ
　ެӹ社ஂ法人日本精ਆ科病院ڠ会ٴͼ同ࢁ口ݝ
支部から 11݄ 1�ɾ1� 日に։࠵を予定している
ඪݚهम会のޙ援ґཔがあり、ঝ୚した。

̍　山口大学医学෦ෟଐ病院৽ݚऀ༺࠾نम医Φ
ϦΤϯςʔγϣϯ（4 月 6 日）
म医ݚ　 9໊に対しʮ医療ฆ૪の現状と問題点
についてʯをテーϚにߨԋを行った。ʢೄాʣ

̎　ྟচݚम医ܴ׻会（4 月 � 日）
　加౻会௕よりࢁ口ݝ医ࢣ会ٴͼࢁ口ݝ医ྟࢣচ
म病院͝とにݚ、ޙの説明ۀࣄमਪਐηンターݚ
म医ݚ。म医の঺հを行ったݚ 104 ໊、病院௕ɾ
ಋ医౳ࢦ 1� 行੓ݝ、໊ � 医໾һݝ、໊ � ܭ໊

ཧ ࣄ 会

ʵୈ 2 ճʵ

4 月 20 日　ޙޕ 4 ࣌ 10 ෼～ 6 ࣌

加౻会௕、ԭ中ɾ中ଜ྆෭会௕、ҏ౻ઐ຿ཧࣄ、
前઒ɾՏଜɾ௕୩઒ɾ্野ɾ஡઒ɾೄా
֤常೚ཧࣄ、നᖒɾ౻原ɾ஛中ɾ໦ଜɾԬɾ౻Ҫɾ
ᅳ֤ۙཧࣄ、౻野ɾٶ本ɾ༑֤ۙࣄ؂

議ܾ߲ࣄ

߲ࣄ議ڠ

報告߲ࣄ
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130 ໊のࢀ加があった。ʢᅳۙʣ

̏　ྟচݚम医ަྲྀ会ୈ 1 ճࣄװଧͪ߹Θͤ会
（4 月 � 日）

　代දࣄװ౳をબ೚し、ަྲྀ会のϓロάラム、໾
ׂ分୲、特ผߨԋのิީࢣߨ者౳のٞڠを行った。

ʢ中ଜʣ

̐　໺田学Ԃத学ɾߴ౳学ߍ一؏த学ߍ՝ఔೖ学
ࣜ（4 月 10 日）
　来ෂとして出੮し、ॕࣙをड़΂た。ʢ加౻ʣ

̑　৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ʹ܎ΔݍҬ会議
ʮࠃؠ医ྍݍʯɺʮӉ෦ɾ小໺田医ྍݍʯ（4 月 11 日）
ʮ山口ɾ๷෎医ྍݍʯɺʮपೆ医ྍݍʯ（4 月 12 日）

ʮԼؔ医ྍݍ（8FC）ʯ（4 月 1� 日）
ʮഡ医ྍݍʯ（4 月 14 日）

　৽ܕίロφウイルスײછ症の 5ྨ移行に向け
た医療提供体੍の֬保౳についてݝから説明があ
り、ίロφ患者ड入可能病চ数や入院ௐ੔のࢼ行
実施౳についてٞڠした。ʢԭ中ʣ

̒　౎ಓ෎県医師会޿報୲౰ཧࣄ࿈བྷڠ議会ʮ8FCʯ
（4 月 1� 日）

　日本医ࢣ会の޿ใ活ಈの説明、ʮ医ࢣ会のイϝー
δアッϓのώントʯと題したߨԋのޙ、大ࡕ෎医
。会のऔり૊Έ発දが行われたࢣ医ݝౡ޿、会ࢣ

ʢ௕୩઒ʣ

ఆ౳ҕһ会ࡦमΧϦΩϡϥϜݚ医ۀ࢈　̓
（4 月 1� 日）

　ྩ࿨ 4年౓の産ۀ医ݚम実੷ใٴࠂͼྩ࿨ 5
年౓の産ۀ医ݚमܭըについてٞڠした。ʢ中ଜʣ

̔　医ࣄҊ݅ௐࠪઐ໳ҕһ会（4 月 1� 日）
　病院 �݅、診療ॴ 1݅のࣄҊについて৹ٞを
行った。ʢೄాʣ

̕　อݥҕһ会（4 月 1� 日）
　ྩ࿨ 5年౓の社会保ݥ医療୲当者ࢦಋܭը、

ྩ࿨ 4年౓のݸผࢦಋの݁Ռใࠂ౳についてڠ
ٞした。ʢҏ౻ʣ

10　ੜ׆อۀޢ຿ʹ܎Δڠ議会（4 月 1� 日）
　生活保護法に基づくࢦ定医療機関のࢦಋ、医療
ැॿのΦンラインࢿ格֬ೝಋ入౳生活保護ʢ医療
関係ʣの主なվਖ਼౳について説明ɾٞڠを行った。

ʢҏ౻ʣ

1　શࠃ医師ࠃຽ݈߁อݥ૊߹࿈߹会ୈ � ճཧࣄ
会ʮ8FCʯ（4 月 14 日）
　ୈ �ճࠃ保問題ݕ౼ҕһ会౳のใࠂや定׺౳
一部վਖ਼Ҋ౳についてٞڠを行った。ʢ加౻ʣ

̍　山口県医師会ʮ医ྍނࣄ๷ࢭͷ 1� Օ৚ʯͷ

վగ（ڠ࠶議）ʹ͍ͭͯ

　վగҊのٞڠ࠶を行い、मਖ਼Ҋのとおりվగす
ることを決定した。

̎　ΠΤϩʔάϦʔϯΩϟϯϖʔϯͷ࣮ڠ࠶）ࢪ

議）ʹ͍ͭͯ

　ライトアッϓ、اըలࣔなど、Ωϟンϖーンの
۩体的な実施内༰౳についてٞڠを行い、提Ҋど
おり実施することを決定した。

ཧ ࣄ ձ

医師ࠃอཧࣄ会　ʵୈ 2 ճʵ

報告߲ࣄ

ʵୈ � ճʵ

5 月 11 日　ޙޕ 5 ࣌～ 6 ࣌

加౻会௕、ԭ中ɾ中ଜ྆෭会௕、ҏ౻ઐ຿ཧࣄ、
前઒ɾՏଜɾ௕୩઒ɾ্野ɾ஡઒ɾೄా
֤常೚ཧࣄ、നᖒɾ౻原ɾ஛中ɾ໦ଜɾԬɾ౻Ҫɾ
ᅳ֤ۙཧࣄ、౻野ɾٶ本ɾ༑֤ۙࣄ؂

߲ࣄ議ڠ
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̏　ୈ 2� ճ日本医師会ೝఆ݈߁εϙʔπ医੍౓

͍ͯͭʹࢪ学ड講会৔ͷ࣮࠲म会ʹ͓͚Δݚ࠶

　ඪݚهम会のサテライト会৔を提Ҋどおり設ஔ
することを決定した。

̐　฼ମอޢ๏ೝఆݚमؔػͷఆظ報告ʹ͍ͭͯ

　�医療機関の実੷ใࠂを৹ٞし、1施設をೝ定
ղআし、�施設をҾき続きݚम機関としてೝ定す
ることを決定した。

̑　৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ͷ 5 છ঱΁ײྨ

ͷҠߦʹ൐͏医師会ࣄߦ౳ͷରԠʹ͍ͭͯ

会においてもࢣ医ݝ、の対応方਑を౿まえݝ　
行ࣄ౳の対応を提Ҋどおり変ߋすることを決定し
た。

̒　ྍཆ病চస׵ҙ޲౳ௐࠪʹ܎Δྗڠʹ͍ͭͯ

ྗڠௐࠪに関し、प஌ɾهが実施するඪݝ口ࢁ　
を行うことを決定した。

̓　ୈ 154 ճ日本医師会ఆྫ୅議һ会ʹ͓͚Δ

୅ද࣭໰ʹ͍ͭͯ

　代ද࣭問Ҋについてٞڠを行い、提出すること
を決定した。

̍　ੜ׆อޢ๏ʹͮ͘ج医ྍැ助ͷ医ܥ৬һʹͭ

͍ͯ

ҕһのਪનґཔがه部௕からඪࢱ෱߁݈ݝ口ࢁ　
あり、1໊をਪનすることを決定した。

̎　山口県ެ຿ิ֐ࡂঈ౳৹ࠪҕһʹ͍ͭͯ

ҕһのਪનґཔがあり、1هからඪࣄ஌ݝ口ࢁ　
໊をਪનすることを決定した。

̍　ୈ �1 ճ日本医学会૯会ɾۀ࢈医ηογϣϯ

ʮαςϥΠτ会৔ʯ（4 月 22 日ɾ2� 日）

૯合保݈会ؗ̒֊会ٞࣨをサテライト会ݝ口ࢁ　
৔として産ۀ医ݚमを実施した。ࢀ加者 �5໊。

ʢ஡઒ʣ

̎　ୈ 11 ճ山口県৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ઐ

໳Ո会議ʮ8FCʯ（4 月 26 日）

　৽ܕίロφウイルスײછ症の છ症へのײ5ྨ
移行に伴い、医療体੍の੔備や৽たなײછ症に備
えた保݈ɾ医療提供体੍の੔備、入院ௐ੔ルール
౳についてٞڠを行った。ʢԭ中ʣ

議会ڠࣄอ݈୲౰ཧऀྸߴ医師会੒ਓɾࢢ܊　̏

（4 月 2� 日）

　やま͙ち݈診ʢݕ診ʣड診૯合ଅਐۀࣄや݈߁
づくりに関するۀࣄ、؊Ԍ対ࡦ౳についてใࠂɾ
を行ったʢ্野ʣٞڠ

̐　தࠃ࢛ࠃ医師会࿈߹֐ࡂ医ྍ୲౰ཧࣄ࿈བྷڠ

議会ʮ8FCʯ（5 月 2 日）

　中ࠃ四ࠃ医ࢣ会連合によるࡂ害時医療活ಈに関
するڠ定౳についてٞڠした。ʢ্野ʣ

報ҕһ会（5޿　̑ 月 11 日）

　会ใ主要ࡌܝࣄه予定ʢ�ʙ �݄߸ʣ、ʮؓ࿩ٻ
題ʯ、ʮ会һの੠ʯ、ྩ࿨ 5年౓ݝຽެ։࠲ߨのߨ
した。ʢ௕୩઒ʣٞڠ౳についてࢣ

̒　会һͷೖୀ会ҟಈ

　入会 59 ݅、ୀ会 54 ݅、異ಈ 53 ݅。ʢ5݄ 1
日現在会һ数ɿ1 ߸ 1
�19 ໊、� ߸ �59 ໊、3
߸ 413 ໊、合ܭ �
491 ໊ʣ

ཧ ࣄ ձ

ਓ߲ࣄࣄ

報告߲ࣄ



ྩ࿨ 5年 �݄ 会ใࢣ医ݝ口ࢁ ୈ1954 ߸

4�1

̍　ই病ख౰ۚڅࢧਃ੥ʹ͍ͭͯ

　� ʢ݅うち 1݅は৽ܕίロφウイルスײછ症分ʣ
についてٞڠ、ঝೝした。

̍　令和 4 年౓൛ʮ医師ࠃอ૊߹ͷকདྷΛ͑ߟΔʯ

Ξϯέʔτௐࠪ݁Ռʹ͍ͭͯ

　全ࠃ医ࠃࢣຽ݈߁保ݥ૊合連合会ࠃ保問題ݕ౼
ҕһ会が実施したඪهアンケートௐࠪについて、
全ࠃのճ౴状گ౳の݁Ռใࠂを行った。ʢ௕୩઒ʣ

ཧ ࣄ ձ

医師ࠃอཧࣄ会　ʵୈ � ճʵ

߲ࣄ議ڠ

報告߲ࣄ

೔医'"9χϡʔε
202� 年（令和 5 年）4 月 25 日　�12� ߸
˙　ಇき方վֵʮ࣭のҡ持ɾ向্ʯとཱ྆を
˙　Ϛイφ保ূݥでʮ医療%9ʯਪਐを
˙　ઐ໳医サϒスϖ、$�� ਫ४のൣғに入る
˙　中ઈༀʮϝフΟーΰʯ、ۙくਖ਼ࣜঝೝへ

202� 年（令和 5 年）4 月 2� 日　�1�0 ߸
˙　病院クラスター対ࡦ、̑ྨ移行ޙも重要
˙　ޫ೤අ高ಅ、診療ॴׂ̓௒が経ӦにӨڹ
˙　サイόーܸ߈に関する対ࡦで֮ॻక݁
ʯの౫ଡをۀاʮചりಀげ、څ発඼供ޙ　˙
˙　ʮϚイφ保ূݥʯ法Ҋ、ࢍ成多数で可決

202� 年（令和 5 年）5 月 2 日　�1�1 ߸
˙　ް労ল、ίロφ 5ྨをਖ਼ࣜ決定
˙　ίロφጶ患ޙ症状、ใु特例 14� 点
˙　ެ的病院の �ׂがʮಋ入時期ະ定ʯ
˙　ίロφײછ者数、ॳެදはʮ5݄ 19日ʯ
˙　೤中症対ࡦ法が成ཱ
˙　ϔルパンΪーφ、かなり多い状گ続く

202� 年（令和 5 年）5 月 12 日　�1�2 ߸
˙　෺Ձɾ௞ۚ高ಅ、医療にࡒ੓ાஔを
˙　ʮ日本൛ $%$ʯ設ஔ法Ҋ、৹ٞ入り
˙　ίロφٸۓแׅ支援、実施要ߝ一部վਖ਼
内ॳの経口中ઈༀʮϝフΟーΰʯঝೝࠃ　˙
˙　特定݈診ɾ保݈ࢦಋ実施཰、ա࠷ڈ高に

202� 年（令和 5 年）5 月 16 日　�1�� ߸
˙　ʮかかりつけ医機能ใࠂʯを૑設へ
˙　Φン診ɾԕִ医療の適ਖ਼ීٴへ
˙　κίーόఴจ、ආ妊の஫意ىש௥ه
˙　医ࢿࢣ格、࠷大 �45 人を֬ೝできず
˙　Ϛイφ保ূݥ、ผ人৘ใをͻも෇け

202� 年（令和 5 年）5 月 1� 日　�1�4 ߸
˙　高౓ٸ性期のධՁ、ʮ̎࣍救ٸʯに支障
˙　ʮ医ケア児ʯՈ଒へのϨスパイトケア
˙　ϝフΟーΰ、ঝೝ支持 ��ˋɾ不支持 31ˋ
˙　はしかײછで、ૣ期診அやௐࠪపఈを
˙　վਖ਼࣍世代医療基൫法が成ཱ

202� 年（令和 5 年）5 月 2� 日　�1�5 ߸
˙　人生࠷終ஈ֊の医療をٞ࿦
˙　ίロφײછ者数、ް労লがॳެද
௚しへݟըを来Նܭ明ڀҼࢮ　˙
˙　かかりつけの੍౓੔備へ
˙　ϔルパンΪーφ、ґવʮかなり多いʯ
˙　インフル、前िから 1
�00 人減
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　というわけで、�0�3 年 5 ݄ 5 日、8)0 は
$07*%�19 に関するʮࡍࠃ的にݒ೦されるެऺӴ
生্のࣄٸۓ態ʯの終了をએ言した。また、ް生
労ಇলも 5݄ � 日以߱は $07*%�19 を 5 છײྨ
症として、ʮ৽ܕίロφウイルスײછ症対ࡦの基
本的対ॲ方਑ʯもഇࢭとした。すでに、ࠃ内外で
人のԟ来はճ෮してきており、ۭߤ会社やమಓ会
社のۀ੷もճ෮しているという。しかし、ޙࠓも
ウイルスの変異によって৽たなྲྀ行がىこること
が想定され、医療体੍のΈならず、ײછ症対ࡦの
੔備が必要である。

　日本のڀݚ։発ྗの௿Լがࢦఠされている。実
%�19*$07、ࡍ のϫクνン։発に関しても஗れを
औった。จ部科学লの科学ٕज़ɾ学ज़੓ڀݚࡦॴ
のௐ΂によれば、࿦จの生産に関する日本の世界
ランクは �000 年代൒ばから࣭ɾྔの྆໘で徐々
に௿Լしているとのことである。

　1990 年代に࢝まったʮ大学院重点化੓ࡦʯ以
�ʮϙスドクʯという਎分が஀生し、�00、ޙ 年
には໿ 1�
000 人まで増加した。�01� 年には減
少して 15
500 人ほどであるが、൒数以্のϙス
ドクが 35歳以্となっている。大学院重点化を
行い、ڀݚ者ʢのཛʣを増加さͤたが、大学のϙ
ストは減少し、ຽؒۀاでのത࢜՝ఔम了者への
者のಇく৔ॴڀݚ。人も増加していないらしいٻ
が֬保されず、ϙスドク以߱のΩϟϦアがे分で
なければ、ڀݚ者をࢤす人ؒが少なくなるであろ
うことは想૾に難くない。

　科学ٕज़ཱࠃを؃൘とするならば、人ڀݚ、ࡐ
։発、科学ٕज़基൫の੔備などへの౤ࢿが必要な
ことは自明である。しかし、科学ڀݚඅॿ成ۀࣄ
では性ٸに݁ՌをٻΊるたΊ、ແ難で֬実にでき
そうなڀݚが多くなっているのではないかとةዧ
される。੓෎や༩ౘはʮ໾にཱつものʯに੫ۚを
౤入し、ʮ໾にཱたないものʯには੫ۚを࢖わな
いと言っているようにݟえる。

　アンϦɾϙアンカϨは、ʮՁ஋のある科学とは、
ීว的な法則をݟつけることである。そしてීว
的な科学にՁ஋があるのは、それがさらに多くの
科学の発లにつながるからである。ʯとॻき࢒し
た。また、ి࣓༠ಋを発ݟしたϚイケルɾファラ
σーは、当時のࡒ຿大ਉウΟϦアムɾάラッドス
トーンにʮిؾにはどのような実༻的Ձ஋がある
のかʯと問われ、ʮなんの໾にཱつかはわからな
いが、あなたがক来それに੫ۚをかけるようにな
ることはؒҧいないʯと౴えたと఻えられる。

໾にཱたないような஌ࣝ、ݟ৺を育Έ、一ح޷　
の௥ٻをޙԡしする必要がある。それが行われな
ければ、日本のڀݚ։発ྗの௿Լは続くのであろ
う。

ʑᰟ
޿ 報 ҕ һ

઒໺　๛一

͓ۚͷ͍࢖ಓ
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内ݝ口大学をؚΉࢁ、ݝ口ࢁ、会ではࢣ医ݝ口ࢁ　 15のྟচݚम病院とྗڠし
てʮࢁ口ݝ医ྟࢣচݚमਪਐηンターʯを設ཱし、医学生やݚम医をサϙート
するさま͟まな活ಈをしています。
　その一؀として、ྟচݚम病院ɾઐ໳ݚमϓロάラム合同説明会ʢϨδφϏ
フΣアʣにࢁ口ݝϒースを設ஔし、ࢁ口ݝのྟচݚमٴͼઐ໳ݚम体੍を͝঺
հいたします。
　֤Ґの͝ࢠଉ、͝ଉঁまたはお஌り合いの中に、ࢁ口ݝにڵຯのある医学生ɾ
加についてお੠ֻけいたͩきますようࢀम医がおられましたら、説明会へのݚ
おئいいたします。

　　　ϨδφϏϑΣΞ �����౦ژɹʙྟচɾઐ໳ݚमϓϩάϥϜʙ
　　　　ɾと　き　　�݄ 1�日ʢ日ʣ
　　　　ɾところ　　౦ژϏッάサイト
　　　　ɾ対　象　　医学生およͼݚम医

　　　ϨδφϏϑΣΞ �����େࡕɹʙྟচɾઐ໳ݚमϓϩάϥϜʙ
　　　　ɾと　き　　�݄ �日ʢ日ʣ
　　　　ɾところ　　インテックス大ࡕ
　　　　ɾ対　象　　医学生およͼݚम医

˓�フΣアのৄࡉはϗームϖーδにࡌܝしております。
そのほか、ྟচݚम医ަྲྀ会などのイベントや֤छॿ成ۚの
৘ใもࡌܝしていますので、͝ཡくͩさい。
　　63-　IUUQ���XXX�ZBNBHVDIJ�NFE�PS�KQ�SL�JOEFY�IUN

ྟচݚम病院ɾઐ໳ݚमϓϩάϥϜ߹ಉઆ໌会
（ϨδφϏϑΣΞ 202� ౦ژŋ大ࡕ）

΁ͷग़లʹ͍ͭͯ
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　当会では஍Ҭ医療提供体੍の֬保のたΊに、ʮ医ۀৡ౉をر๬する診療ॴʯとʮ医
૊Έづくりを構築することを目的として࢓ʯを支援し、そのࢣ๬する医رৡडをۀ
ඪۀࣄهをࢁ口ݝのۀࣄとしてҾきडけております。ੋඇ、͝ར༻くͩさい。

ʢ1ʣ医ۀঝܧに関するॳ期相ஊのઐ໳Ո೿ۀࣄݣ
　ɾ医ۀ経ӦのίンサルテΟンάによるແྉ相ஊʢ一ൠ的なॿ言にݶるʣ
　ɾઐଐの会࢜ܭや੫ཧ࢜がおられる৔合は、まずはސ問先への相ஊをおקΊする

ʢ�ʣৡड৘ใのड෇ొ࿥と提供ۀࣄ

຿の͓໰い߹Θͤઌۀछ֤ه্
　　医ۀঝܧに関する相ஊ૭口
　　　5&-ɿ0�3�9����510ʢࢁ口ݝ医ࢣ会内、ฏ日 9時ʙ 1�時までʣ
　　　'"9ɿ0�3�9����5��
ϝール　TIPVLFJ�Z35!ZBNBHVDIJ�NFE�PS�KQࢠి　　　

　֤छۀ຿ωット入ྗの৔合はԼ23هίードを͝ར༻くͩさい。

ʮ医ۀঝࢧܧԉۀࣄʯʹ൐͏
֤ छ ۀ ຿ ։ ࢝ ͷ ͓ ஌ Β ͤ
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山口県医師会άϧʔϓอݥͷ഑౰ۚࢧ෷͍ʹ͍ͭͯ

、のとおりとなっておりますのでهにおける഑当ۚはԼݥ会άルーϓ保ࢣ医ݝ口ࢁ　
ใࠂいたします。

ه

保ݥ期ؒ　ྩ࿨ 4年 3݄ 1日ʙྩ࿨ 5年 �݄ ��日

1　支෷保ۚݥɾڅ෇ۚ� 　5�
000
000 ԁ
�　支෷഑当ۚ
　　　૯支෷഑当ۚ� � 　1�
0��
9�� ԁ
　　　加入者への支෷഑当ۚ� 　1�
0��
103 ԁ
　　　഑分཰� � � 　　　　1��04ˋ
3　഑当ۚৼࠐ日� ྩ࿨ 5年 �݄ �1日

͍ͯͭʹࡌܝҊ਺ݕମࢮ

๢छผʢྩ࿨ࢮҊ਺とݕମࢮ �೥ �݄෼ʣ

山口県؅࡯ܯ内ൃੜͷࢮମݕҊ਺
ࡴࣗ 病ࢮ ଞࡴ ଞաࣦ ࣗաࣦ ֐ࡂ ͦͷଞ ܭ߹

"QS�2� � 14� 0 0 10 0 � 1�4

8

147

自殺9
病死

他殺

他過失

自過失

災害

その他

10

0
0

0
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　医ࢣ会では、ए手医ࢣの医ࢣ会加入がよく࿩題に্っている。特に、日本医ࢣ会では医ࢣ全体の
入会཰が 51�までԼがってきており、ة機ײを持って入会Ωϟンϖーンを܁り޿げている。
　実ࢁ、ࡍ口ݝの医ࢣ会への入会状گは、ࢢ܊医ࢣ会やݝ医ࢣ会では全ࠃฏۉ以্ではあるものの、
日本医ࢣ会への入会は全ࠃฏۉをԼճっている。
　そうした中、ݝ医ࢣ会ではए手医ࢣの医ࢣ会加入ଅਐのࢀ考にす΂く、ۈ຿医部会においてߨԋ
会ʢྩ࿨ 5年 �݄ 19日ʣを։࠵し、一定の成Ռを出しているژ౎෎医ࢣ会のऔり૊Έについて࿩
をฉくことができた。

　特徴的なのは、ژ౎෎医ࢣ会によるए手医ࢣϫーΩンάάルーϓのཱち্げであり、ʮए手医ࢣ
のたΊのݚमとަྲྀ会ʯとして、ベテランࢦಋ医からݚम医まで԰ࠜנ方ࣜで教育のたΊのʮक़ʯ
を։࠵されている点である。とにかく、ʮ教育ʯが前໘に出ているということである。
っているϙイントとしては、ʮ·ͣɺ༩͑ͳ͚Ε͹୭΋͍ͭͯこͳ͍࣌୅と࢒ԋの中でҹ象にߨ　
ೝࣝ͢Δʯɻそのうえで、ʮ教ҭΛき͔͚ͬ（ೖ口）とͯ͠ɺएख医師Λ医師会ʹͭͳ͍͛ͯ͘ʯと
いうことである。ʮ教育ʯはए手医ࢣが医ࢣ会につながるνϟンωルであるʂというのであるʢこ
の考えはࢁ口ݝへのए手医ࢣ定ணにもつながるʂʁʣ。

　֬かに、ए手医ࢣにとって一൪の関৺ࣄは、医ࢣとして必要な஌ࣝや࿹を਎に෇けること、そし
て、৘ใや೰Έをए手医ࢣ同࢜でڞ有できること、であるのはཧղできる。そういった意ຯでは大
変ײڞできる内༰であった。
　たͩ、そうしたʮ教育とަྲྀʯをΩーϫードにऔり૊ΉたΊには、大変な೤意とࠜؾが必要であ
り、ࢣߨの先生の意ࠐؾΈにはײ෰さͤられたのである。そして、こうしたことはʮਓʯによると
ころが大きいのかなɾɾɾとも思うのである。
　そうなると、私のようなত࿨世代ではなくɾɾɾए手医ࢣを中৺に、ྟচに໾ཱつ஌ࣝや৘ใを
ઈえず発৴できる人ࡐを発۷しʢ஍Ҭ͝とに人ࡐはいるはずʂʂʣ、医ࢣ会にࢀ加してもらうこと
が一൪のۙಓなのかもしれない。
会でも、ʮएख医師ʹର͢Δʯऔり૊Έはあるが、一าਐΊてʮएख医師ʹΑΔʯϫーࢣ医ݝ　
Ωンάάルーϓ౳により、ܧ続的にऔり૊Ίるよう人ࡐを発۷ɾ૊৫化していくことから࢝Ίる必
要があるのではɾɾɾと考えるのである。

ʢཧࣄ　Ԭ　ਈ࣐ʣ

ฤू
هޙ
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